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はじめに

弊社製品をお買い上げいただきありがとうございます。bizhub C25 は、Windows、
Macintosh、Linux の環境でお使いいただくのに最適なプリンター複合機です。

登録商標および商標

Acrobat は、Adobe Systems Incorporated（アドビシステムズ社）の米国ならびに
他の国における商標または登録商標です。

Adobe、Photoshop は、Adobe Systems Incorporated（アドビシステムズ社）の米
国ならびに他の国における商標または登録商標です。

Apple は、米国 Apple Inc. の米国およびその他の国における登録商標または商標で
す。

DIC は、DIC 株式会社の登録商標です。

ETHERNET は、富士ゼロックス株式会社の登録商標です。

IEEE は、The Institute of Electrical and Electronics Engineers, Inc の米国およびそ
の他の国における登録商標または商標です。

Mac および Mac OS は、米国 Apple Inc. の米国およびその他の国における登録商標
または商標です。

NETWARE は、Novell, Inc. の米国およびその他の国における登録商標または商標
です。

Pentium は、Intel Corporation の米国およびその他の国における登録商標または商
標です。

TOYO は、東洋インキ製造株式会社の登録商標です。

Windows、Windows NT、Windows Server、Windows Vista は、米国 Microsoft 
Corporation の米国およびその他の国における登録商標または商標です。

KONICA MINOLTA および KONICA MINOLTA ロゴは、コニカミノルタホールディ
ングス株式会社の商標および登録商標です。

PageScope、bizhub は、コニカミノルタビジネステクノロジーズ株式会社の登録
商標です。

本書に記載されているその他の製品名は各社の商標または登録商標です。

ソフトウェアの所有権について

本機に添付のソフトウェアは著作権により保護されています。本ソフトウェアの著
作権は、コニカミノルタビジネステクノロジーズ株式会社に帰属しています。いか
なる形式または方法においても、またいかなる媒体へもコニカミノルタビジネステ
クノロジーズ株式会社の書面による事前の承諾なく、添付のソフトウェアの一部ま
たは全部を複製・修正・ネットワーク上などへの掲示・譲渡もしくは複写すること
はできません。

Copyright © 2011 by KONICA MINOLTA BUSINESS TECHNOLOGIES, INC. All 
Rights Reserved.



著作権について

本書の著作権はコニカミノルタビジネステクノロジーズ株式会社に帰属します。書
面によるコニカミノルタビジネステクノロジーズ株式会社の承諾なく、本書の一部
または全部を複写もしくはいかなる媒体への転載、いかなる言語への翻訳をするこ
とはできません。

Copyright © 2011 by KONICA MINOLTA BUSINESS TECHNOLOGIES, INC., 
Marunouchi Center Building, 1-6-1 Marunouchi, Chiyoda-ku, Tokyo, 100-0005, 
Japan. All Rights Reserved.

本書について
本書は、改良のため予告なしに変更することがあります。本書の内容に関しては、
誤りや記述漏れのないよう万全を期して作成しておりますが、本書中の不備につい
てお気づきのことがありましたら、お買い求めの販売店にご連絡ください。

コニカミノルタビジネステクノロジーズ株式会社は、本書による特定の商用などの
目的に対する利用についての保証はいたしておりません。

本書の記載事項からはずれて本機を操作・運用したことによる偶然の損害、特別・
重大な損害などの影響ついて、コニカミノルタビジネステクノロジーズ株式会社は
保証・責任を負いかねますのでご了承ください。

ソフトウェア使用許諾契約書
本パッケージにはコニカミノルタビジネステクノロジーズ株式会社（以下、
「KMBT」）より提供される、プリンターシステムの一部を構成するソフトウェア
（以下、「プリンティングソフトウェア」）、特殊な暗号化フォーマットにデジタル
コード化された機械可読アウトラインデータ（以下、「フォントプログラム」）、そ
の他プリンティングソフトウェアと連動しコンピューターシステム上で動作するソ
フトウェア（以下、「ホストソフトウェア」）、そして関連する説明資料（以下、「ド
キュメンテーション」）が含まれています。

本契約において「本ソフトウェア」とはプリンティングソフトウェア、フォントプ
ログラム、ホストソフトウェアの総称で、それらすべてのアップグレード版、修正
版、追加版、複製物を含みます。

本ソフトウェアは以下の条件の下でお客様にご使用いただいております。

以下ご同意くださった場合に限り、本ソフトウェアおよびドキュメンテーションを
使用することのできる非独占的、譲渡不可のライセンスを KMBT により付与いた
します。
1. お客様は、お客様の日常業務での使用目的に限り、本ソフトウェアおよび、そ

れに伴うフォントプログラムを使用することができます。
2. 上記 1. に定義されているフォントプログラムのライセンスに加え、お客様は、

フォントの重み、スタイル、文字・数字・シンボルのバージョンをプリンティ
ングソフトウェアを使用するコンピューターにおいて再生表示することができ
ます。

3. お客様はバックアップ用にホストソフトウェアをひとつ複製することができま
す。ただし、その複製物はいかなるコンピューターにおいてもインストールあ
るいは使用されないことを条件とします。ただし、プリンティングソフトウェ



アが実行されているプリンティングシステムと使用するときに限り、ホストソ
フトウェアを複数のコンピューターにインストールすることができます。

4. 本契約の元、お客様はライセンシーとしての本ソフトウェアおよびドキュメン
テーションに対する権利および所有権を第三者（以下、譲受人）に譲渡するこ
とができます。ただし、お客様が当該譲受人に本ソフトウェアやドキュメン
テーションおよびそれらの複製物のすべてを譲渡し、当該譲受人が本契約の諸
条件について同意している場合に限ります。

5. お客様は本ソフトウェアやドキュメンテーションを変更、改作、翻訳したりす
ることはできません。

6. お客様は本ソフトウェアを改造、逆アセンブル、暗号解読、リバースエンジニ
アリング、逆コンパイルすることはできません。 

7. 本ソフトウェア、ドキュメンテーション、およびそれらの複製物に対する権利
および所有権その他の権利はすべて KMBT およびそのライセンサーに帰属し

ます。
8. 商標は、商標の所有者名を明示し、容認された商標慣行にしたがって使用され

るものとします。商標の使用は、本ソフトウェアによって生成された印刷出力
の識別を目的とする場合に限られます。いかなる商標であっても、こうした使
用によって当該の商標の所有権がお客様に付与されることはありません。

9. お客様は、ご自身が使用されない本ソフトウェアあるいはその複製物、または
未使用の記憶媒体に収められた本ソフトウェアを貸与、リース、使用許諾、譲
渡することはできません。ただし、上述の、すべての本ソフトウェアおよびド
キュメンテーションを永久的に譲渡する場合を除きます。

10. KMBT およびそのライセンサーは、損害が生じる可能性について報告を受けて

いたとしても、本ソフトウェアの使用に付随または関連して生ずる間接的、懲
罰的あるいは実害、利益損失、財産損失についていかなる場合においても、ま
た第三者からのいかなるクレームに対しても一切の責任を負いません。KMBT
およびそのライセンサーは、本ソフトウェアの使用に関して、明示であるか黙
示であるかを問わず、商品性または特定の用途への適合性、所有権、第 3 者の

権利を侵害しないことへの保証を含むがこれに限定されず、すべての保証を否
認します。ある国や司法機関、行政によっては付随的、間接的、あるいは実害
の例外あるいは限定が認められず、お客様に上記の制限はあてはまらない場合
もあります。

11. Notice to Government End Users（本規定に関して：本規定は米国政府機関の

エンドユーザー以外の方には適用されません。）The Software is a “commercial 
item,” as that term is defined at 48 C.F.R.2.101, consisting of “commercial com-
puter software” and “commercial computer software documentation,” as such 
terms are used in 48 C.F.R. 12.212. Consistent with 48 C.F.R. 12.212 and 48 
C.F.R. 227.7202-1 through 227.7202-4, all U.S. Government End Users acquire 
the Software with only those rights set forth herein.

12. 本ソフトウェアをいかなる国においても輸出管理に関連した法規制に違反した
形で輸出することはできません。



Adobe 社カラープロファイルについて

Adobe Systems Incorporated（アドビシステムズ社）

カラープロファイル使用許諾契約書

ユーザー様への注意：本契約書をよくお読みください。本ソフトウェアの全部また
は一部を使用した場合、本ソフトウェアのすべての諸条件ならびに本契約書のすべ
ての諸条件を受諾したものと見なされます。本契約書の条件に同意できない場合は
本ソフトウェアの使用をおやめください。

第 1 条　定義

本契約書において「Adobe 社」とは、合衆国デラウェア州法人 Adobe Systems 
Incorporated（345 Park Avenue, San Jose, California 95110）を意味します。「本ソ
フトウェア」とは、本契約書が添付されたソフトウェアならびにその関連品目を意
味します。

第 2 条　ライセンス

ユーザーが本契約書の諸条件に従うことを条件として、Adobe 社は本ソフトウェア
の使用、複製、公での展示を行うライセンスを全世界的、非排他的、譲渡不能、ロ
イヤルティ不要のものとしてユーザーに許諾します。さらに Adobe 社は、（a）本
ソフトウェアがデジタル画像ファイルに埋め込まれた状態であり、しかも（b）ス
タンドアローン・ベースである場合に限り、本ソフトウェアを配布する権利をユー
ザーに許諾します。それ以外の場合には本ソフトウェアを配布することはできませ
ん。たとえば、何らかのアプリケーションソフトウェアに組み込まれている状態や
そうしたソフトウェアにバンドルされている状態では、本ソフトウェアを配布する
ことはできません。個々のプロファイルは、いずれも ICC プロファイル記述文字
列によって参照されている必要があります。ユーザーは本ソフトウェアを改変して
はいけません。Adobe 社は本ソフトウェアまたはその他品目のアップグレードや将
来のバージョンなど、本契約に基づいて何らかの支援を提供する義務を一切負いま
せん。本ソフトウェアの知的所有権に関するいかなる権原も、本契約の条項に基づ
いてユーザーに移転することは一切ないものとします。ユーザーは本契約に明示的
に定められている権利を除き、本ソフトウェアに関するいかなる権利も取得しない
ものとします。

第 3 条　配布

ユーザーが本ソフトウェアを配布する場合、以下を了解した上で配布を行ったもの
と見なされます。すなわち、その配布（ユーザーによる本第 3 条の不履行を含み、
かつそれに限定されない）に起因して何らかの賠償請求、訴訟、その他の法的措置
が行われ損失、損害、費用が発生した場合、それに対してはユーザーが抗弁を行
い、損失を補填し、Adobe 社を完全に保護することにユーザーが同意したと見なさ
れることになります。またユーザーが本ソフトウェアをスタンドアローン・ベース
で配布する場合、ユーザーは本契約またはユーザー自身の使用許諾契約の諸条件に



基づいて配布を行うものとし、この場合におけるユーザー自身の使用許諾契約は、
（a）本契約の諸条件を遵守している、（b）明示的にせよ黙示的にせよ、すべての保
証および条件付与を有効に排除している、（c）損害に対するすべての責任を Adobe
社に代わって有効に排除している、（d）本契約と異なるすべての規定は、Adobe
社ではなくユーザーが単独で提供するものであることを明記している、（e）本ソフ
トウェアがユーザーまたは Adobe 社から入手可能であることと、ソフトウェアの
交換に一般に用いられている媒体で本ソフトウェアを入手する妥当な方法とを記述
している、ものでなければなりません。配布する本ソフトウェアには、Adobe 社の
著作権表示を、Adobe 社がユーザーに提供した本ソフトウェアにおけるのと同様に
行う必要があります。

第 4 条　保証の排除

Adobe 社は本ソフトウェアを「現状のまま」ユーザーに使用許諾しています。した
がって本ソフトウェアが特定目的に適合しているかどうか、あるいは特定の結果を
生み出すことができるかどうかについて、Adobe 社は一切の表明を行いません。ま
た Adobe 社は、本契約に起因する損失または損害、あるいは本ソフトウェアまた
はその他資料の配布または使用に起因する損失または損害について、一切の責任を
負わないものとします。Adobe 社およびそのサプライヤは、ユーザーが本ソフト
ウェアを使用した場合のパフォーマンスまたは結果について一切保証しません。た
だしその居住地域においてユーザーに適用される法律が排除または制限を禁じてい
る保証、条件付与、表明、約定については、その限りではないものとします。
Adobe 社およびそのサプライヤは、制定法、普通法、慣習法、慣行その他いかなる
法的根拠に基づくかを問わず、また明示的であるか黙示的であるかを問わず、第三
者の権利の不侵害、完全性、品質に対する満足、特定目的への適合性などを含みか
つそれに限定されず、一切の保証、条件付与、表明、約定を行いません。ただし
ユーザーは、法域によって異なるその他の権利を保有する場合もあります。第 4
条、第 5 条、第 6 条の規定は、いかなる原因で本契約が終了したにせよ、その終了
後も効力が継続するものとします。ただしこの規定は、本契約の終了後も本ソフト
ウェアを継続使用する権利を黙示するものではなく、またそうした権利を設定する
ものでもありません。

第 5 条　責任の制限

Adobe 社またはそのサプライヤは、ユーザーがこうむった損害、請求、費用、派生
的損害、間接的損害、付随的損害、利益の喪失、貯蓄の喪失に対して、いかなる場
合もその責任を負わないものとし、たとえ Adobe 社の代表者がそうした損失、損
害、請求が発生する可能性や第三者による請求の事実を助言されていた場合であっ
ても、責任を負わないものとします。以上の制限および排除の規定は、ユーザー居
住地の法律上許容される限度で適用されるものとします。本契約に起因または関連
して Adobe 社またはそのサプライヤが負う賠償責任の総額は、本ソフトウェアに
対し支払いが行われた金額を上限とします。ただし Adobe 社の過失または不法行
為（詐欺）によって生じた死亡または傷害については、本契約のいかなる規定に
よっても、Adobe 社がユーザーに対して負う責任は制限されません。Adobe 社が
サプライヤに代わって行為するのは、本契約の規定のとおりに義務、保証、責任を



排除、除外、制限することが目的である場合に限られており、それ以外の場合また
は目的でサプライヤのために行為することはありません。

第 6 条　商標

Adobe および Adobe のロゴは、合衆国およびその他の国における Adobe 社の商標
または登録商標です。参照のために使用する場合を除き、Adobe 社による別個の書
面による許可を事前に得ていない場合には、ユーザーは上記の商標あるいは Adobe
社のその他の商標またはロゴを使用することはできません。

第 7 条　期間

本契約はその終了まで効力が存続するものとします。ユーザーが本契約の規定遵守
を怠った場合、Adobe 社はただちに本契約を終了させる権利を有します。そうした
契約終了時には、ユーザーはその占有下または管理下にある本ソフトウェアの全体
コピーおよび部分的コピーのすべてを、Adobe 社に返却しなければなりません。

第 8 条　政府規制

本ソフトウェアの一部が合衆国輸出管理規則その他の輸出に関する法律、制限、規
制（以下「輸出法」という）において輸出規制品目と認められた場合、ユーザーは
自身が輸出規制対象国（イラン、イラク、シリア、スーダン、リビア、キューバ、
北朝鮮、セルビアなど）の国民ではなく、しかもそれらの国に居住していないこ
と、さらに、ユーザーが本ソフトウェアを受領することが輸出法に基づく何らかの
理由で禁止されているのではないことを、表明および保証する必要があります。本
ソフトウェアを使用する一切の権利は、本契約の諸条件の遵守を怠るとただちに失
われるという条件に基づき提供されています。

第 9 条　準拠法

本契約は、カリフォルニア州内でその住民同士が締結、履行する契約に適用される
法律など、カリフォルニア州で施行されている実体法に準拠し、それに基づいて解
釈されるものとします。本契約には、いかなる法域の抵触法の原則も、あるいは
「国際物品売買契約に関する国連条約」も適用されないものとし、それらの適用を
明示的に排除します。本契約に由来、起因、関連して発生したすべての紛争は、合
衆国カリフォルニア州サンタクララ郡において解決を図るものとします。

第 10 条　一般条項

Adobe 社による事前の書面による同意がある場合を除き、ユーザーは本契約に基づ
いて得た権利または義務を譲渡することはできません。本契約のいかなる規定も、
Adobe 社、その代理人、その被用者の側のいかなる行為または黙認によっても放棄
されたと見なされることはないものとしますが、正当な権限を有する Adobe 社社
員が署名を行った法律的文書による場合にはその限りではないものとします。本ソ
フトウェアに含まれるその他の合意と本契約とで異なる言語が用いられている場
合、その他の合意における条項を適用します。ユーザーまたは Adobe 社が弁護士
を雇用し、本契約に依拠または関連する権利の実現を図った場合、勝訴当事者は妥



当な弁護士費用を回収する権利を有するものとします。ユーザーは、本契約を読み
了解したこと、さらに本契約がユーザーと Adobe 社との完全で排他的な合意であ
り、ユーザーに対する本ソフトウェアの使用許諾に関し、口頭または書面によって
以前に両者間で成立したあらゆる合意に優先するものであることを認めるものとし
ます。正当な権限を有する Adobe 社社員が書面に署名を行い、Adobe 社が明示的
な同意を示している場合を除き、本契約における条項のいかなる改変も Adobe 社
に対して効力を持たないものとします。

東洋インキ標準色コート紙プロファイル（TOYO Offset 
Coated 2.1）
東洋インキ標準色コート紙プロファイル（TOYO Offset Coated 2.1）は、ICC プロ
ファイル規格に準拠したデバイスプロファイルで、東洋インキ製造株式会社が作成
した標準オフセット印刷のプロファイルです。

「東洋インキ標準色コート紙」とは

東洋インキ製造株式会社の枚葉インキを用い、東洋インキ製造株式会社が標準と考
えるオフセット枚葉印刷の再現色を、コート紙への実機印刷により定めたもので
す。「東洋インキ標準色コート紙」は日本国内におけるプロセスカラー印刷の色標
準である「Japan Color」に準拠しています。

必要システム構成

ICC プロファイルを使用するカラーマネージメントシステムを持つシステムまたは
アプリケーションが必要です。

東洋インキ標準色コート紙プロファイルの使用条件および注意事項

1. 東洋インキ標準色コート紙プロファイルを使用して再現されたコンピュータビ
デオシミュレーションの色やカラープリンター等により出力された色は、「東
洋インキ標準色コート紙」と必ずしも一致するものではありません。

2. 東洋インキ標準色コート紙プロファイルを使用し、または使用できなかったこ
とにより生じた一切の損害に関して、東洋インキ製造株式会社はいかなる責任
も負いかねます。

3. 東洋インキ標準色コート紙プロファイルの一切の著作権は東洋インキ製造株式
会社が所有しており、東洋インキ製造株式会社の事前の書面による許可無く、
本データを譲渡、提供、転貸、頒布、公開せず、第三者に使用させることもで
きません。

4. 東洋インキ標準色コート紙プロファイルに関して、東洋インキ製造株式会社は
いかなる問い合わせも受けかねます。



5. ドキュメント中に記載されている会社名、製品名は、関係各社の商標または登
録商標です。

本プロファイルは、東洋インキ製造株式会社が GretagMacbeth 社製ソフトウエア
ProfileMaker を使用して作成し、頒布に関して GretagMacbeth 社の許諾を得てい
ます。

TOYO Offset Coated 2.1 © TOYO INK MFG.CO.,LTD.2004

DIC 標準色プロファイル使用許諾契約
本使用許諾契約（以下本契約といいます）をよくお読み下さい。本契約は、お客様
（個人、法人の別を問いません）と日本国法人 大日本インキ化学工業株式会社（以
下 DIC といいます）との間に締結される法的な契約です。お客様が本契約の条項
に同意されない場合には、DIC 標準色プロファイル（DIC Standard Color 
SFC1.0.3、DIC Standard Color SFM1.0.3、DIC Standard Color SFU1.0.3、DIC 
Standard Color WebC1.0.1、DIC Standard Color SFCFM1.0.2；以下総称してプロ
ファイルといいます）を一切使用することはできません。

1. 使用許諾

DIC は、お客様に対して、本契約の各条項に定める条件に従ったプロファイルの使
用のみを無償にて許諾します。プロファイルに関する商標権、著作権等その他の知
的財産権を含む権利は DIC に留保され、その利用を許諾するものではありません。

2. 使用方法およびその制限

本契約により、お客様は、プリンターにインストール済みのプロファイルを使用す
ることができます。また、お客様は、プリンターまたはプリンター用オプションで
あるハードディスクドライブのいずれか一台にプロファイルをインストールし、か
つ使用することができます。

お客様は、プロファイルの全部またはその一部を、複製、解析、リバースエンジニ
アリング、逆コンパイル、逆アセンブル、修正、変換、翻訳、再使用許諾、譲渡、
貸与、リース、頒布等をすることはできません。また、お客様は、プロファイルの
類似品を製作し、または何らかのソフトウェアを改良するために、プロファイルを
利用することはできません。

プロファイルは、人身損害、重大な物理的損害または環境上の損害をもたらす可能
性のある用途に使用されることを意図するものではないことをお客様は承認すると
ともに、このような用途にプロファイルを使用しません。

DIC は、お客様が本契約の各条項のいずれか 1 つにでも違反した場合、本契約を通
知なく、お客様が違反した時点に遡って解除することができるものとします。この
場合には、お客様は、速やかにプロファイルを全て破棄しなければなりません。

3. 不保証

DIC は、お客様がプロファイルを無償で使用されることに鑑み、明示または黙示を
問わず、プロファイルの商品価値および使用可能性、特定目的に対する適合性、な



らびに第三者の権利侵害を侵害しないこと等その他一切の保証を行うことなく、プ
ロファイルをお客様に提供します。これらについての一切のリスクはお客様のご負
担とさせていただきます。DIC は、プロファイルに欠陥または瑕疵が発見された場
合であっても、有償または無償を問わず、これらの欠陥または瑕疵の修正、修復を
保証するものではありません。

4. 免責

過失を含むいかなる場合であっても、DIC は、プロファイルに起因する、または関
連する付随的、特別もしくは間接損害、または逸失利益の賠償責任等その他一切の
責任を負いません。たとえ、DIC が、これらの損害の可能性について事前に知らさ
れていた場合も同様です。

5. 残存条項

第 3 条（不保証）および第 4 条（免責）の規定は、第 2 条（使用方法およびその制
限）に基づき本契約が解除され、お客様がプロファイルを全て破棄された後もなお
有効に存続するものとします。

6. 準拠法、契約の分離性および管轄裁判所

本契約は、日本の法律に準拠し、同法律に従って解釈されます。何らかの理由によ
り、管轄権を有する裁判所が本契約のいずれかの条項またはその一部について効力
を失わせた場合であっても、本契約の他の条項は依然として完全な効力を有するも
のとします。また、本契約に関する紛争は、東京地方裁判所を第一審の専属合意管
轄裁判所とします。

7. 完全な合意

本契約は、プロファイルの使用について、お客様と DIC の取り決めのすべてを記
載するものです。



安全にお使いいただくために 
製品を安全にお使いいただくために、必ず以下の「取扱上の注意」をよくお読みに
なってください。また、この説明書の内容を十分理解してから、本機の電源を入れ
るようにしてください。

■ 　このユーザーズガイドはいつでも見られる場所に大切に保管ください。

絵記号の意味

このユーザーズガイドおよび製品への表示では、製品をただしくお使いいただき、
あなたや他の人々への危害や財産の損害を未然に防止するために、いろいろな絵表
示をしています。その表示と意味は次のようになっています。

絵表示の例

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が死亡また
は重傷を負う可能性が想定される内容を示しています。

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が傷害を負
う可能性が想定される内容及び物的損害のみの発生が想定さ
れる内容を示しています。

 記号は注意を促す内容があることを告げるものです。

図の中に具体的な注意内容（左図の場合は高温注意）が描かれ
ています。

記号は禁止の行為であることを告げるものです。

図の中や近傍に具体的な禁止内容（左図の場合は分解禁止）が
描かれています。

記号は行為を強制したり指示する内容を告げるものです。

この記号は必ず行っていただきたい行為を告げるものです。記
号の中や近くに具体的内容が書かれています。

警告

注意



警告

本製品を改造しないでください。火災・感電のおそれが

あります。また、レーザーを使用している機器にはレー
ザー光源があり、失明のおそれがあります。

本製品の固定されているカバーやパネルなどは外さない

でください。製品によっては、内部で高電圧の部分や
レーザー光源を使用しているものがあり、感電や失明の
おそれがあります。

同梱されている電源コード以外は使用しないでくださ

い。不適切な電源コードを使用すると火災・感電のおそ
れがあります。

この製品の電源コードを他の製品に転用しないでくださ

い。火災・感電のおそれがあります。

電源コードを傷つけたり、加工したり、重いものを載せ

たり、加熱したり、無理にねじったり、曲げたり、引っ
ぱったりして破損させないでください。傷んだ電源コー
ド（芯線の露出、断線等）を使用すると火災のおそれが
あります。

表示された電源電圧以外の電圧で使用しないでくださ

い。火災、感電のおそれがあります。

タコ足配線をしないでください。コンセントに表示され

た電流値を超えて使用すると、火災、感電のおそれがあ
ります。

原則的に延長コードは使用しないで下さい。火災、感電

のおそれがあります。やむを得ず延長コードを使用する
場合は、お買い上げの販売店、または弊社カスタマ・サ
ポートにご相談ください。

濡れた手で電源プラグを抜き差ししないでください。感電の
おそれがあります。

電源プラグはコンセントに確実に差し込んでください。火災、
感電のおそれがあります。



必ずアース接続してください。アース接続しないで、万一漏
電した場合は火災、感電のおそれがあります。

アース（接地）接続は、必ず電源プラグを電源につなぐ

前に行ってください。

アース（接地）接続を外す場合は、必ず電源プラグを電

源から切り離してから行ってください。

アース線を接続する場合は、以下のいずれかの場所に取り付
けるようにしてください。

コンセントのアース端子

接地工事を施してある接地端子（第 D 種）

次のような所には絶対にアース線を取り付けないでください。

ガス管（ガス爆発の原因になります）

電話専用アース（落雷時に大きな電流が流れ、火災・感

電のおそれがあります）

水道管（途中が樹脂になっていて、アースの役目を果た

さない場合があります）

本製品の上に水などの入った花瓶等の容器や、クリップ等の
小さな金属物などを置かないでください。こぼれて製品内に
入った場合、火災、感電のおそれがあります。万一、金属片、
水、液体等の異物が本製品の内部に入った場合には、ただち
に電源スイッチを切り、その後必ず電源プラグをコンセント
から抜いて、お買い上げの販売店、または弊社カスタマ・サ
ポートにご連絡ください。

本製品が異常に熱くなったり、煙、異臭、異音が発生す

るなどの異常が発生した場合には、ただちに電源スイッ
チを切り、その後必ず電源プラグをコンセントから抜い
て、お買い上げの販売店、または弊社カスタマ・サポー
トにご連絡ください。

本製品を落としたり、カバーを破損した場合は、ただち

に電源スイッチを切り、その後必ず電源プラグをコンセ
ントから抜いて、お買い上げの販売店、または弊社カス
タマ・サポートにご連絡ください。そのまま使用します
と、火災・感電のおそれがあります。

トナーまたはトナーの入った容器を火中に投じないでくださ
い。トナーが飛び散り、やけどのおそれがあります。



注意

本製品をほこりの多い場所や調理台・風呂場・加湿器の

側など油煙や湯気の当たる場所には置かないで下さい。
火災・感電の原因となることがあります。

本製品を不安定な台の上や傾いたところ、振動・衝撃の

多いところに置かないでください。落ちたり、倒れたり
して、けがの原因となることがあります。

本製品を設置したら固定脚を使用して固定してくださ

い。動いたり、倒れたりしてけがの原因となることがあ
ります。インストレーションガイドで固定脚を使用する
よう指示がある製品については、固定脚で本体を固定し
てください。動いたり、倒れたりして怪我の原因になる
ことがあります。

本製品の内部にはやけどの原因となる高温部分があります。
紙づまりの処置など内部を点検するときは、「高温注意」を促
す表示がある部分（定着器周辺など）に、触れないでくださ
い。

本製品の通風口をふさがないでください。内部に熱がこ

もり、火災・故障の原因となることがあります。

本製品の周囲で引火性のスプレイや液体、ガス等を使用

しないでください。火災の原因となります。

トナーユニットや感光体ユニットは、フロッピーディス

クや時計等磁気に弱いものの近くには保管しないでくだ
さい。これら製品の機能に障害を与える可能性がありま
す。

トナーカートリッジや感光体等を子供の手の届くところ

に放置しないで下さい。なめたり食べたりすると健康に
障害を来す原因になることがあります。

プラグを抜くときは電源コードを引っぱらないでくださ

い。コードが傷つき、火災・感電の原因となることがあ
ります。

電源プラグのまわりに物を置かないでください。非常時

に電源プラグを抜けなくなります。



換気について

換気の悪い部屋で長時間使用したり、大量の印刷を行うと、オゾンなどの臭気が気
になり、快適なオフィス・家庭環境が保てない原因となります。また、印刷動作中
には、化学物質の放散がありますので、換気や通風を十分行うように心掛けてくだ
さい。

物質エミッションについて

粉塵、オゾン、スチレン、ベンゼンおよび TVOC の放散については、エコマーク
No.117「複写機 Version2」の物質エミッションの放散速度に関する認定基準を満
たしています。（トナーは本製品用に推奨しております純正品を使用し、複写を
行った場合について、試験方法：RAL-UZ122:2006 の付録 2 に基づき試験を実施し

ました。）

2 次電池（充電式リチウム電池）について

本機では、2 次電池は一切使用しておりません。

印刷されたものの保存について

長期間保存される場合は、光による退色を防ぐため光の当たらないところに

保管してください。

印刷されたものを貼る場合、溶剤入りの接着剤（スプレーのりなど）を使用

すると、トナーが溶けることがあります。

通常の白黒印刷に比べてトナーの層が厚いため、強く折り曲げると折り曲げ

たところでトナーが剥がれることがあります。

本製品を移動させる場合は、必ず電源プラグをコンセントか
ら抜いて行ってください。コードが傷つき、火災・感電の原
因となることがあります。

連休等で本製品を長期間使用にならないときは、安全のため
必ず電源プラグをコンセントから抜いてください。

本製品を移動する際は必ず使用書等で指定された場所を

持って移動してください。製品が落下してけがの原因と
なります。

換気の悪い部屋で、長時間にわたる使用や大量にコピー

／プリントをする場合には、排気臭が気になることがあ
りますので、十分に換気を行ってください。

電源プラグは年 1 回以上コンセントから抜いて、プラグ

の刃と刃の周辺部分を清掃してください。ほこりがたま
ると、火災の原因となることがあります。



複製禁止事項

法律で禁止されている紙幣などの複製を防止するため本機には、偽
造防止機能を搭載しています。
本機は偽造防止機能を搭載しているため、画像に若干のノイズが
入ったり、画像データの保存が禁止されたりすることがあります。
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1はじめに



お使いになる前に

設置スペース

操作、消耗品の交換、点検などの作業を容易にするため、下図の設置スペー
スを確保してください。

正面図

右側面図

966 mm

100 mm150 mm 409 mm 259 mm48 mm

972 mm
70 mm

558 mm

72
4 

m
m

344 mm

23
4 

m
m

49
0 

m
m

お使いになる前に26



イラストの網掛け部はオプションです。

右側面図（オプション装着時）

1004 mm
70 mm

558 mm

84
1 

m
m

117 mm
376 mm

23
4 

m
m

49
0 

m
m

お使いになる前に 27



各部の名称

以下の図は、本書で使用している本機各部の名称を示しています。

前面

1 操作パネル

2 自動原稿送り装置（ADF）
2-a ADF カバー
2-b ガイド板
2-c 原稿給紙トレイ
2-d 原稿給紙補助トレイ
2-e 原稿排紙トレイ
2-f 原稿ストッパー

ステータスやエラーメッ
セージなどで、ADF を

［給紙ｶﾊﾞｰ］と表示する
場合があります。

リーガルサイズの原稿を
ADF で読み込む場合、原
稿ストッパーを倒しま
す。

3 USB ホストポート

4 トレイ 1（手差しトレイ）

5 トレイ 2

6 原稿カバーパッド

7 原稿ガラス

8 排紙補助トレイ

9 排紙トレイ

10 スキャナーユニット

4
5

1

2-a

2-c
2

2-d

2-e

2-f

3

2-b

8

9

10

6

7
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11 定着ユニット FU-P02

12 右ドア

13 転写ローラー TF-P04

14 転写ベルトユニット
TF-P05

15 イメージングユニット

16 前ドア

17 廃トナーボトル WB-P03

18 トナーカートリッジ

15

16

17

18

11

12

1314

18

17

13

14
15
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背面

1 10Base-T/100Base-TX/
1000Base-T (IEEE 802.3) 
イーサネットインターフェース
ポート

2 USB ポート

3 電源スイッチ

4 電源インレット

5 回線コネクター（LINE）

6 外付け電話機接続用コネクター
（TEL）

7 背面ドア

前面（オプション装着時）

1 給紙ユニット PF-P09
（トレイ 3）

印刷

同梱されているトナーカートリッジを本機に未装着の状態で印刷す
ると、本体に損傷を与える可能性がありますので、使用時は必ず、
同梱のトナーカートリッジを装着の上、ご使用ください。

34

7

5
2

1

6

1
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2ソフトウェアに
ついて



 Drivers CD-ROM について

プリンタードライバー（PostScript ドライバー）

印刷時に PPD ファイルを指定する必要があるアプリケーション
（PageMaker、Coral DRAW 等）用に、専用の PPD ファイルを用意
しています。
Windows XP/Vista/7/Server 2003 で、印刷時に PPD ファイルを指定
する場合は、Drivers CD-ROM に収録されている、専用の PPD ファ
イルをご利用ください。

プリンタードライバー（PCL ドライバー）

プリンタードライバー（XPS ドライバー）

XPS ドライバーを使用するには、オプションのハードディスクキッ
ト HD-P03 またはコンパクトフラッシュカードが必要です。

プリンタードライバー 機能

Windows XP/Vista/7/Server 2003/
Server 2008（32bit）

給紙・排紙設定や複雑なレイアウト
など、プリンターの機能を設定でき
ます。
詳しくは、「プリンタードライバー
設定画面を表示する（Windows）」
（p.45）をごらんください。

Windows XP/Vista/7/Server 2003/
Server 2008/Server 2008 R2
（64bit）

プリンタードライバー 機能

Windows XP/Vista/7/Server 2003/
Server 2008（32bit）

給紙・排紙設定や複雑なレイアウト
など、本機の印刷機能を設定できま
す。
詳しくは、「プリンタードライバー
設定画面を表示する（Windows）」
（p.45）をごらんください。

Windows XP/Vista/7/Server 2003/
Server 2008/Server 2008 R2 
（64bit）

プリンタードライバー 機能

Windows Vista/7/Server 2008
（32bit）

給紙・排紙設定や複雑なレイアウト
など、本機の印刷機能を設定できま
す。
詳しくは、「プリンタードライバー
設定画面を表示する（Windows）」
（p.45）をごらんください。

Windows Vista/7/Server 2008/
Server 2008 R2（64bit）
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プリンタードライバー（PPD ファイル）

スキャナードライバー

TWAIN ドライバーを 64 bit OS へインストールする場合、32 bit 互換
モードで動作し、32 bit 対応アプリケーションでのみ使用可となりま
す。

ファイル 機能

Mac OS X（10.3.9/10.4/10.5/10.6） Macintosh OS X、Linux のプリン

タードライバーを使用する場合に必
要です。
Macintosh、Linux 用の PPD ファイ

ルについては、［リファレンスガイ
ド］（Documentation CD-ROM 内の

PDF マニュアル）をごらんくださ

い。

Red Hat Enterprise Linux 5 Desktop, 
SUSE Linux Enterprise Desktop 10

スキャナードライバー 機能

TWAIN ドライバー

Windows XP/Vista/7/Server 2003/
Server 2008/Server 2008 R2

色の設定やサイズの調整など、ス
キャナーの機能を設定できます。詳
しくは、「Windows TWAIN ドライ

バーの設定」（p.245） をごらんくだ

さい。TWAIN ドライバー

Mac OS X(10.3.9/10.4/10.5/10.6)

WIA ドライバー

Windows XP/Vista/7/Server 2003/
Server 2008 (32bit)

色の設定やサイズの調整など、ス
キャナーの機能を設定できます。詳
しくは、「Windows WIA ドライバー

の設定」（p.261） をごらんください。
WIA ドライバー

Windows XP/Vista/7/Server 2003/
Server 2008/Server 2008 R2 (64bit)
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ファクスドライバー

Windows 用ドライバーのインストールについては、［インストレー
ションガイド］をごらんください。

Macintosh 用ドライバーのインストールについては、［リファレンス
ガイド］（Documentation CD-ROM 内の PDF マニュアル） をごらん
ください。

ファクスドライバー 機能

Windows XP/Vista/7/Server 2003/
Server 2008

ファクス送信する用紙の設定やアド
レス帳の編集など、ファクスの機能
を設定できます。詳しくは、［ファ
クスユーザーズガイド］
（Documentation CD-ROM 内の PDF
マニュアル）をごらんください。

Windows XP/Vista/7/Server 2003/
Server 2008/Server 2008 R2
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Applications CD-ROM について

アプリケーション

アプリケーション 機能

ユーザツール LSU（Local Setup 
Utility）

コンピューターから送信先
（スキャン、ファクス）の常
用リスト、短縮ダイアル、グ
ループダイアルを作成、編集
します。また、本機の状態を
チェックします。詳しくは、
［リファレンスガイド］
（Documentation CD-ROM 内
の PDF マニュアル）をごら

んください。

LinkMagic コンピューターに読み込んだ
原稿をファイルに保存、加
工、メール添付、印刷などを
行います。詳しくは、［リ
ファレンスガイド］
（Documentation CD-ROM 内
の PDF マニュアル） をごらん

ください。

PageScope Direct Print PDF ファイルや TIFF ファイ

ルを直接本機に送信して印刷
する機能を持つアプリケー
ションです。
詳しくは、［PageScope 
Direct Print ユーザーズガイ

ド］（Applications CD-ROM 
内の PDF マニュアル）をご

らんください。
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設定・管理ツール PageScope Net Care 
Device Manager

ステータス監視、ネットワー
ク設定などの本機の管理機能
にアクセスできます。
詳しくは、［PageScope Net 
Care Device Manager ユー

ザーズガイド］（Applications 
CD-ROM 内の PDF マニュア

ル）をごらんください。

PageScope 
Enterprise 
Suite Plug-in

この Plug-in は、PageScope 
Enterprise Suite に本モデルを

サポートするためのモジュー
ルです。

運用ツール Download Manager
（Windows XP/Vista/7/
Server 2003/ Server
2008/Server 2008 R2、
Mac OS X
（10.3.9/10.4/10.5/
10.6））

本機のハードディスクにフォ
ントやフォーム用のデータを
ダウンロードできます。
本ユーティリティーは、オプ
ションのハードディスクキッ
ト HD-P03 またはコンパクト

フラッシュカードを装着して
いる場合に使用できます。
機能や使い方について詳しく
は、ダウンロードマネー
ジャーのオンラインヘルプを
ごらんください。

アプリケーション 機能
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Documentation CD-ROM について

マニュアル

マニュアル 内容

インストレーションガイド 本機の設置やドライバーのインス
トールなど、本機を使用する際に最
初に必要な事項を説明しています。

プリンター／コピー／スキャナー
ユーザーズガイド（本書）

ドライバーの使い方や消耗品の交換
方法、操作パネルの使い方など、日
常の使い方全般について説明してい
ます。

ファクスユーザーズガイド ファクスの送受信方法、操作パネル
の使い方など、ファクス機能全般に
ついて説明しています。

リファレンスガイド Macintosh、Linux ドライバーのイン

ストール、ネットワークの設定、
LSU（Local Setup Utility）、
LinkMagic など、より詳細な設定に

ついて説明しています。

クイックガイド プリンター、コピー、ファクス、ス
キャナーの使用手順や消耗品の交換
方法が確認できる簡易マニュアルで
す。

Readme（お読みください） ご使用に関しての制限や注意事項等
の情報が記載されています。ご使用
の前に必ずお読みください。
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必要なシステム
コンピューター：
Windows 用
– Pentium 2：400 MHz 以上の CPU を搭載した IBM PC/AT 互換機

Macintosh 用
– PowerPC G3 以降 （G4 以降を推奨）

– Intel プロセッサーを搭載した Macintosh

オペレーティングシステム：
– 32bit

Microsoft Windows XP Home Edition/Professional（Service Pack 2 以
降）, Windows Vista Home Basic/Home Premium/Ultimate/Business/
Enterprise, Windows 7 Home Premium/Professional/Ultimate/
Enterprise, Windows Server 2003, Windows Server 2008 Standard/
Enterprise

– 64bit
Microsoft Windows XP Professional x64 Edition, Windows Vista Home 
Basic/Home Premium/Ultimate/Business/Enterprise x64 Edition, 
Windows 7 Home Premium/Professional/Ultimate/Enterprise x64 
Edition, Windows Server 2003 x64 Edition, Windows Server 2008 
Standard/Enterprise x64 Edition, Windows Server 2008 R2 Standard/
Enterprise

64bit ドライバーは、AMD64 プロセッサーまたは、EM64T 搭載
の Intel プロセッサーが稼動する x64 オペレーティングシステ
ムに対応しています。

– Mac OS X（10.3.9/10.4/10.5/10.6；最新のパッチを推奨）

– Red Hat Enterprise Linux 5 Desktop, SUSE Linux Enterprise Desktop 
10

Macintosh および Linux のプリンタードライバーについては、
［リファレンスガイド］（Documentation CD-ROM 内の PDF
マニュアル）をごらんください。

空きハードディスク容量：
– 約 256 MB 以上

メモリー：
128 MB 以上（ただし OS が推奨する以上の RAM）

CD/DVD-ROM ドライブ

インターフェース：
– USB 2.0（High Speed）準拠インターフェースポート

– 10Base-T/100Base-TX/1000Base-T イーサネット（Ethernet）イン
ターフェースポート
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プリンタードライバーの初期設定／オプショ
ンの設定（Windows）

本機を使い始める前に、プリンタードライバーの初期設定を確認／変更して
おくことをお薦めします。また、オプションを装着している場合は、プリン
タードライバーでそのオプションを設定しておいてください。

標準ユーザーでプリンタードライバーを使用する場合は、管理者権
限で一度ログインし、各タブを開いてください。

Windows のプリンタードライバーのインストールについては、［イン
ストレーションガイド］をごらんください。
Macintosh および Linux のプリンタードライバーのインストールにつ
いては、［リファレンスガイド］（Documentation CD-ROM 内の PDF
マニュアル）をごらんください。

Windows XP/Vista/7/Server 2003/Server 2008/Server 2008 
R2

1 以下の手順でプリンタードライバーの設定画面を表示します。
– Windows 7/Server 2008 R2 の場合

［スタート］メニューから［デバイスとプリンター］をクリックし、
デバイスとプリンター画面を表示します。［プリンターと FAX］より

［KONICA MINOLTA bizhub C25 PS］または［KONICA MINOLTA 
bizhub C25 PCL6］または［KONICA MINOLTA bizhub C25 XPS］プ
リンターアイコンを右クリックし、［プリンターのプロパティ］をク
リックします。

デバイスとプリンター画面に［KONICA MINOLTA bizhub C25］
プリンターアイコンが表示されず、［KONICA MINOLTA bizhub 
C25 (FAX)］プリンターアイコンが表示されている場合は、
［KONICA MINOLTA bizhub C25 (FAX)］プリンターアイコンを右
クリックし、［印刷設定］-［KONICA MINOLTA bizhub C25］を
クリックしてください。

– Windows Vista/Server 2008 の場合
［スタート］メニューから［コントロールパネル］-［ハードウェアと
サウンド］-［プリンタ］をクリックし、プリンタ画面を表示します。
［KONICA MINOLTA bizhub C25 PS］または［KONICA MINOLTA 
bizhub C25 PCL6］または［KONICA MINOLTA bizhub C25 XPS］プ
リンターアイコンを右クリックし、［プロパティ］をクリックしま
す。
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– Windows XP Home Edition の場合
［スタート］メニューから［コントロールパネル］-［プリンタとその
他のハードウェア］-［プリンタと FAX］をクリックし、プリンタと
FAX 画面を表示します。［KONICA MINOLTA bizhub C25 PS］または
［KONICA MINOLTA bizhub C25 PCL6］プリンターアイコンを右ク
リックし、［プロパティ］をクリックします。

– Windows XP Professional/Server 2003 の場合
［スタート］メニューから［プリンタと FAX］をクリックし、プリン
タと FAX 画面を表示します。［KONICA MINOLTA bizhub C25 PS］
または［KONICA MINOLTA bizhub C25 PCL6］プリンターアイコン
を右クリックし、［プロパティ］をクリックします。

2 オプションを装着している場合は、手順 3 へ進んでください。
オプションを装着していない場合は、手順 8 へ進んでください。

3［装置情報］タブをクリックします。

4 装着したオプションが正しく認識されているかを確認します。

正しく認識されている場合は、手順 8 に進んでください。
正しく認識されていない場合は、手順 5 に進んでください。
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5［情報の更新］ をクリックします。装着済みのオプションが自動的に認識
されます。

［情報の更新］ は本機との双方向通信が行なわれている場合にのみ
使用できます。［情報の更新］が使用できない場合は、手順 6 を
行ってください。Windows Vista/7/Server 2008/Server 2008 R2
をお使いの場合は、USB 接続でも［情報の更新］が使用できま
す。

6［装置オプション］リストから、オプションを一つずつ選択して、［設定
値の変更］メニューから設定値を選択します。

7 装着しているオプションをすべて設定したら、［適用］をクリックしま
す。

お使いの OS によっては、［適用］ボタンが表示されません。
その場合はそのまま次の手順へ進んでください。

8［初期設定］タブをクリックします。
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9 必要な項目を設定し、［適用］をクリックします。
– ［メタファイル（EMF）スプールを行う］（PCL ドライバーのみ）：

独自のシステムで使用する場合などでメタファイル（EMF）スプー
ルが必要な場合にチェックします。

本設定は、［装置情報］タブの［装置オプション］で、［認証］を
［なし］にした場合にチェックできます。

– ［禁則発生時に確認メッセージを表示する］：
チェックすると、禁則発生時にメッセージを表示します。

– ［サーバープロパティ用紙を使用する］：
チェックすると、サーバープロパティの用紙リストの中から対象プ
リンターで利用可能なサイズが「基本設定」タブの原稿サイズリス
ト／用紙サイズリストに追加されます。

– ［カスタム用紙の登録］（PCL ドライバーのみ）：
カスタム用紙を登録すると、登録した名称で［基本設定］タブの原
稿サイズリスト／用紙サイズリストに追加されます。

10［全般］タブをクリックします。

11［印刷設定］をクリックします。
印刷設定画面が表示されます。

12 使用する用紙の種類やサイズなど、本機の初期設定を変更します。

各タブの設定項目については、「ドライバーの設定」（p.46）をご
らんください。

13 各初期設定を変更したら、［適用］をクリックします。

14［OK］をクリックし、印刷設定画面を閉じます。

15［OK］をクリックし、プリンタードライバーの設定画面を閉じます。
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プリンタードライバーのアンインストール
（Windows）

ここでは、プリンタードライバーをアンインストールする場合の手順につい
て説明します。

アンインストールを行う場合は必ず管理者権限で行ってください。

Windows Vista/7/Server 2008/Server 2008 R2でアンインストール中、
ユーザーアカウント制御画面が表示される場合は、［続行］または
［はい］をクリックしてください。

Windows XP/Vista/7/Server 2003/Server 2008/Server 2008 
R2

1 開いているアプリケーションを全て閉じます。

2 以下の手順でプリンタードライバーアンインストール画面を表示しま
す。
［スタート］メニューから［すべてのプログラム］-［KONICA 
MINOLTA］-［bizhub C25］-［プリンタードライバーの削除］をクリッ
クします。

3 プリンタードライバーのリストから［KONICA MINOLTA bizhub C25 
PS］、［KONICA MINOLTA bizhub C25 PCL6］、［KONICA MINOLTA 
bizhub C25 XPS］チェックボックスをチェックして、［削除］をクリッ
クします。
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4［削除］をクリックします。

5［OK］をクリックし、コンピューターを再起動します。
プリンタードライバーがコンピューターからアンインストールされま
す。

他のドライバーをアンインストールする場合は、以下を選択してく
ださい。

– スキャナードライバー：［スタート］-［すべてのプログラム］-
［KONICA MINOLTA］-［bizhub C25］ -［スキャナー］-［アンイ
ンストール］

– ファクスドライバー：［スタート］-［すべてのプログラム］-
［KONICA MINOLTA］-［bizhub C25］-［Fax］-［アンインス
トール］
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プリンタードライバー設定画面を表示する
（Windows）

Windows 7/Server 2008 R2

1［スタート］メニューから［デバイスとプリンター］をクリックし、デ
バイスとプリンター画面を表示します。

2［プリンターと FAX］より［KONICA MINOLTA bizhub C25 PS］または
［KONICA MINOLTA bizhub C25 PCL6］または［KONICA MINOLTA 
bizhub C25 XPS］プリンターアイコンを右クリックし、［印刷設定］を
クリックします。

デバイスとプリンター画面に［KONICA MINOLTA bizhub C25］
プリンターアイコンが表示されず、［KONICA MINOLTA bizhub 
C25 (FAX)］プリンターアイコンが表示されている場合は、
［KONICA MINOLTA bizhub C25 (FAX)］プリンターアイコンを右
クリックし、［印刷設定］-［KONICA MINOLTA bizhub C25］を
クリックしてください。

Windows Vista/Server 2008

1［スタート］メニューから［コントロールパネル］-［ハードウェアとサ
ウンド］-［プリンタ］をクリックし、プリンタ画面を表示します。

2［KONICA MINOLTA bizhub C25 PS］または［KONICA MINOLTA bizhub 
C25 PCL6］または［KONICA MINOLTA bizhub C25 XPS］プリンターア
イコンを右クリックし、［印刷設定］をクリックします。

Windows XP Home Edition

1［スタート］メニューから［コントロールパネル］-［プリンタとその他
のハードウェア］-［プリンタと FAX］をクリックし、プリンタと FAX
画面を表示します。

2［KONICA MINOLTA bizhub C25 PS］または［KONICA MINOLTA bizhub 
C25 PCL6］プリンターアイコンを右クリックし、［印刷設定］をクリッ
クします。

Windows XP Professional/Server 2003

1［スタート］メニューから［プリンタと FAX］をクリックし、プリンタと
FAX 画面を表示します。

2［KONICA MINOLTA bizhub C25 PS］または［KONICA MINOLTA bizhub 
C25 PCL6］プリンターアイコンを右クリックし、［印刷設定］をクリッ
クします。
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ドライバーの設定

各タブで共通のボタン

1. ［OK］
このボタンをクリックすると、変更した設定内容を有効にして画面を閉
じます。

2. ［キャンセル］
このボタンをクリックすると、変更した設定内容を無効（キャンセル）
にして画面を閉じます。

3. ［適用］
このボタンをクリックすると、画面を閉じずに、変更した設定内容を有
効にします。

お使いの OS によっては、［適用］ボタンが表示されません。

4. ［ヘルプ］
このボタンをクリックすると、ヘルプが表示されます。

5
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5. お気に入り設定
現在の設定を保存する機能
です。任意の設定を行い、
［追加］をクリックすると右
の画面が表示されます。名
称、コメントを入力します。
アイコンを設定する場合は、
［アイコン］チェックボック
スをチェックし、アイコン
を選択します。保存する設
定を共有にする場合は、［共
有］チェックボックスに
チェックします。
［OK］をクリックすると、
現在の設定が保存されます。
保存した設定はドロップダ
ウンリストから選択して呼
び出すことができます。

［編集］をクリックすると、お気に入り設定の編集画面が表示されます。
保存した設定の編集ができます。
また、設定情報を設定ファイル（拡張子：KSF）として保存したり（エ
クスポート）、設定ファイルを読み込んで［お気に入り設定一覧］に追
加することもできます（インポート）。

ドロップダウンリストで［標準設定］を選ぶと、設定が初期設定値に戻
ります。
また、あらかじめ登録されている設定を選択することもできます。
あらかじめ登録されている設定には、［2-up］、［写真］、［グレースケー
ル］があります。

このボタンは、［詳細設定］タブには表示されません。
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6. メインビュー
印刷ドキュメントのレイアウトや本体の全体イメージ図などを視覚的に
表示します。

7. サブビュー
代表的な設定の状態をアイコンで表示します。

8.［本体ビュー］／［用紙ビュー］
プリントレイアウトのサンプルが表示されている場合は、［本体ビュー］
ボタンが表示されます。［本体ビュー］をクリックすると、本機の外観
図が表示されます。表示される外観図はオプションの装着状態を反映し
ます。
本機の外観図が表示されている場合は、［用紙ビュー］ボタンが表示さ
れます。［用紙ビュー］をクリックすると、プリントレイアウトのサン
プルが表示されます。
［画像品質］タブでは、［画像品質ビュー］ボタンが表示されます。（［用
紙ビュー］ボタンは表示されません。）［画像品質ビュー］をクリックす
ると、［画像品質］タブの設定を反映したサンプルが表示されます。

このボタンは、［詳細設定］タブには表示されません。

9.［本体情報］
このボタンをクリックすると、PageScope Web Connection が起動しま
す。

このボタンは、ネットワーク接続の場合のみ有効になります。

10.［標準に戻す］
このボタンをクリックすると、各タブ内の設定が標準設定に戻ります。

このボタンは、［詳細設定］タブには表示されません。

表示されているタブの設定のみ、標準設定に戻ります。その他の
タブの設定は変更されません。
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［詳細設定］タブ（PostScript ドライバーのみ）

1. ［詳細な印刷機能］
詳細な印刷機能（小冊子）の設定を有効にするか、無効にするかを選択
します。

本設定は、プリンターアイコンを右クリックし、［プロパティ］
を選択して表示するプロパティ画面で、［詳細設定］タブにある
［詳細な印刷機能を有効にする］チェックボックスがチェックさ
れている場合に表示されます。

2. ［PostScript オプション］
［PostScript 出力オプション］：PostScript ファイルの出力形式を設定し
ます。
［PostScript エラーハンドラを送信］：PostScript エラーが発生した場合
に、レポートを印刷するかしないかを設定します。
［左右反転印刷］：左右反転印刷を行うか行わないかを設定します。

3. ［PostScript Pass through］
アプリケーションがプリンタードライバーを利用せずに直接印刷できる
ようにするかどうかを設定します。

1
2

3
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［My タブ］

1.［もっと詳しく］
［もっと詳しく］をクリックすると、My タブのヘルプが表示されます。

2.［次回から表示しない］
［次回から表示しない］チェックボックスをチェックすると、［もっと詳
しく］を含む説明欄を表示しないようにします。

3. ［My タブの編集］
［My タブの編集］をクリックすると、My タブの編集画面が表示され、
My タブ画面をカスタマイズできます。よく使う機能やよく変更する機
能が My タブ画面に表示されるよう設定します。

1 2

3
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［設定項目一覧］で機能を選択し［左へ］または［右へ］をクリックす
ると、［My タブ］に登録されます。登録された機能を選択し［上へ］
［下へ］［左へ / 右へ］をクリックすると、機能が表示される位置を変更
できます。

プリンタードライバーの各タブで機能を選択し右クリックする
と、My タブに追加登録できます。
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［基本設定］タブ

1. ［原稿の向き］
印刷の向きを［縦］または、［横］から選択して設定します。

2. ［原稿サイズ］
印刷するデータの文書サイ
ズを設定します。
［不定形サイズ］を選択す
ると、不定形サイズ設定画
面が表示されます。
原稿のサイズを設定しま
す。

3. ［出力用紙サイズ］
印刷する用紙のサイズを設
定します。
［不定形サイズ］を選択す
ると、不定形サイズ設定画
面が表示されます。
用紙のサイズを設定しま
す。
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4. ［ズーム］
印刷倍率を設定します。
印刷倍率を手動で変更する場合は、［任意］チェックボックスをチェッ
クし、25％から 400％の間で設定します。

5. ［給紙トレイ］
印刷に使用する給紙トレイを選択します。
本体の用紙設定メニューのトレイ 1 で設定している用紙サイズ／種類以
外の用紙で印刷する場合は、［トレイ 1（手差し）］を選択し、印刷指示
をした後に、手差しトレイに用紙がセットされていることを確認後、操
作パネルの［ ］キーを押して印刷を行ってください。トレイ 1 で設定
している用紙以外の用紙を用いて［トレイ 1］で印刷を行うと、たとえ
正しいサイズの用紙をセットしていても印字位置がずれ、排紙部で紙づ
まりの可能性があります。

［自動］を選択すると、トレイ 1（手差し）、トレイ 2、トレイ 3 の優先
順位で用紙が給紙されます。

6. ［用紙種類］
印刷に使用する用紙種類を選択します。

［自動（プリンターの設定に従う）］を選択すると、操作パネルの
［PS/PCL ﾌﾟﾘﾝﾄ］‐［ｼｽﾃﾑﾒﾆｭｰ］‐［用紙設定］‐［ﾃﾞﾌｫﾙﾄ用紙］‐
［用紙種類］で設定した用紙種類で印刷を行います。

7. ［ジョブの印刷 / 保存］
ハードディスクにプリントジョブを保存するなど出力方法を設定しま
す。
［印刷］：通常の印刷を行います。
［保存］：ハードディスクにプリントジョブを保存します。印刷は行いま
せん。
［保存＆印刷］：通常の印刷を行い、ハードディスクへの保存も行いま
す。
［機密印刷］：プリントジョブをハードディスクにパスワードを設定して
保存します。「機密印刷］ジョブを印刷すると、機密印刷ジョブはハー
ドディスクから削除されます。
［機密印刷］で保存したジョブの印刷時は、操作パネルからパスワード
の入力が必要です。

▲
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［機密印刷］を選択すると、
ユーザー設定画面が表示さ
れます。印刷時に使用する
パスワードを設定します。

パスワードがすでに
設定されている場合
は、［機密印刷］を
選択してもユーザー
設定画面は表示され
ません。あらためて
パスワードの設定を
行なう場合は、
［ユーザー設定］か
ら行ってください。

［確認印刷］：1 部のみ印刷を行い、ハードディスクへジョブを保存しま
す。

ハードディスクに保存されたジョブの印刷方法については、「保
存／印刷メニュー」（p.131）をごらんください。

本機の電源をオフ／オンすると、［保存］ジョブ以外のジョブは
ハードディスクから削除されます。

本機でユーザー認証機能を有効にしているとき、プリンタードラ
イバーから、ユーザー名に「"」（ダブルクォーテーション）を含
むユーザーを指定して、印刷や保存をおこなうと、本機側でログ
インエラーとなり、プリントジョブは破棄されます。

8. ［ユーザー設定］
［ユーザー設定］をクリッ
クすると、ユーザー設定画
面が表示されます。ジョブ
名や、機密印刷時のパス
ワードの設定などを行いま
す。
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9. ［認証］
ユーザーごとに印刷の許可
／拒否を設定できます。
未登録のユーザーは
［Public ユーザー］を、登
録済みのユーザーは［登録
ユーザー］を選択します。
登録済みのユーザーは
［ユーザー名］と［パス
ワード］を入力します。

10. ［部数］
印刷する部数を設定しま
す。
［ソート］チェックボックスにチェックすると部単位で印刷を行います。

11. ［印刷済み用紙の裏に印刷］
一度印刷した用紙の裏面に印刷するかどうかを設定します。
本設定は、［給紙トレイ］を［トレイ 1（手差し）］、［トレイ 1］、［トレ
イ 2］に設定した場合に有効です。

本機で印刷した用紙の裏面をご使用ください。なお、本設定での
印刷結果は保証対象外となります。

以下の用紙は使用しないでください。

インクジェットプリンターで印刷された用紙

モノクロ／カラーのレーザープリンター／コピー機で印刷さ
れた用紙

他のプリンターやファクス機で印刷された用紙
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［レイアウト］タブ

1. ［ページ割付 / 拡大連写］
複数ページの文書を 1 ページにまとめて印刷します。
また、1 ページ分の文書を拡大して複数枚に印刷できます。印刷後に用
紙を貼り合わせて、ポスターのような大きな印刷物を作ることができま
す（PCL ドライバーのみ）。
［ページ割付］チェックボックスをチェックすると、［ページ割付詳細］
ボタンが有効になります。
［ページ割付詳細］をクリックすると、ページ割付詳細画面が表示され
ます。用紙内でのページの並べ方や、ページごとの境界線の有無を選択
します。

1 4 5
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2. ［180 度回転］
［180 度回転］チェックボックスをチェックすると、印刷する画像が 180
度回転して印刷されます。

3. ［白紙抑制］（PCL/XPS ドライバーのみ）
印刷する文書内に白紙がある場合、白紙を出力するかしないかを設定し
ます。

4. ［印刷種類］
印刷種類を［片面］［両面］［小冊子］から選択します。
［小冊子］を選択すると、［小冊子詳細］ボタンが有効になります。［小
冊子詳細］をクリックすると、小冊子詳細画面が表示され、開き方向や
境界線の有無を設定します。

［小冊子］は、［詳細設定］タブの［詳細な印刷機能］が［有効］
に設定されている場合に有効です（PostScript ドライバーのみ）。

5. ［とじ位置］
とじ位置を［長辺左とじ］［長辺右とじ］［短辺上とじ］［短辺下とじ］
から選択して設定します。

原稿の向きにより、設定値は［長辺上とじ］［長辺下とじ］［短辺
左とじ］［短辺右とじ］となります。
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6. ［とじしろ］
［とじしろ］チェックボックスをチェックすると、［とじしろ設定］ボタ
ンが有効になります。［とじしろ設定］をクリックすると、とじしろ設
定画面が表示されます。
とじしろを付けるときの画像のずらし方、表面や裏面のとじしろ量を設
定します。

7. ［イメージシフト］（PCL ドライバーのみ）
用紙に印刷される文書の位
置を設定します。
［イメージシフト］チェッ
クボックスをチェックする
と、［イメージシフト設定］
ボタンが有効になります。
［イメージシフト設定］を
クリックすると、画像シフ
ト設定画面が表示されま
す。文書の印刷位置を 0.1
ミリ単位または、0.01 イン
チ単位で設定します。

右図を参照してプリント位
置を設定してください。

縦の＋方向

縦の－方向

横の－方向 横の＋方向
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［表紙 / 挿入紙］タブ

1. ［おもて表紙］
［おもて表紙］チェックボックスをチェックすると、表カバーシートを
つけて印刷します。また、［おもて表紙用トレイ］でどのトレイの用紙
を使用するかを設定します。

2. ［うら表紙］
［うら表紙］チェックボックスをチェックすると、裏カバーシートをつ
けて印刷します。また、［うら表紙トレイ］でどのトレイの用紙を使用
するかを設定します。

3. ［区切りページ］
一部ごとに挿入紙をつけるかどうかを設定します。
［区切りページ］チェックボックスをチェックし、［ジョブの先頭］［部
の先頭］［部の末尾］から選択します。
また、［区切りページ用トレイ］でどのトレイの用紙を使用するかを設
定します。

1 2 3
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［スタンプ / フォーム］タブ

1. ［スタンプ］
印刷する文書に［親展］などのテキストを入れて印刷します。
［スタンプ］チェックボックスをチェックすると、［編集］ボタンが有効
になります。
［編集］をクリックすると、スタンプの編集画面が表示されます。スタ
ンプの編集画面で［追加］をクリックすると、新たにスタンプを作成し
ます。

1 2
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作成したスタンプは［スタンプ / フォーム］タブおよびスタンプの編集
画面のリストに追加されます。
リストに追加したスタンプを編集する場合は、スタンプの編集画面で、
編集したいスタンプを選択し、編集します。
リストに追加したスタンプを削除する場合は、スタンプの編集画面で、
削除したいスタンプを選択し、［削除］をクリックします。

［透過］
［透過］チェックボックスにチェックすると、スタンプの文字を透過
（網点）で印刷します。

［1 ページ目のみ］
［1 ページ目のみ］チェックボックスにチェックすると、スタンプの文字
を 1 ページ目にのみ印刷します。

［繰り返し］
［繰り返し］チェックボックスにチェックすると、1 ページ内にスタンプ
の文字を繰り返し印刷します。

2. ［フォーム作成］（PCL/
XPS ドライバーのみ）

［フォーム作成］チェック
ボックスをチェックして印
刷すると、フォームファイ
ル（拡張子：KFO）が作成
されます。作成したフォー
ムファイルは、［スタンプ /
フォーム］タブのリストに
追加されます。

3. ［フォーム印刷］
印刷する文書に他の画像ファイルなどのイメージを取り込んで印刷しま
す。

必ず用紙サイズと原稿の向きがフォームに合っているプリント
ジョブに対して使用してください。
また、［レイアウト］タブの［ページ割付］で複数ページの文書
を 1 ページに印刷するように設定した場合、フォームは設定にあ
わせて調整されませんので、ご注意ください。

印刷物

文書
フォーム
ファイル
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4. ［フォーム情報］
PCL/XPS ドライバーで
［フォーム情報］をクリッ
クすると、フォーム印刷の
編集画面が表示され、登録
されているフォームの情報
を確認できます。

また、［ファイル参照］をクリックして表示されるフォームファイルの
参照画面でフォームファイルを選択してリストに追加することもできま
す。

リストからフォームファイルを削除する場合は、リスト内の削除したい
フォームファイルを選択し、［削除］をクリックします。
また、フォームの印刷方法を設定します。フォームを印刷するページを
［全ページ］、［最初のページ］、［偶数ページ］、［奇数ページ］から選択
して設定します。
フォームと印刷文書の重ね合わせ方を［文書の背面］、［文書の前面（上
書き）］から選択して設定します。
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PostScript ドライバーで［フォーム情報］をクリックすると、以下の画
面が表示されます。

追加したフォームファイルを削除する場合は、リスト内の削除したい
フォームファイルを選択し、［削除］をクリックします。
ダウンロードマネージャーをインストールしている場合、［プリンタに
ダウンロード］ボタンが有効になります。

PostScript ドライバーでフォームを印刷する場合、あらかじめ本
機にフォームファイルをダウンロードしておく必要があります。

フォームを印刷するページを設定する場合は、［印刷ページ］で［全
ページ］、［最初のページ］、［偶数ページ］、［奇数ページ］から選択しま
す。
フォーム印刷の編集画面で［フォームファイルの管理］をクリックする
と、フォームファイルの管理画面が表示されます。［新規］をクリック
して、新たに追加するフォームファイルの設定を行います。
追加したフォームファイルは、［スタンプ / フォーム］タブまたはフォー
ム印刷の編集画面のリストに追加されます。
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［画像品質］タブ

PostScript ドライバー：

1.［カラー選択］
オートカラーで印刷するかグレースケールで印刷するかを設定します。

2.［画質調整］
［画質調整］をクリックす
ると、画質調整画面が表示
されます。印刷する画像の
明るさ（明度）を設定しま
す。

3.［カラー設定］
カラー設定を［自動］、［写真調］、［プレゼンテーション］、［ICM］、［カ
スタム］、［色変換なし］から選択して設定します。
［写真調］は、写真画像に適した設定です。
［プレゼンテーション］は、テキストや、グラフの多い文書に適した設
定です。
［ICM］を選択すると、Windows の ICM を使用してカラー設定を行いま
す。
［ICM］を選択した場合、［詳細］ボタンが有効になります。
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［詳細］をクリックすると、
ICM 設定画面が表示されま
す。ICM の印刷方法や、目
的を設定します。

［カスタム］を選択すると、［詳細］ボタンが有効になります。［詳細］
をクリックして表示される、カラー設定画面での設定内容に従ってカ
ラー設定を行います。

カラー設定画面では、各オブジェクト（イメージ、テキスト、グラ
フィック）のカラー再現についての設定や、プロファイルの管理ができ
ます。

［RGB カラー］
イメージ／テキスト／グラフィックスオブジェクトの色空間に関し
て指定します。本機が使用する入力 RGB の色空間を指定します。
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［RGB 色変換］
イメージ／テキスト／グラフィックスオブジェクトの色変換処理に
関して指定します。
プリンターで処理する入力 RGB からデバイス CMYK への色変換特
性を指定します。

［RGB グレー再現］
プリンターで処理するイメージ／テキスト／グラフィックスオブ
ジェクトのグレーの再現に関して指定します。

［出力プロファイル］
出力プロファイルに関して指定します。

［スクリーン］
イメージ／テキスト／グラフィックスオブジェクトのスクリーン処
理に関して指定します。

［エッジ強調］
イメージ／テキスト／グラフィックスのエッジの強調を指定します。

［シミュレーションプロファイル］
インクシミュレーション、デバイスシミュレーション等に使用する、
シミュレーションプロファイルを指定することができます。

［用紙下地色にあわせる］
シミュレーション実施時の色変換特性を指定します。

［CMYK グレー再現］
シミュレーション実施時の CMYK 入力データ中の黒色とグレーの維
持方法を指定します。

［プロファイルの管理］
「カラープロファイルの管理」 ダイアログ ボックスを表示します。

［プリンタにダウンロード］
ダウンロードマネージャーがインストールされている場合に起動し
ます。ダウンロードマネージャーのインストール方法については、
［インストレーションガイド］をごらんください。

4.［自動トラッピング］
［自動トラッピング］チェックボックスにチェックすると、絵柄の周囲
に白い隙間が出ないように隣り合う色を重ねて印刷します。

5.［ブラックオーバープリント］
［ブラックオーバープリント］チェックボックスにチェックすると、黒
い文字や図形の周囲に白い隙間が出ないように隣り合う色に黒を重ねて
印刷します。
重なる条件を、文字だけにするか、文字と図にするかを選択して設定し
ます。

6. ［色分解］
CMYK ごとに分割して印刷するかどうかを設定します。
［色分解］チェックボックスにチェックすると、CMYK ごとに色分解し、
それぞれをモノクロで印刷します。
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7. ［エコノミー印刷］
［エコノミー印刷］チェックボックスにチェックすると、トナー量を抑
えた印刷を行います。

8. ［エッジ強度］
エッジを強調する場合、［エッジ強度］チェックボックスをチェックし、
付加するエッジ強調ドットの強さを設定します。
［弱］を選択するとエッジ強調ドットを弱めに付加します。
［中］を選択するとエッジ強調ドットを付加します。
［強］を選択するとエッジ強調ドットを強めに付加します。

9. ［フォント設定］
フォントについての設定をします。
［フォント設定］をクリックすると、フォント設定画面が表示されます。

フォント設定画面では、True Type フォントをダウンロードする方法と、
印刷時に True Type フォントをプリンターフォントに置き換えるかどう
かを設定します。

PCL ドライバー：

1. ［カラー選択］
オートカラーで印刷するかグレースケールで印刷するかを設定します。
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2. ［画質調整］
［画質調整］をクリックす
ると、画質調整画面が表示
されます。印刷する画像の
明るさ（明度）、コントラ
ストを設定します。

3. ［カラー設定］
プリンターのカラー設定を［自動］、［写真調］、［プレゼンテーション］、

［カスタム］、［色変換なし］から選択して設定します。
［写真調］は、写真画像に適した設定です。
［プレゼンテーション］は、テキストや、グラフの多い文書に適した設
定です。
［カスタム］を選択すると、［詳細］ボタンが有効になります。［詳細］
をクリックして表示される、カラー設定画面での設定内容に従ってカ
ラー設定を行います。

カラー設定画面では、各オブジェクト（イメージ、テキスト、グラ
フィック）のカラー再現についての設定ができます。

［RGB カラー］
イメージ／テキスト／グラフィックスオブジェクトの色空間に関し
て指定します。プリンターが使用する入力 RGB の色空間を指定しま
す。

［RGB 色変換］
イメージ／テキスト／グラフィックスオブジェクトの色変換処理に
関して指定します。
プリンターで処理する入力 RGB からデバイス CMYK への色変換特
性を指定します。
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［RGB グレー再現］
プリンターで処理するイメージ／テキスト／グラフィックスオブ
ジェクトのグレーの再現に関して指定します。

［スクリーン］
イメージ／テキスト／グラフィックスオブジェクトのスクリーン処
理に関して指定します。

［エッジ強調］
イメージ／テキスト／グラフィックスのエッジの強調を指定します。

4.［パターン］
パターンの密度を、［密］、［粗］から選択して設定します。

5.［イメージ圧縮］
イメージの圧縮方法を、［高圧縮（速度優先）］、［標準（品質優先）］か
ら選択して設定します。

6.［色分解］
CMYK ごとに分割して印刷するかどうかを設定します。
［色分解］チェックボックスにチェックすると、CMYK ごとに色分解し、
それぞれをモノクロで印刷します。

7.［エコノミー印刷］
トナー消費量を抑えた印刷を行うかどうかを設定します。
［エコノミー印刷］チェックボックスをチェックすると、トナー節約を
行います。

8.［エッジ強度］
エッジを強調する場合、付加するエッジ強調ドットの強さを設定しま
す。
［エッジ強度］チェックボックスをチェックすると、エッジ強度を設定
できます。
［弱］を選択するとエッジ強調ドットを弱めに付加します。
［中］を選択するとエッジ強調ドットを付加します。
［強］を選択するとエッジ強調ドットを強めに付加します。
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9.［フォント設定］
フォントについての設定をします。
［フォント設定］をクリックすると、フォント設定画面が表示されます。

フォント設定画面では、True Type フォントをダウンロードする方法、
印刷時に True Type フォントをプリンターフォントに置き換えるかどう
か、True Type フォントをプリンターフォントに置き換える場合、どの
プリンターフォントを使用するかを設定します。

XPS ドライバー：

1.［カラー選択］
オートカラーで印刷するかグレースケールで印刷するかを設定します。

1 2

3

4

5

6
7
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2.［画質調整］
［画質調整］をクリックす
ると、画質調整画面が表示
されます。印刷する画像の
明るさ（明度）を設定しま
す。

3.［カラー設定］
プリンターのカラー設定を［自動］、［写真調］、［プレゼンテーション］、

［カスタム］から選択して設定します。
［写真調］は、写真画像に適した設定です。
［プレゼンテーション］は、テキストや、グラフの多い文書に適した設
定です。
［カスタム］を選択すると、［詳細］ボタンが有効になります。［詳細］
をクリックして表示される、カラー設定画面での設定内容に従ってカ
ラー設定を行います。

カラー設定画面では、各オブジェクト（イメージ、テキスト、グラ
フィック）のカラー再現についての設定ができます。

［RGB カラー］
イメージ／テキスト／グラフィックスオブジェクトの色空間に関し
て指定します。プリンターが使用する入力 RGB の色空間を指定しま
す。
ドライバーの設定 71



［RGB 色変換］
イメージ／テキスト／グラフィックスオブジェクトの色変換処理に
関して指定します。
プリンターで処理する入力 RGB からデバイス CMYK への色変換特
性を指定します。

［RGB グレー再現］
プリンターで処理するイメージ／テキスト／グラフィックスオブ
ジェクトのグレーの再現に関して指定します。

［出力プロファイル］
出力プロファイルに関して指定します。

［スクリーン］
イメージ／テキスト／グラフィックスオブジェクトのスクリーン処
理に関して指定します。

［エッジ強調］
イメージ／テキスト／グラフィックスのエッジの強調を指定します。

4.［パターン］
パターンの密度を、［密］、［粗］から選択して設定します。

5.［色分解］
CMYK ごとに分割して印刷するかどうかを設定します。
［色分解］チェックボックスにチェックすると、CMYK ごとに色分解し、
それぞれをモノクロで印刷します。

6.［エコノミー印刷］
トナー消費量を抑えた印刷を行うかどうかを設定します。
［エコノミー印刷］チェックボックスをチェックすると、トナー節約を
行います。

7.［エッジ強度］
エッジを強調する場合、付加するエッジ強調ドットの強さを設定しま
す。
［エッジ強度］チェックボックスをチェックすると、エッジ強度を設定
できます。
［弱］を選択するとエッジ強調ドットを弱めに付加します。
［中］を選択するとエッジ強調ドットを付加します。
［強］を選択するとエッジ強調ドットを強めに付加します。
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［その他］タブ

1.［MS-Excel によるジョブ分割を抑制する］（32bit ドライバーのみ）
MS-Excel で印刷設定の異なる複数のシートを同時に印刷しようとする
場合に、シートごとに別々のドキュメントに分割して印刷されるのを抑
制するかどうかを設定します。

2.［MS-PowerPoint 用にオーバーレイを最適化する］（32bit PCL ドライ
バー／ XPS ドライバーのみ）

背景が「白」の PowerPoint 原稿に、プリンタードライバーのフォーム
機能を指定して印刷する場合に、PowerPoint 原稿の「白」でフォーム画
像が上書きされないように設定します。

3.［電子メール通知］
［電子メール通知］チェックボックスをチェックし、送信先のアドレス
を設定すると、印刷終了時に印刷が正常に完了したことを電子メールで
通知します。

4.［極細線を描画する］（PCL ドライバーのみ）
極細線を描画するかどうかを設定します。

1

3

5

4

2
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5.［ドライババージョン情報］
［ドライババージョン情報］をクリックすると、プリンタードライバー
のバージョン情報を確認できます。
ドライバーの設定74



ポイント アンド プリントでインストールされたプリンター
ドライバーの機能制限

以下のサーバーとクライアントの組み合わせでポイント アンド プリントを
実行した場合、プリンタードライバーで持つ機能が一部制限されます。

サーバーとクライアントの組み合わせ
サーバー　　：Windows Server 2003/Server 2008/Server 2008 R2
クライアント：Windows XP/Vista/7

制限される機能
［小冊子］、［白紙抑制］、［おもて表紙］、［うら表紙］、［区切りページ］、
［フォーム作成］、［フォーム印刷］、［スタンプ］
※ PJL の ジョブ名、ユーザー名、ホスト名の 出力

この組み合わせで使用する場合は、クライアントにプリンタードライバーを
ローカルでインストールし、接続先としてサーバーにインストールされてい
る共有プリンターを指定してください。
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3操作パネルと
メニュー



操作パネルについて
本機上部にある操作パネルでは、直接本機の操作を行うことができます。ま
た、メッセージウィンドウには本機の状態や操作が必要であることを示す
メッセージなどが表示されます。

操作パネルのランプ／キー

No. キー 機能

1 ［登録宛先］
キー

常用、短縮ダイアル、グループダイアルに登録さ

れている内容が表示されます。

詳しくは、「送信先アドレスの設定（メール /FTP/
SMB 送信）」（p.269）をごらんください。

2 ［自動受信］
ランプ

自動受信に設定されているときに点灯します。

ファクス機能については、［ファクスユーザーズ

ガイド］（Documentation CD-ROM 内の PDF マ

ニュアル）をごらんください。

3 メッセージ
ウィンドウ

設定メニュー項目やメッセージが表示されます。

4 ［エラー］ラ
ンプ

エラー発生時に点灯します。

詳しくは、「エラーメッセージ」（p.436）をごら

んください。

1 2 4 5 6 7 83

1011 914151618 1317 1214
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5 ［ファクス］
キー／ランプ

ファクスができる状態にします。

ファクスモード時は、緑色に点灯します。

ファクス機能については、［ファクスユーザーズ

ガイド］（Documentation CD-ROM 内の PDF マ

ニュアル）をごらんください。

6 ［スキャン］
キー／ランプ

スキャンができる状態にします。（スキャンした

データをメールで送信する、FTP サーバーやコン

ピューターの共有フォルダーに送信する、また
USB メモリーや PC に保存する場合。）

スキャンモード時は、緑色に点灯します。

スキャン機能については、「スキャン機能を使う」

（p.243）をごらんください。

7 ［コピー］
キー／ランプ

コピーができる状態にします。

コピーモード時は、緑色に点灯します。

コピー機能については、「コピー機能を使う」

（p.207）をごらんください。

8 ［ストップ / リ
セット］キー

変更した設定を取消します。

機能を停止します。

9 ［スタート
（カラー）］
キー

カラーコピー、カラースキャンまたはファクスを開
始します。

10 ［スタート］
ランプ

コピー、スキャンまたはファクスが可能なとき

は、青色に点灯します。
下記の場合は、オレンジ色に点灯します。

・エラー発生時などコピー、スキャンまたは
ファクスが不可能なとき

・操作パネルメニュー設定中
・［スキャン］キー、［ファクス］キーを押したと
き

11 ［スタート
（モノクロ）］
キー

モノクロコピー、モノクロスキャンまたはファクス
を開始します。

No. キー 機能
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12 テンキー コピー部数を入力します。また、ファクス番号、

メールアドレス、名前などを入力します。

詳しくは、「入力のしかた」（p.474）をごらんく

ださい。

13 ［戻る］キー コピー部数や入力した文字を取消します。

ひとつ前の画面に戻ります。

表示されている設定を取消します。

14 ［ ／ ］キー 設定メニューの表示中は、選択マークを左右に移動
します。

15 ［選択］キー 選択されているメニュー項目を決定します。

16 ［▲／▼］ キー 設定メニューの表示中は、選択マークを上下に移動
します。

17 ［オンフック］
キー

受話器をとった状態にします。もう一度キーを押

すと受話器を置いた状態に戻ります。

ファクス機能については、［ファクスユーザーズ

ガイド］（Documentation CD-ROM 内の PDF マ

ニュアル）をごらんください。

18 ［リダイアル /
ポーズ］キー

最後に送信したファクス番号を表示します。

送信するファクス番号にポーズを入れます。

ファクス機能については、［ファクスユーザーズ

ガイド］（Documentation CD-ROM 内の PDF マ

ニュアル）をごらんください。

No. キー 機能

▲

▲
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メッセージウィンドウの表示について

本機はメッセージウィンドウで本機の状態や、エラーメッセージなどを確認
できます。

メイン画面（コピーモード）

No. 表示 詳細

1 コピー設定 現在の設定の確認や、各種設定の変更を行
います。詳しくは、「コピー設定」（p.82）
をごらんください。

2 ステータス 使用状況に応じてメッセージが表示されま
す。

3 コピー濃度 コピー濃度を表示します。

画像品質設定で文字モード選択時、［濃度］
を［自動］に設定した場合は［自動］と表
示されます。

4 コピー枚数 コピー枚数を表示します。
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コピー設定

▲／▼キーを押す

▲／▼キーを押す

▲／▼キーを押す
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No. 表示 詳細

1 給紙トレイ 選択されている給紙トレイが表示されま
す。給紙トレイの選択方法について詳しく
は、「給紙トレイの選択」（p.222）をごら

んください。

2 コピー倍率 設定されている倍率が表示されます。コ
ピー倍率の設定方法について詳しくは、
「倍率を指定する」（p.219）をごらんくだ

さい。

3 コピー画質 設定されているコピー画質が表示されま
す。コピー画質の設定方法について詳しく
は、「コピー画質の設定」（p.211）をごら

んください。

4 ソートコピー 部単位コピー（ソート）の設定が表示され
ます。部単位コピー（ソート）の設定方法
について詳しくは、「部単位コピー（ソー
ト）の設定」（p.240）をごらんください。

5 2in1/4in1 コピー 選択されている 2in1/4in1 コピーの設定が

表示されます。2in1/4in1 コピーの設定方

法について詳しくは、「2in1/4in1 コピーの

設定」（p.224）をごらんください。

6 片面／両面コピー 選択されている片面／両面コピーの設定が
表示されます。片面／両面コピーの設定方
法について詳しくは、「両面コピーの設定」
（p.235）をごらんください。

7 コピー機能 設定されているコピー機能が表示されま
す。コピー機能の設定方法について詳しく
は、「コピー機能の設定」（p.228）をごら

んください。

8 ［設定ﾒﾆｭｰ］ 本機の各種設定を変更します。詳しくは、
「設定メニュー」（p.92）をごらんくださ

い。

9 ［ﾚﾎﾟｰﾄ / ｽﾃｰﾀｽ］ 本機で実行した印刷の合計枚数やファクス
の送受信結果を確認したり、レポートを印
刷することができます。詳しくは、「レ
ポート／ステータスメニュー」（p.89）を

ごらんください。
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メイン画面（スキャンモード）

10 ［PS/PCL ﾌﾟﾘﾝﾄ］ 本機のハードディスク（オプション）に蓄
積されたジョブの印刷や削除、PS/PCL 印

刷に関する設定を変更できます。詳しく
は、「PS/PCL プリントメニュー」（p.130）
をごらんください。

11 ［ﾒﾓﾘ ﾌﾟﾘﾝﾄ］ メモリプリントを行うための操作や設定を
行います。詳しくは、「メモリプリントメ
ニュー」（p.162）をごらんください。

この項目はオプションのハードディ
スクキット HD-P03 またはコンパク
トフラッシュカードを装着している
場合に表示されます。

No. 表示 詳細

1 スキャン設定 現在の設定の確認や、各種設定の変更を行
います。詳しくは、「スキャン設定」
（p.85）をごらんください。

2 ステータス 使用状況に応じてメッセージが表示されま
す。

3 使用可能メモリー 使用可能なメモリー容量をパーセント
（%）で表示します。

No. 表示 詳細
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スキャン設定

▲／▼キーを押す

▲／▼キーを押す

▲／▼キーを押す
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No. 表示 詳細

1 データ形式 設定されているデータ形式が表示されま
す。データ形式の設定方法について詳しく
は、「データ形式の設定」（p.329）をごら

んください。

2 スキャン画質 設定されているスキャン画質が表示されま
す。スキャン画質の設定方法について詳し
くは、「スキャン画質の設定」（p.331）を

ごらんください。

3 スキャンデータ送信先 設定されているスキャンデータの送信先が
表示されます。送信先の設定方法について
詳しくは、「データ保存先の設定」（p.265）
および「送信先アドレスの設定（メール /
FTP/SMB 送信）」（p.269）をごらんくださ

い。

送信先が設定されていない場合は
［SCAN TO］と表示されます。

4 片面／両面スキャン 選択されている片面／両面スキャンの設定
が表示されます。片面／両面スキャンの設
定方法について詳しくは、「両面スキャン
の設定」（p.338）をごらんください。

5 スキャンサイズ 設定されているスキャンサイズが表示され
ます。スキャンサイズの設定方法について
詳しくは、「スキャンサイズの設定」
（p.340）をごらんください。

6 スキャンカラー 設定されているスキャンカラーが表示され
ます。スキャンカラーの設定方法について
詳しくは、「スキャンカラーの設定」
（p.342）をごらんください。

7 ［件名］ 設定されている件名が表示されます。件名
の設定方法について詳しくは、「件名の設
定」（p.343）をごらんください。

FTPアドレスまたはSMBアドレスが
スキャンデータ送信先に設定されて
いる場合は表示されません。
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メイン画面（ファクスモード）

詳しくは、［ファクスユーザーズガイド］（Documentation CD-ROM 内の
PDF マニュアル）をごらんください。

8 ［予約ｷｬﾝｾﾙ］ 送信待ち状態になっているジョブの一覧を
表示し、ジョブを取り消します。詳しく
は、「送信待ちジョブの取り消し」（p.344）
をごらんください。

メールアドレス、FTP アドレス、ま
たは SMB アドレスがスキャンデー
タ送信先に設定されている場合は表
示されません。

9 ［設定ﾒﾆｭｰ］ 本機の各種設定を変更します。「設定メ
ニュー」（p.92）をごらんください。

メールアドレス、FTP アドレス、ま
たは SMB アドレスがスキャンデー
タ送信先に設定されている場合は表
示されません。

10 ［ﾚﾎﾟｰﾄ / ｽﾃｰﾀｽ］ 本機で実行した印刷の合計枚数やファクス
の送受信結果を確認したり、レポートを印
刷することができます。詳しくは、「レ
ポート／ステータスメニュー」（p.89）を

ごらんください。

メールアドレス、FTP アドレス、ま
たは SMB アドレスがスキャンデー
タ送信先に設定されている場合は表
示されません。

No. 表示 詳細
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プリント画面

プリントジョブを受信すると、メイン画面のステータス領域に［ﾌﾟﾘﾝﾀｰ：印
刷中］と表示されます。プリント画面（下図）を表示するには、［ﾌﾟﾘﾝﾀｰ：
印刷中］が表示されているときに、［ ］キーを押します。

プリントをキャンセルするには、プリント画面が表示されているときに、
［ストップ / リセット］キーを押します。そして［現在のｼﾞｮﾌﾞ］または［全
てのｼﾞｮﾌﾞ］を選択し、［選択］キーを押してください。

No. 表示 詳細

1 ステータス 印刷中などのメッセージが表示されます。

2 用紙トレイ／用紙サイズ 選択している用紙トレイ、用紙サイズ、用
紙種類の情報が表示されます。

用紙種類で普通紙または再生紙を選
択している場合は、用紙種類の情報
は表示されません。

▲
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本機の状態や設定内容を確認する

トナー残量

メイン画面で［ ］キーを押すと、［ﾄﾅｰ 残量］画面が表示されます。この
画面では、トナーカートリッジの概算トナー残量を確認することができま
す。

メイン画面に戻るには［戻る］キーを押します。

上記の画面で［選択］キーを 2 秒以上押し続けると、本機の設定情報
リストページを印刷することができます。

レポート／ステータスメニュー

メイン画面で［ﾚﾎﾟｰﾄ / ｽﾃｰﾀｽ］を選択して［選択］キーを押すと、レポート
／ステータスメニューが表示されます。このメニューでは、本機で実行した
印刷の合計枚数やファクスの送受信結果を確認したり、レポートを印刷した
りすることができます。レポート／ステータスメニューの内容は以下のとお
りです。

1 つ前の画面に戻るには、［戻る］キーを押します。メイン画面を表
示するには、［ストップ / リセット］キーを押します。

▲

ﾄｰﾀﾙ ﾌﾟﾘﾝﾄ

消耗量

通信結果

ﾚﾎﾟｰﾄ

ﾚﾎﾟｰﾄ /
ｽﾃｰﾀｽ
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トータルプリント

片面印刷／コピーの場合、ﾄｰﾀﾙ ﾌﾟﾘﾝﾄの枚数は１となります。また、
両面印刷／コピーの場合、枚数は２となります。

消耗量

トナーカートリッジおよびイメージングユニットの残量をパーセントで表示
します。

メッセージウィンドウで表示される消耗品の残量表示は、実際の使
用量と完全に一致するものではなく、あくまで目安の値です。

［ﾄｰﾀﾙ ﾌﾟﾘﾝﾄ］ プリントのトータル枚数を表示します。

［ﾓﾉｸﾛ ｺﾋﾟｰ］ モノクロコピーのトータル枚数を表示します。

［ｶﾗｰ ｺﾋﾟｰ］ カラーコピーのトータル枚数を表示します。

［ﾓﾉｸﾛ印刷］ モノクロプリントのトータル枚数を表示します。

［ｶﾗｰ印刷］ カラープリントのトータル枚数を表示します。

［ﾌｧｸｽﾌﾟﾘﾝﾄ］ ファクスプリントのトータル枚数を表示します。

［ﾄｰﾀﾙｽｷｬﾝ］ スキャンした原稿のトータル枚数を表示します。

［C ﾄﾅｰ］ トナーカートリッジ - シアン（C）のトナー残量

をパーセントで表示します。

［M ﾄﾅｰ］ トナーカートリッジ - マゼンタ（M）のトナー残

量をパーセントで表示します。

［Y ﾄﾅｰ］ トナーカートリッジ - イエロー（Y）のトナー残

量をパーセントで表示します。

［K ﾄﾅｰ］ トナーカートリッジ - ブラック（K）のトナー残

量をパーセントで表示します。

［C I-UNIT］ イメージングユニット - シアン（C）の残り寿命

をパーセントで表示します。

［M I-UNIT］ イメージングユニット - マゼンタ（M）の残り寿

命をパーセントで表示します。

［Y I-UNIT］ イメージングユニット - イエロー（Y）の残り寿

命をパーセントで表示します。

［K I-UNIT］ イメージングユニット - ブラック（K）の残り寿

命をパーセントで表示します。
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通信結果

ファクスの送受信結果を最大 60 通表示します。また、［スタート（モノク
ロ）］キーを押すと表示している送受信結果を印刷します。詳しくは、［ファ
クスユーザーズガイド］（Documentation CD-ROM 内の PDF マニュアル）
をごらんください。

レポート

ファクス送受信結果や登録リスト、本機の設定内容を印刷します。

ファクスの送受信結果や登録リストについて詳しくは、［ファクスユーザー
ズガイド］（Documentation CD-ROM 内の PDF マニュアル）をごらんくだ
さい。

［送信結果ﾚﾎﾟｰﾄ］ ファクスの送信結果を印刷します。

［受信結果ﾚﾎﾟｰﾄ］ ファクスの受信結果を印刷します。

［通信管理ﾚﾎﾟｰﾄ］ ファクスの送受信結果を印刷します。

［通信予約ﾘｽﾄ］ ファクスの送信待ち情報を印刷します。

［予約画像印刷］ ファクスの送信待ち情報と縮小した 1 ページ目

を印刷します。

［常用設定一覧］ 常用リストに登録されている送信先を印刷しま
す。

［短縮ﾀﾞｲｱﾙ ﾘｽﾄ］ 短縮ダイアルに登録した送信先を印刷します。

［ｸﾞﾙｰﾌﾟ ﾀﾞｲｱﾙ ﾘｽﾄ］ グループダイアルのグループを印刷します。

［設定ﾒﾆｭｰﾘｽﾄ］ 設定メニュー一覧と設定内容を印刷します。

［PS/PCL ﾒﾆｭｰ ﾏｯﾌﾟ］ PS/PCL プリントメニュー一覧と設定内容を印

刷します。

［設定情報ﾘｽﾄ］ 本機のトナー残量、状態、情報、設定内容を印
刷します。

［PS ﾌｫﾝﾄﾘｽﾄ］ ポストスクリプトのフォント一覧を印刷します。

［PCL ﾌｫﾝﾄﾘｽﾄ］ PCL のフォント一覧を印刷します。

［ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘｰ ﾘｽﾄ］ ハードディスクキットまたはコンパクトフラッ
シュカードのディレクトリー一覧を印刷します。
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操作パネルのメニュー一覧
メイン画面で［設定メニュー］を選択して［選択］キーを押すと、本機の設
定メニューが表示されます。設定メニューでは、本機の機能に関するさまざ
まな設定を行うことができます。

また、コピーモードでは、PS/PCL 印刷に関する設定と、メモリプリントに
関する設定も行えます。詳しくは、「PS/PCL プリントメニュー」（p.130）、

「メモリプリントメニュー」（p.162）をごらんください。

設定メニュー

設定メニューの構成は以下のとおりです。

設定メニュー内で 1 つ前の画面に戻るには、［戻る］キーを押します。
（設定値の入力中に［戻る］キーを押した場合、その設定は反映され
ません。）

［管理者設定］は管理者専用の設定メニューです。このメニューの設
定項目を表示するには、［管理者設定］を選択後、テンキーで 6 桁の
管理者番号（工場出荷時：000000）を入力してから［選択］キーを
押してください。

設定ﾒﾆｭｰ ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙ

ﾏｼﾝ設定

用紙設定

管理者設定

ｺﾋﾟｰ設定

ﾀﾞｲｱﾙ登録

ﾌｧｸｽ送信設定
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ユニバーサル設定メニュー

操作パネルのキー操作や表示に関する設定を行うには、設定メニューから
［ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙ］を選択します。ユニバーサル設定メニューの構成は以下のとおり
です。

ﾌｧｸｽ受信設定

ﾚﾎﾟｰﾄ設定

読込み設定

ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙ 音設定 無効 / 有効

確認*1

完了*1

準備*1

注意*1

LCD ｺﾝﾄﾗｽﾄ

ｷｰｽﾋﾟｰﾄﾞ 開始までの時間

間隔時間
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*1 この項目は［音設定］が［有効］に設定されている場合に表示され
ます。

太字は工場出荷時の設定値を表します。

［音設定］［無効 /有効］ 設定 ［無効］／［有効］

操作音を設定します。

［有効］に設定した場合は、音が鳴
ります。

［無効］に設定した場合は、音は鳴
りません。

［確認］ ［有効な入力］設定 ［ｵﾌ］／［低］／
［中］／［高］

キーを押して入力を行ったときの
音を設定します。

［無効な入力］設定 ［ｵﾌ］／［低］／
［中］／［高］

キーを押したり、設定値を入力す
る場合に、その動作が無効だった
ときの音を設定します。

［ﾍﾞｰｽ入力］ 設定 ［ｵﾌ］／［低］／
［中］／［高］

［登録宛先］キーや［オンフック］
キーを押してメイン画面に戻った
ときや、節電中から復帰したとき
の音を設定します。

［完了］ ［通常印刷］ 設定 ［ｵﾌ］／［低］／
［中］／［高］

印刷が正常に終了したときの音を
設定します。

［ﾌｧｸｽ通信］ 設定 ［ｵﾌ］／［低］／
［中］／［高］

通信関連の動作が正常に終了した
ときの音を設定します。

［準備］ 設定 ［ｵﾌ］／［低］／
［中］／［高］

本機のウォームアップが完了した
ときの音を設定します。
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［注意］ ［弱注意音 1］ 設定 ［ｵﾌ］／［低］／
［中］／［高］

各消耗品や交換部品が、交換時期
に近づいたときの音を設定します。

これらが交換時期に近づくと、
メッセージウィンドウにメッセー
ジが表示されます。

［弱注意音 2］ 設定 ［ｵﾌ］／［低］／
［中］／［高］

ユーザーが誤操作を行ったときの
音を設定します。

［弱注意音 3］ 設定 ［ｵﾌ］／［低］／
［中］／［高］

対処可能なエラーが発生したとき
の音を設定します。

画面メッセージおよびマニュアル
を参照して対処してください。

［強注意音］ 設定 ［ｵﾌ］／［低］／
［中］／［高］

ユーザーでは対処不可能なエラー
が発生したときの音を設定します。

サービス技術者に連絡してくださ
い。

［LCD ｺﾝﾄﾗｽﾄ］ 設定 ( 薄い ) ( 濃
い )

メッセージウィンドウの明るさを
設定します。
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［ｷｰｽﾋﾟｰ
ﾄﾞ］

［開始までの時間］ 設定 ［0.1 秒］／［0.3
秒］／［0.5 秒］／
［1.0 秒］／［1.5
秒］／［2.0 秒］／
［2.5 秒］／［3.0
秒］

設定キーの長押しにより、カーソ
ルが連続移動を開始するまでの時
間を設定します。

［間隔時間］ 設定 ［0.1 秒］／［0.3
秒］／［0.5 秒］／
［1.0 秒］／［1.5
秒］／［2.0 秒］／
［2.5 秒］／［3.0
秒］

カーソルが各項目や文字挿入位置
を連続移動するときの移動間隔を
設定します。
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マシン設定メニュー

本機の動作や表示に関する設定を行うには、設定メニューから［ﾏｼﾝ設定］
を選択します。マシン設定メニューの構成は以下のとおりです。

ﾏｼﾝ設定 ｵｰﾄﾘｾｯﾄ

ｽﾘｰﾌﾟ ﾓｰﾄﾞ

言語

初期ﾓｰﾄﾞ

ﾄﾅｰｴﾝﾌﾟﾃｨ

警告を有効にする ﾄﾅｰ 残量少

IU 残量少

廃ﾄﾅｰﾎﾞﾄﾙ交換

自動継続

階調補正
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太字は工場出荷時の設定値を表します。

［ｵｰﾄﾘｾｯﾄ］ 設定 ［ｵﾌ］／［30 秒］／［1 分］／［2 分］

／［3 分］／［4 分］／［5 分］

操作パネルでキー操作しなかったときに初期画面に戻
る時間を設定します。

自動リセット機能を設定するには、［30 秒］、［1 分］、

［2 分］、［3 分］、［4 分］、［5 分］からオートリセット

がはたらくまでの時間を選択します。

［ｵﾌ］を選択した場合、自動リセット機能ははたらき
ません。

［ｽﾘｰﾌﾟ ﾓｰﾄﾞ］ 設定 ［15 分（3-120 分）］

本機を一定時間使用しない場合に、節電モードへ移行
するまでの時間（単位：分）を設定します。

本モード動作中、操作パネルに何も表示されません。
操作パネルキーの押し下げ、プリントデータやファク
スデータの受信、前ドアの開閉で通常モードに復帰し
ます。

［言語］ 設定 ［英語］／［日本語］／［簡体中国語］
／［繁体中国語］

メッセージウィンドウの表示言語を、選択した言語に
切り替えることができます。

［初期ﾓｰﾄﾞ］ 設定 ［ｺﾋﾟｰ］／［ﾌｧｸｽ］／［ｽｷｬﾝ］

本機の電源をオンした後またはオートリセット後の
モードを設定します。

［ﾄﾅｰｴﾝﾌﾟﾃｨ］ 設定 ［ｽﾄｯﾌﾟ］／［ﾓﾉｸﾛ印字可能］

トナーが無くなったときに、印刷、コピー、ファクス
の印刷を停止するかどうかを設定します。

［ｽﾄｯﾌﾟ］に設定すると、トナーが無くなったときに、
印刷、コピー、ファクスの印刷を停止します。

［ﾓﾉｸﾛ印字可能］に設定すると、1 つ以上のカラート

ナーがなくなった場合でも黒トナーが残っていると、
モノクロ印刷、モノクロコピー、ファクス受信印刷は
可能です。
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［警告を
有効にす
る］

［ﾄﾅｰ 残
量少］

設定 ［ｵﾝ］／［ｵﾌ］

トナーの残りが少なくなると、メッセージが表示され
ます。

［IU 残量

少］

設定 ［ｵﾝ］／［ｵﾌ］

イメージングユニットの交換時期が近づくと、メッ
セージが表示されます。.

［廃
ﾄﾅｰﾎﾞﾄﾙ
交換］

設定 ［ｵﾝ］／［ｵﾌ］

廃トナーボトルの交換時期が近づくと、メッセージが
表示されます。

［自動継続］ 設定 ［ｵﾝ］／［ｵﾌ］

［ｵﾝ］に設定すると、用紙サイズエラーが発生しても
印刷を停止しません。印刷終了後に［選択］キーを押
してエラーを解除します。

［ｵﾌ］に設定すると、用紙サイズエラーが発生した場
合、印刷を停止します。ただし、用紙サイズエラーを
検出するまで数枚印刷する場合があります。

［階調補正］ 設定 ［ｵﾝ］／［ｵﾌ］

画像階調を補正します。

［ｵﾝ］に設定すると、画像階調の補正を開始します。

この機能を使用するとトナーが消費されます
のでご注意ください。
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用紙設定メニュー

各トレイの用紙に関する設定を行うには、設定メニューから［用紙設定］を
選択します。用紙設定メニューの構成は以下のとおりです。

*1 この項目はオプションの給紙ユニット PF-P09 を装着している場合
に表示されます。

太字は工場出荷時の設定値を表します。

用紙設定 ﾄﾚｲ 1 用紙

ﾄﾚｲ 2 用紙

ﾄﾚｲ 3 用紙*1

［ﾄﾚｲ 1 用紙］ 用紙種類 ［普通紙］／［厚紙］／［厚紙 2］／

［ﾗﾍﾞﾙ紙］／［ﾚﾀｰﾍｯﾄﾞ紙］／［光沢紙］
／［光沢紙 2］／［片面専用用紙］／

［特殊紙］／［封筒］／［ﾊｶﾞｷ］

用紙サイズ 封筒・はがき以外の場合：［A4］／

［A5］／［B5］／［LEGAL］／

［LETTER］／［G LETTER］／

［STATEMENT］／［EXECUTIVE］／

［FOLIO］／［G LEGAL］／［8 1/2 × 
13 1/2］／［不定形］

封筒の場合：［COM10］／［洋形 2 号］

／［封筒 DL］／［洋形 6 号］／［洋形

0 号］／［不定形］

はがきの場合：［ﾊｶﾞｷ］／［往復ﾊｶﾞｷ］
／［不定形］
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［ﾄﾚｲ 1 用紙］ トレイ 1 にセットする用紙の種類とサイズを設定しま

す。用紙サイズで［不定形］を選択した場合は、［長
さ］と［幅］を個別に指定します。

［長さ］の設定範囲は 148 ～ 356 mm です。

（工場出荷時：［297］mm）

［幅］の設定範囲は 92 ～ 216 mm です。

（工場出荷時：［210］mm）

用紙の種類を設定すると、メッセージウィンドウに使
用可能な用紙サイズが表示されます。

［ﾄﾚｲ 2 用紙］ 用紙種類 ［普通紙］／［厚紙］／［厚紙 2］／

［ﾗﾍﾞﾙ紙］／［ﾚﾀｰﾍｯﾄﾞ紙］／［光沢紙］
／［光沢紙 2］／［片面専用用紙］／

［特殊紙］／［ﾊｶﾞｷ］

用紙サイズ はがき以外の場合：［A4］／［A5］／

［B5］／［LETTER］／［G LETTER］

／［STATEMENT］／［EXECUTIVE］
／［不定形］

はがきの場合：［ﾊｶﾞｷ］／［往復ﾊｶﾞｷ］
／［不定形］

トレイ 2 にセットする用紙の種類とサイズを設定しま

す。［不定形］を選択した場合は、［長さ］と［幅］を
個別に指定します。

［長さ］の設定範囲は 148 ～ 297 mm です。

（工場出荷時：［297］mm）

［幅］の設定範囲は 92 ～ 216 mm です。

（工場出荷時：［210］mm）

［ﾄﾚｲ 3 用紙］ 用紙種類 ［普通紙］／［片面専用用紙］／［特殊
紙］

トレイ 3 にセットする用紙の種類を設定します。
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管理者設定メニュー

ネットワークに関する設定など、本機の管理者設定を行うには、設定メ
ニューから［管理者設定］を選択します。管理者設定メニューの構成は以下
のとおりです。

［管理者設定］は管理者専用の設定メニューです。このメニューの設
定項目を表示するには、［管理者設定］を選択後、テンキーで 6 桁の
管理者番号（工場出荷時：000000）を入力してから［選択］キーを
押してください。

管理者設定 ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ設定 管理者番号

機能番号 機能番号を変更

ﾘﾓｰﾄﾓﾆﾀｰ 許可しない

ﾈｯﾄﾜｰｸ設定 TCP/IP

IP ｱﾄﾞﾚｽ設定*1 IP ｱﾄﾞﾚｽ

ｻﾌﾞﾈｯﾄﾏｽｸ

ｹﾞｰﾄｳｪｲ

DHCP*1

BOOTP*1

ARP/PING*1
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HTTP*1

FTP ｻｰﾊﾞｰ *1

FTP 送信*1

SMB 宛先*1

BONJOUR*1

ﾀﾞｲﾅﾐｯｸ DNS*1

IPP*1

RAW ﾎﾟｰﾄ *1 禁止 /許可

双方向

SLP*1

SNMP*1

WSD 印刷*1

WSD ｽｷｬﾝ
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IPSEC*1

IP ｱﾄﾞﾚｽ ﾌｨﾙﾀｰ *1 ｱｸｾｽ許可

ｱｸｾｽ拒否

IPv6*1 禁止 /許可

自動設定*2

ﾘﾝｸ ﾛｰｶﾙ ｱﾄﾞﾚｽ *2

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ ｱﾄﾞﾚｽ *2

ｹﾞｰﾄｳｪｲ *2

NETWARE

APPLETALK

SPEED/DUPLEX

IEEE802.1X

ﾒｰﾙ設定 SMTP
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発信元名

E-mail ｱﾄﾞﾚｽ

件名初期値

SMTP ｻｰﾊﾞｰ ｱﾄﾞﾚｽ

SMTP ﾎﾟｰﾄ番号

SMTP ﾀｲﾑｱｳﾄ

ﾃｷｽﾄ挿入

POP BEFORE SMTP 無効 /有効

POP3 ｻｰﾊﾞｰ 
ｱﾄﾞﾚｽ *3

POP3 ﾎﾟｰﾄ番号*3

POP3 ﾀｲﾑｱｳﾄ *3

POP3 ｱｶｳﾝﾄ *3

POP3 ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ *3
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SMTP 認証 無効 /有効

SMTP ﾕｰｻﾞ名*4

SMTP ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ *4

LDAP 設定 無効 / 有効

LDAP ｻｰﾊﾞ ｱﾄﾞﾚｽ *5

LDAP ﾎﾟｰﾄ番号*5

SSL 設定*5

検索ﾍﾞｰｽ *5

属性*5

検索方法*5

LDAP ﾀｲﾑｱｳﾄ *5

検索最大表示件数*5

認証*5
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LDAP ｱｶｳﾝﾄ *5

LDAP ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ *5

ﾄﾞﾒｲﾝ名*5

ﾒﾓﾘ ﾀﾞｲﾚｸﾄ

USB 設定

ﾌｧｸｽ設定

送信設定

ﾕｰｻﾞｰ設定 ﾌｧｸｽ PTT 設定

日付 / 時刻

ｻﾏｰﾀｲﾑ

日付種類

固定倍率

ﾌｧｸｽ番号
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*1 この項目は［ﾈｯﾄﾜｰｸ設定］ -［TCP/IP］が［有効］に設定されてい
る場合のみ表示されます。
*2 この項目は［ﾈｯﾄﾜｰｸ設定］-［IPv6］-［禁止 / 許可］が［有効］に
設定されている場合に表示されます。
*3 この項目は［ﾒｰﾙ設定］ -［POP BEFORE SMTP］ - ［無効 / 有効］
が［有効］に設定されている場合のみ表示されます。
*4 この項目は［ﾒｰﾙ設定］ -［SMTP 認証］ -［無効 / 有効］が［有効］
に設定されている場合のみ表示されます。
*5 この項目は［LDAP 設定］-［禁止 /許可］が［有効］に設定されて
いる場合のみ表示されます。

ﾕｰｻﾞｰ名

消耗品を交換 転写ﾍﾞﾙﾄ

定着ﾕﾆｯﾄ

転写ﾛｰﾗｰ
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太字は工場出荷時の設定値を表します。

［ﾊﾟｽﾜｰ
ﾄﾞ設定］

［管理者番
号］

新しい管理者番号を設定します。

［機能番
号］

［機能番号
を変更］

機能制限をかけるときのパスワードを設
定します。

パスワードを入力することで、制限のか
かっている機能が使用できます。

工場出荷時は［000000］です。

［許可しな
い］

［ｶﾗｰｺﾋﾟｰ］設定 ［許可する］／［許可
しない］

カラーコピーの使用を許可す
るか、許可しないかを設定し
ます。

［ﾌｧｸｽ送
信］

設定 ［許可する］／［許可
しない］

ファクス送信の使用を許可す
るか、許可しないかを設定し
ます。

［SCAN 
TO 
E-MAIL］

設定 ［許可する］／［許可
しない］

Scan to E-mail の使用を許可

するか、許可しないかを設定
します。

［SCAN 
TO 
USB ﾒﾓﾘｰ］

設定 ［許可する］／［許可
しない］

Scan to USB メモリーの使用

を許可するか、許可しないか
を設定します。

［SCAN 
TO ｻｰﾊﾞｰ］

設定 ［許可する］／［許可
しない］

Scan to サーバーの使用を許

可するか、許可しないかを設
定します。
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［ﾘﾓｰﾄﾓﾆﾀｰ］ 設定 ［ｵﾌ］／［ｵﾝ］

リモートモニター機能を使用するかどう
かを設定します。

［ｵﾝ］：テクニカルサポートによるメ

ニューモードへのアクセスが可能にな
ります。

［ｵﾌ］：テクニカルサポートによるメ

ニューモードへのアクセスはできませ
ん。

この設定はテクニカルサポートが
使用するためのものです。通常は
設定を変更しないでください。

［ﾈｯﾄﾜｰｸ
設定］

［TCP/IP］ 設定 ［無効］／［有効］

本機のネットワーク接続を有効にするか、
無効にするかを設定します。

［IP ｱﾄﾞﾚｽ

設定］

［IP ｱﾄﾞﾚｽ］設定 ［0.0.0.0］

ネットワーク上の本機の IP アドレスを設

定します。

［ｻﾌﾞﾈｯﾄﾏ
ｽｸ］

設定 ［0.0.0.0］

サブネットマスクを設定します。

［ｹﾞｰﾄｳｪｲ］設定 ［0.0.0.0］

ゲートウェイアドレスを設定します。

［DHCP］ 設定 ［無効］／［有効］

ネットワーク上に DHCP サーバーが存在

する場合に、IP アドレスなどのネット

ワーク情報を DHCP サーバーから自動的

に取得するか、しないかを設定します。

［BOOTP］ 設定 ［無効］／［有効］

ネットワーク上に BOOTP サーバーが存

在する場合に、IP アドレスなどのネット

ワーク情報を BOOTP サーバーから自動

的に取得するか、しないかを設定します。

［ARP/PING］ 設定 ［無効］／［有効］

IP アドレスの取得時に ARP/PING コマン

ドを使用するかしないかを設定します。
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［ﾈｯﾄﾜｰｸ
設定］

［HTTP］ 設定 ［無効］／［有効］

HTTP（ハイパーテキスト転送プロトコ

ル）を有効にするか、無効にするかを設
定します。

［FTP ｻｰﾊﾞｰ］ 設定 ［無効］／［有効］

FTP（ファイル転送プロトコル）サー

バーを有効にするか、無効にするかを設
定します。

［FTP 送信］ 設定 ［無効］／［有効］

FTP 送信を有効にするか、無効にするか

を設定します。

［SMB 宛先］ 設定 ［無効］／［有効］

SMB（サーバーメッセージブロック）を

有効にするか、無効にするかを設定しま
す。

［BONJOUR］ 設定 ［無効］／［有効］

Bonjour（ボンジュール）を有効にする

か、許可するかを設定します。

［ﾀﾞｲﾅﾐｯｸ DNS］ 設定 ［無効］／［有効］

ダイナミック DNS を有効にするか、無効

にするかを設定します。

［IPP］ 設定 ［無効］／［有効］

IPP（インターネットプリンティングプロ

トコル）を有効にするか、無効にするか
を設定します。

［HTTP］を［無効］に設定してい
る場合は、IPP は設定できません。

［RAW ﾎﾟｰ

ﾄ］

［禁止 / 許
可］

設定 ［無効］／［有効］

RAW ポートを有効にするか、無効にする

かを設定します。

［双方向］ 設定 ［無効］／［有効］

RAW ポートの双方向通信を有効にする

か、無効にするかを設定します。
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［ﾈｯﾄﾜｰｸ
設定］

［SLP］ 設定 ［無効］／［有効］

SLP（サービスロケーションプロトコル）

を無効にするか、有効にするかを設定し
ます。

［SNMP］ 設定 ［無効］／［有効］

SNMP（シンプルネットワークマネージ

メントプロトコル）を有効にするか、無
効にするかを設定します。

［WSD 印刷］ 設定 ［無効］／［有効］

WSD（Web Services on Devices） 印刷を

有効にするか、無効にするかを設定しま
す。

［WSD ｽｷｬﾝ］ 設定 ［無効］／［有効］

WSD スキャンを有効にするか、無効にす

るかを設定します。

［IPSEC］ 設定 ［無効］／［有効］

IPsec を有効にするか、無効にするかを設

定します。

［IP ｱﾄﾞﾚｽ

ﾌｨﾙﾀｰ］

［ｱｸｾｽ許
可］

設定 ［無効］／［有効］

IP アドレスによるアクセス許可を有効に

するか、無効にするかを設定します。

［ｱｸｾｽ拒
否］

設定 ［無効］／［有効］

IP アドレスによるアクセス拒否を有効に

するか、無効にするかを設定します。
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［ﾈｯﾄﾜｰｸ
設定］

［IPv6］ ［禁止 / 許
可］

設定 ［無効］／［有効］

IPv6 を有効にするか、無効にするかを設

定します。

［自動設
定］

設定 ［はい］／［いいえ］

IPv6 自動設定をするか、しないかを設定

します。

［ﾘﾝｸﾛｰｶﾙ
ｱﾄﾞﾚｽ］

リンクローカルアドレスを表示します。

［ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ
ｱﾄﾞﾚｽ］

グローバルアドレスを表示します。

［ｹﾞｰﾄｳｪｲ］ゲートウェイアドレスを表示します。

［NETWARE］ 設定 ［無効］／［有効］

Netware を有効にするか、無効にするか

を設定します。

［APPLETALK］ 設定 ［無効］／［有効］

AppleTalk を有効にするか、無効にするか

を設定します。

［SPEED/DUPLEX］ 設定 ［自動］／［10BASE FULL］
／［10BASE HALF］／

［100BASE FULL］／

［100BASE HALF］／

［1000BASE FULL］ 

通信速度と双方向通信の通信方式を設定
します。

［IEEE802.1X］ 設定 ［無効］／［有効］

IEEE802.1X 認証設定を有効にするか、無

効にするかを設定します。
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［ﾒｰﾙ設
定］

［SMTP］ 設定 ［無効］／［有効］

本機のメール送信機能を有効にするか、
無効にするかを設定します。

［発信元名］ メールの送信者名（英数字、記号で最大
20 文字）を入力します。

工場出荷時は［bizhub_C25］です。

［E-mail ｱﾄﾞﾚｽ］ メール送信者のメールアドレス（英数字、
記号で最大 64 文字）を入力します。

［件名初期値］ メールで使用する件名（英数字、記号で
最大 20 文字）を入力します。

工場出荷時は［From bizhub C25］です。

［SMTP ｻｰﾊﾞｱﾄﾞﾚｽ ］ SMTP（シンプルメール転送プロトコル）

サーバーの IP アドレスまたはホスト名

（英数字、記号で最大 64 文字）を入力し

ます。

工場出荷時は［0.0.0.0］です。

［SMTP ﾎﾟｰﾄ番号］ 設定 ［25（1-65535）］

SMTP サーバーのポートを設定します。

［SMTP ﾀｲﾑｱｳﾄ］ 設定 ［60 秒（30-300 秒）］

SMTP サーバーのタイムアウト時間（単

位：秒）を設定します。

［ﾃｷｽﾄ挿入］ 設定 ［ｵﾌ］／［ｵﾝ］

規定テキストをメッセージの本文に挿入
するかどうかを設定します。

［ｵﾝ］に設定した場合、以下のテキストが
メッセージの本文に挿入されます。

［The attachment file is a **** format file.］

［Image data (**** format) has been 
attached to the e-mail.］

****：選択されているファイル形式
が表示されます。
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［ﾒｰﾙ設
定］

［POP 
BEFORE 
SMTP］

［無効 / 有
効］

設定 ［無効］／［有効］

POP Before SMTP を有効にするか、無効

にするかを設定します。

［有効］に設定した場合は、時間（単位：
秒）を設定します。設定範囲は 0 ～ 60 秒

（初期設定：1 秒）です。

［POP3 
ｻｰﾊﾞ 
ｱﾄﾞﾚｽ］

POP Before SMTP 認証で使用する POP3
サーバーの IP アドレスまたはホスト名

（英数字、記号で最大 64 文字）を入力し

ます。

工場出荷時は［0.0.0.0］です。

［POP3 
ﾎﾟｰﾄ 番
号］

設定 ［110（1-65535）］

POP3 サーバーとの通信に使用するポー

トを設定します。

［POP3 
ﾀｲﾑｱｳﾄ］

設定 ［30 秒（30-300 秒）］

POP3 サーバーのタイムアウト時間（単

位：秒）を設定します。

［POP3 
ｱｶｳﾝﾄ］

POP3 サーバー認証で使用するユーザー

名（英数字、記号で最大 63 文字）を入力

します。

［POP3 
ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ］

POP3 サーバー認証で使用するパスワー

ド（英数字、記号で最大 15 文字）を入力

します。

［SMTP 認

証］

［無効 / 有
効］

設定 ［無効］／［有効］

SMTP 認証を有効にするか、無効にする

かを設定します。

［SMTP 
ﾕｰｻﾞ名］

SMTP 認証で使用するユーザー名（英数

字、記号で最大 63 文字）を入力します。

［SMTP 
ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ］

SMTP サーバー認証で使用するパスワー

ド（英数字、記号で最大 15 文字）を入力

します。
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［LDAP 
設定］

［無効 / 有効］ 設定 ［無効］／［有効］

LDAP 機能を有効にするか、無効にする

かを設定します。

［LDAP ｻｰﾊﾞ ｱﾄﾞﾚｽ］ LDAP サーバーの IP アドレスまたはホス

ト名（英数字、記号で最大 64 文字）を入

力します。

工場出荷時は［0.0.0.0］です。

［LDAP ﾎﾟｰﾄ番号］ 設定 ［389（1-65535）］

LDAP サーバーのポートを設定します。

SSL 設定を有効にしている場合、LDAP
ポート番号は［636］が選択されていま

す。

［SSL 設定］ 設定 ［無効］／［有効］

SSL 通信を有効にするか、無効にするか

を設定します。

［検索ﾍﾞｰｽ］ LDAP サーバーのディレクトリーから、

検索開始位置（英数字、記号で最大 64 文

字）を指定します。

［属性］ 名前またはメールアドレスを検索する際
に使用する属性（英数字、記号で最大 32
文字）を設定します。

工場出荷時は［cn］です。

［検索方法］ 設定 ［始まる］／［含む］／［終わ
る］

検索方法を設定します。

［始まる］を設定した場合は、指定した文
字で始まっている名前またはメールアド
レスのみが検索されます。

［含む］を設定した場合は、指定した文字
が含まれている名前またはメールアドレ
スが検索されます。

［終わる］を設定した場合は、指定した文
字で終わっている名前またはメールアド
レスのみが検索されます。
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［LDAP 
設定］

［LDAP ﾀｲﾑｱｳﾄ］ 設定 ［60 秒（5-300 秒）］

検索のタイムアウト時間（単位：秒）を
設定します。

［最大検索件数］ 設定 ［100（5-100）］

検索結果の最大表示件数を設定します。

［認証］ 設定 ［共通名］／［Simple］／

［DIGEST-MD5］／

［GSS-SPNEGO］／

［NTLNMv2］

LDAP サーバーのログインに使用する認

証方式を設定します。

［LDAP ｱｶｳﾝﾄ］ LDAP サーバーへの接続に使用するユー

ザー名（英数字、記号で最大 64 文字）を

入力します。

［LDAP ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ］ LDAP サーバーへの接続に使用するパス

ワード（英数字、記号で最大 32 文字）を

入力します。

［ﾄﾞﾒｲﾝ名］ LDAP サーバーへの接続に使用するドメ

イン名（英数字、記号で最大 64 文字）を

入力します。

［ﾒﾓﾘ ﾀﾞｲﾚｸﾄ］ 設定 ［無効］／［有効］

USB メモリーを使っての印刷を有効にす

るか、無効にするかを設定します。

［USB 設定］ 設定 ［Windows］／［Mac］

本機と USB ケーブルで接続しているコン

ピューターのオペレーティングシステム
を選択します。
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［ﾌｧｸｽ設
定］

［ｵｰﾄﾘﾀﾞｲ
ｱﾙ］

［ｵｰﾄﾘﾀﾞｲ
ｱﾙ回数］

設定 ［1（1-10）］

相手が通話中などで応答できない場合に
リダイアルする回数を 1 ～ 10 回の間で設

定します。

［間隔時
間］

設定 ［2 分（2-99 分）］

リダイアルの間隔を 2 ～ 99 分の間で設定

します。

［ﾌｧｸｽ番号確認］ 設定 ［ｵﾌ］／［ｵﾝ］

ファクス番号を直接入力して指定すると
き、ファクス番号を 2 度入力させるかど

うかを設定します。

繰り返し入力させることで、入力ミスに
よる誤送信を防止できます。

［ﾀﾞｲｱﾙﾄｰﾝを検出］ 設定 ［ｵﾌ］／［ｵﾝ］

ダイアル前にダイアルトーンの検出を行
うか、行わないかを設定します。

［送信設
定］

［ﾄｰﾝ / ﾊﾟﾙｽ］ 設定 ［ﾄｰﾝ］／［ﾊﾟﾙｽ］

回線の種類を選択します。回線の種類が
正しく選択されていないと、ファクス通
信はできません。

ご使用の回線の種類を確認してから、設
定してください。

［ﾕｰｻﾞｰ設定］-［ﾌｧｸｽ PTT 設定］

が［ｱﾒﾘｶ］、［ｶﾅﾀﾞ］、［ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ］
の場合、設定は変更できません。

［回線ﾓﾆﾀｰ］ 設定 ［ｵﾌ］／［低］／［高］

回線モニター音の音量を選択します。

［ｵﾌ］に設定している場合でも、
［オンフック］キーを押したときに
はモニター音が聞こえます。
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［送信設
定］

［PSTN/PBX］ 設定 ［PSTN］／［PBX］

PSTN または PBX は、ご利用の環境に合

わせて選択します。

［PSTN］：ご利用の環境に電話交換機

などがない場合に選択します。

［PBX］：ご利用の環境に電話交換機な

どがあり、内線電話システムなどを用
いている場合に選択します。［PBX］を

選択した場合は、外線発信番号を設定
します。

［電話 / ﾌｧｸｽ ﾓｰﾄﾞ］ 設定 ［ｵﾌ］／［ｵﾝ］

着信後、自動的に電話着信とファクス受
信を切り替える機能です。電話機を接続
した場合に設定します。

［ｵﾌ］：ファクスの場合は自動受信され、

電話の場合は応答音だけ相手に返しま
す。

［ｵﾝ］：ファクスの場合は自動受信され、

電話の場合は呼び出し音が鳴ります。

［設定ﾒﾆｭｰ］ - ［ﾌｧｸｽ受信設定］ - 
［受信ﾓｰﾄﾞ］は［自動受信］に設定
します。

［電話呼出し時間］ 設定 ［5 秒］／［10 秒］／［15 秒］

／［20 秒］／［25 秒］／［30
秒］／［60 秒］／［90 秒］／
［120 秒］／［150 秒］／［180
秒］／［240 秒］

電話の呼び出し時間（秒）を設定します。
［電話 / ﾌｧｸｽ ﾓｰﾄﾞ］が［ｵﾝ］の場合に設定
が有効になります。
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［送信設
定］

［留守番電話接続］ 設定 ［ｵﾌ］／［ｵﾝ］

電話機の留守番電話機能を使う場合に設
定します。

［ｵﾝ］に設定した場合、留守番電話応答中
にファクス信号を検出するとファクス受
信に切替えます。

［設定ﾒﾆｭｰ］ - ［ﾌｧｸｽ受信設定］ - 
［受信ﾓｰﾄﾞ］は［自動受信］に設定
します。
［電話 / ﾌｧｸｽﾓｰﾄﾞ］は［ｵﾌ］に設定
してください。

［ﾕｰｻﾞｰ
設定］

［ﾌｧｸｽ PTT 設定］ 設定 ［ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ］／［ｵｰｽﾄﾗﾘｱ］／
［ｵｰｽﾄﾘｱ］／［ﾍﾞﾙｷﾞｰ］／
［ﾌﾞﾗｼﾞﾙ］／［ｶﾅﾀﾞ］／［中
国］／［ﾁｪｺ］／［ﾃﾞﾝﾏｰｸ］／
［ﾖｰﾛｯﾊﾟ］／［ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ］／
［ﾌﾗﾝｽ］／［ﾄﾞｲﾂ］／［ｷﾞﾘｼｬ］
／［香港］／［ﾊﾝｶﾞﾘｰ］／
［ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ］／［ｲｽﾗｴﾙ］／
［ｲﾀﾘｱ］／［日本］／［韓国］
／［ﾏﾚｰｼｱ］／［ﾒｷｼｺ］／
［ｵﾗﾝﾀﾞ］／［ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ］／
［ﾉﾙｳｪｰ］／［ﾌｨﾘﾋﾟﾝ］／
［ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ］／［ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ］／
［ﾛｼｱ］／［ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ］／
［ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ］／［ｽﾛﾊﾞｷｱ］／
［南ｱﾌﾘｶ］／［ｽﾍﾟｲﾝ］／
［ｽｳｪｰﾃﾞﾝ］／［ｽｲｽ］／［台
湾］／［ﾄﾙｺ］／［ｱﾒﾘｶ］／
［ｲｷﾞﾘｽ］／［ﾍﾞﾄﾅﾑ］

本機を設置した国を設定します。
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［ﾕｰｻﾞｰ
設定］

［日付 / 時刻］ 設定 ［時間］：［00:00-23:59］

［日付］：［00/01/01-99/12/31］

［ﾀｲﾑｿﾞｰﾝ］：
［GMT+12:00-GMT-12:00］
（30 分間隔）

現在の日時およびタイムゾーンをテン
キーで入力します。

［ﾌｧｸｽ PTT 設定］が［ｱﾒﾘｶ］また
は［ｶﾅﾀﾞ］に設定されている場合、
サマータイムに合わせて自動的に
時刻が変更されます。

［ｻﾏｰﾀｲﾑ］ 設定 ［ｵﾌ］／［ｵﾝ］［60 分（1-150
分）］

サマータイムの設定を行います。

［ｵﾝ］を選択したときは、1 ～ 150 分の間

で設定できます。

［日付種類］ 設定 ［MM/DD/YY］／［DD/MM/
YY］／［YY/MM/DD］

レポートやリストの日時表示の形式を選
択します。

［固定倍率］ 設定 ［ｲﾝﾁ］／［ﾒﾄﾘｯｸ］

ズーム倍率のプリセットで使用する単位
系を、インチまたはミリメートルのいず
れかに設定します。

［ﾌｧｸｽ番号］ 本機のファクス番号を入力します。数字、
スペース、＋、－で 20 桁まで入力できま

す。

ここで設定したファクス番号が送信先の
文書のヘッダーに印刷されます。

工場出荷時は、なにも登録されていませ
ん。
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［ﾕｰｻﾞｰ
設定］

［ﾕｰｻﾞｰ名］ ユーザー名を入力します。英数字、カタ
カナ、記号で最大 32 文字まで入力できま

す。

ここで設定したユーザー名が送信先の文
書のヘッダーに印刷されます。

工場出荷時は、なにも登録されていませ
ん。

［消耗品
を交換］

［転写ﾍﾞﾙﾄ］ 転写ベルトユニット交換時にカウンター
をリセットします。

［定着ﾕﾆｯﾄ］ 定着ユニット交換時にカウンターをリ
セットします。

［転写ﾛｰﾗｰ］ 転写ローラー交換時にカウンターをリ
セットします。
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コピー設定メニュー

コピー機能に関する設定を行うには、設定メニューから［ｺﾋﾟｰ設定］を選択
します。コピー設定メニューの構成は以下のとおりです。

ｺﾋﾟｰ設定 優先用紙

自動ﾄﾚｲ切換え

優先画質

優先濃度

濃度ﾚﾍﾞﾙ 自動

手動設定

ｼｬｰﾌﾟﾈｽ

ｿｰﾄ設定

N-UP 優先値

4IN1 ﾍﾟｰｼﾞ順

優先両面ｺﾋﾟｰ
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太字は工場出荷時の設定値を表します。

［優先用紙］ 設定 ［ﾄﾚｲ 1］／［ﾄﾚｲ 2］／［ﾄﾚｲ 3］

通常使用するトレイを設定します。

オプションの給紙ユニット PF-P09 を装着して
いない場合、［ﾄﾚｲ 3］は表示されません。

［自動ﾄﾚｲ切り替え］ 設定 ［無効］／［有効］

［有効］に設定すると、指定した給紙トレイの用紙が
なくなった場合に自動的に同じサイズの用紙がセット
されているトレイに切換えて印刷を続行します。

［無効］に設定すると、指定した給紙トレイの用紙が
なくなると印刷を停止します。

［優先画質］ 設定 ［文 / 写］／［文字］／［写真］／［精
細（文 / 写）］／［精細 / 文字］／［精
細 / 写真］

コピーする原稿の種類を設定します。

ADF に原稿をセットすると、初期設定は自動
的に［文 /写］に切換ります。

各設定の解像度について詳しくは、「優先画質
設定と解像度の組み合わせ」（p.125）をごらん
ください。

［優先濃度］ 設定 ［自動］／［手動設定］

通常使用する濃度の設定方法を選択します。

［濃度
ﾚﾍﾞﾙ］

［自動］ 設定 （薄い） （濃い）

下地色の濃度を調整します。

［手動設
定］

設定 （薄い） （濃い）

通常使用するコピー濃度を設定します。

［ｼｬｰﾌﾟﾈｽ］ 設定 （弱い） （強い）

原稿を読込むときの、文字や線などの境界部分の強さ
を設定します。

［ｿｰﾄ設定］ 設定 ［ﾉﾝｿｰﾄ］／［ｿｰﾄ］（1部ごと）

通常使用するコピーのソート方法を設定します。

［N-UP 優先順］ 設定 ［1IN1］／［2IN1］／［4IN1］

1 枚の用紙に印刷するページ数を設定します。
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優先画質設定と解像度の組み合わせ

各設定と解像度の組み合わせは以下になります。

［4IN1 ﾍﾟｰｼﾞ順］ 設定 ［横順］／［縦順］

4IN1 コピーで読み込んだ原稿のページレイアウトを

設定します。

［優先両面ｺﾋﾟｰ］ 設定 ［ｵﾌ］／［長辺とじ］／［短辺とじ］

通常使用する両面コピーの設定を選択します。

［ｵﾌ］に設定した場合は、通常両面コピーがオフにな
ります。

［長辺とじ］に設定した場合は、通常両面コピーがオ
ンになり、長辺とじで出力されます。

［短辺とじ］に設定した場合は、通常両面コピーがオ
ンになり、短辺とじで出力されます。

原稿ガラス カラー ［文 /写］、［文字］、［写真］ 600 × 300 dpi

［精細（文 /写）］、［精細 / 文
字］、［精細 / 写真］

600 × 600 dpi

モノクロ ［文 /写］、［文字］、［写真］ 600 × 300 dpi

［精細（文 /写）］、［精細 / 文
字］、［精細 / 写真］

600 × 600 dpi

ADF カラー ［文 /写］、［文字］、［写真］ 300 × 300 dpi

［精細（文 /写）］、［精細 / 文
字］、［精細 / 写真］

600 × 300 dpi

モノクロ ［文 /写］、［文字］、［写真］ 600 × 300 dpi

［精細（文 /写）］、［精細 / 文
字］、［精細 / 写真］

600 × 300 dpi
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ダイアル登録メニュー

常用、短縮ダイアル、グループダイアルを登録するには、設定メニューから
［ﾀﾞｲｱﾙ登録］を選択します。ダイアル登録メニューの構成は以下のとおりで
す。

ファクス送信設定メニュー

詳しくは、［ファクスユーザーズガイド］（Documentation CD-ROM 内の
PDF マニュアル）をごらんください。

［常用］ よく使う短縮ダイアルまたはグループダイアルを、常用
に登録します。［登録宛先］キーを押し、
［▼／▲］キーですばやく指定できます。

常用には最大 20 件登録できます。

詳しくは、「常用に登録する」（p.295）をごらんくださ

い。

［短縮ﾀﾞｲｱﾙ］ よく使うファクス番号またはメールアドレスを、短縮ダ
イアルに登録します。ファクス番号またはメールアドレ
スの手入力をしないため、簡単に呼び出せ、正確に相手
先を指定できます。

短縮ダイアルはファクス番号またはメールアドレスを最
大 220 件登録できます。

詳しくは、「直接入力で短縮ダイアルを登録する」
（p.304）または「LDAP 検索を使って短縮ダイアルを登

録する」（p.308）をごらんください。

［ｸﾞﾙｰﾌﾟ ﾀﾞｲｱﾙ］よく使う同報相手先を、グループダイアルに登録しま
す。登録したグループを選択するだけで、複数の相手先
を呼び出すことができます。

1 つのグループダイアルには、最大 50 件登録できます。

グループダイアルは最大 20 件登録できます。

詳しくは、「グループダイアルを登録する」（p.318）を

ごらんください。

常用

短縮ﾀﾞｲｱﾙ

ｸﾞﾙｰﾌﾟﾀﾞｲｱﾙ

ﾀﾞｲｱﾙ登録
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ファクス受信設定メニュー

詳しくは、［ファクスユーザーズガイド］（Documentation CD-ROM 内の
PDF マニュアル）をごらんください。

レポート設定メニュー

詳しくは、［ファクスユーザーズガイド］（Documentation CD-ROM 内の
PDF マニュアル）をごらんください。

読込み設定メニュー

スキャナー機能に関する設定を行うには、設定メニューから［読込み設定］
を選択します。読込み設定メニューの構成は以下のとおりです。

読込み設定 ﾌｧｲﾙ形式

符号化方式

解像度

優先画質

濃度ﾚﾍﾞﾙ

ｼｬｰﾌﾟﾈｽ

読込みｻｲｽﾞ

ﾌｧｲﾙ ｻｲｽﾞ

ｽﾀｰﾄｷｰ
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太字は工場出荷時の設定値を表します。

［ﾌｧｲﾙ形式］ 設定 ［TIFF］／［PDF］／［JPEG］

スキャンしたデータをメールで送信するときのファイ
ル形式を選択します。

PDF ファイルは Adobe Acrobat Reader で開く
ことができます。

［ｶﾗｰ / ｸﾞﾚｰ］でスキャンした TIFF ファイルは、
Windows XP の Windows Picture と FAX 
Viewer または、Windows Vista の Windows 
Photo Gallery では開くことができません。こ
れらのファイルは、アプリケーション（例え
ば Adobe PhotoShop、Microsoft Office 
Document Imaging または ACDsee）で画像処
理すると開くことができます。

［符号化方式］ 設定 ［MH］／［MR］／［MMR］

スキャンしたデータをメールで送信するときの圧縮方
法を選択します。

MH、MR、MMR の順に圧縮率が高くなります。

メール送信時のカラー設定で［白黒］を選択
した場合のみ有効となります。

スキャンカラーの設定については、「スキャンカラー
の設定」（p.342）をごらんください。

［解像度］ 設定 ［150×150dpi］／［300×300dpi］

メールで送信するスキャンデータの解像度を設定しま
す。

［優先画質］ 設定 ［文 / 写］／［文字］／［写真］

通常使用するスキャンデータの画質を選択します。

［濃度ﾚﾍﾞﾙ］ 設定 （薄い） （濃い）

通常使用するスキャンデータの濃度を選択します。

［ｼｬｰﾌﾟﾈｽ］ 設定 （弱い） （強い）

原稿を読込むときの、文字や線などの境界部分の強さ
を設定します。
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［読込みｻｲｽﾞ］ 設定 ［A5］／［A4］／［B5］／

［STATEMENT］／［LETTER］／

［LEGAL］

スキャンサイズを設定します。

［ﾌｧｲﾙ ｻｲｽﾞ］ 設定 ［分割しない］／［分割する］

メールで送信するスキャンデータのサイズを制限する
かどうかを選択します。

［分割する］を選択した場合は、1 ～ 10Mb の範囲で

上限サイズを指定します。送信するデータが上限サイ
ズを超える場合は、複数の添付ファイルとして分割送
信されます。

複数の添付ファイルを受信するには、分割送
信に対応するメールソフトウェアが必要です。

［ｽﾀｰﾄｷｰ］ 設定 ［白黒］／［ｶﾗｰ / ｸﾞﾚｰ］

スタートキーの動作を設定します。
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PS/PCL プリントメニュー
メイン（コピーモード）画面で［PS/PCL ﾌﾟﾘﾝﾄ］を選択して［選択］キー
を押すと、本機の PS/PCL プリントメニューが表示されます。PS/PCL プリ
ントメニューでは、本機のハードディスク（オプション）に蓄積されたジョ
ブの印刷や削除、印刷するときの各種設定を変更できます。

PS/PCL プリントメニューの構成は以下のとおりです。

PS/PCL プリントメニュー内で 1 つ前の画面に戻るには、［戻る］キー
を押します。（設定値の入力中に［戻る］キーを押した場合、その設
定は反映されません。）

*1 この項目はオプションのハードディスクキット HD-P03 を装着して
いる場合に表示されます。

PS/PCL ﾌﾟﾘﾝﾄ 保存 / 印刷ﾒﾆｭｰ *1

用紙ﾒﾆｭｰ

品質ﾒﾆｭｰ

ｼｽﾃﾑ ﾒﾆｭｰ
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保存／印刷メニュー

本機のハードディスク（オプション）に蓄積されたジョブを印刷、削除する
には、PS/PCL プリントメニューから［保存 / 印刷ﾒﾆｭｰ］を選択します。保
存／印刷メニューの構成は以下のとおりです。

この項目はオプションのハードディスクキットHD-P03を装着してい
る場合に表示されます。

［保存 / 印刷ﾒﾆｭｰ］を選択しているとき、ハードディスクにジョブが蓄
積されていないと、［保存ｼﾞｮﾌﾞなし］というメッセージが表示され
ます。

保存 / 印刷ﾒﾆｭｰ （ﾕｰｻﾞｰ名） （ｼﾞｮﾌﾞ名） 印刷

削除

［印刷］ 以下の手順でジョブを印刷します。

1. 印刷したいジョブを選択し、［選択］キーを
押します。

2.［印刷］を選択し、［選択］キーを押します。

パスワードが設定してある場合は、パス
ワードを入力してください。

3. 印刷部数を設定し、［選択］キーを押します。

4. カラーで印刷する場合は、［スタート（カ
ラー）］キーを押します。モノクロで印刷する
場合は、［スタート（モノクロ）］キーを押しま
す。

［削除］ 以下の手順でジョブを削除します。

1. 削除したいジョブを選択し、［選択］キーを
押します。

2.［削除］を選択し、［選択］キーを押します。

パスワードが設定してある場合は、パス
ワードを入力してください。

3.［はい］を選択し、［選択］キーを押します。
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用紙メニュー

印刷で使用する用紙の管理を行うには、PS/PCL プリントメニューから［用
紙ﾒﾆｭｰ］を選択します。用紙メニューの構成は以下のとおりです。

用紙ﾒﾆｭｰ 任意のﾄﾚｲ設定 ﾄﾚｲ 1 用紙 ﾄﾚｲ 1 任意のｻｲｽﾞ

ﾄﾚｲ 1 任意の種類

ﾄﾚｲ 2 用紙 ﾄﾚｲ 2 任意のｻｲｽﾞ

ﾄﾚｲ 2 任意の種類

ﾄﾚｲ 3 用紙 *1 ﾄﾚｲ 3 任意の種類

自動ﾄﾚｲ切替え

ﾄﾚｲ ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞ ﾄﾚｲ ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞ ﾓｰﾄﾞ

論理ﾄﾚｲ 0

•
•
•
•

論理ﾄﾚｲ 9

両面印刷

印刷枚数
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*1 この項目はオプションの給紙ユニット PF-P09 を装着している場合
に表示されます。

*2 この項目はオプションのハードディスクキット HD-P03 またはコン
パクトフラッシュカードを装着している場合に表示されます。

太字は工場出荷時の設定値を表します。

部単位印刷 *2

［任意のﾄﾚｲ
設定］

［ﾄﾚｲ 1 用
紙］

［ﾄﾚｲ 1 任
意のｻｲｽﾞ］

設定 ［ｵﾝ］／［ｵﾌ］

トレイ 1 で設定した任意の用紙サイズ

の設定を適用するかしないかを設定し
ます。

［ﾄﾚｲ 1 任
意の種類］

設定 ［ｵﾝ］／［ｵﾌ］

トレイ 1 で設定した任意の用紙種類の

設定を適用するかしないかを設定しま
す。

［ﾄﾚｲ 2 用
紙］

［ﾄﾚｲ 2 任
意のｻｲｽﾞ］

設定 ［ｵﾝ］／［ｵﾌ］

トレイ 2 で設定した任意の用紙サイズ

の設定を適用するかしないかを設定し
ます。

［ﾄﾚｲ 2 任
意の種類］

設定 ［ｵﾝ］／［ｵﾌ］

トレイ 2 で設定した任意の用紙種類の

設定を適用するかしないかを設定しま
す。

［ﾄﾚｲ 3 用
紙］

［ﾄﾚｲ 3 任
意の種類］

設定 ［ｵﾝ］／［ｵﾌ］

トレイ 3 で設定した任意の用紙種類の

設定を適用するかしないかを設定しま
す。

［自動ﾄﾚｲ切替え］ 設定 ［ｵﾝ］／［ｵﾌ］

［ｵﾝ］に設定すると、指定した給紙トレ
イの用紙がなくなった場合に自動的に
同じサイズの用紙がセットされている
トレイに切換えて印刷を続行します。

［ｵﾌ］に設定すると、指定した給紙トレ
イの用紙がなくなると印刷を停止しま
す。
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［ﾄﾚｲ 
ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞ］

［ﾄﾚｲ ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞ ﾓｰﾄﾞ］ 設定 ［ｵﾝ］／［ｵﾌ］

トレイマッピング機能を使用するかし
ないかを設定します。

［論理ﾄﾚｲ 0］ ～ ［論
理ﾄﾚｲ 9］

設定 ［物理ﾄﾚｲ 1］／［物理ﾄﾚｲ 2］
／［物理ﾄﾚｲ 3］

他社のプリンタードライバーからプリ
ントジョブを受信したときに、どの給
紙トレイを使用して印刷するかを設定
します。

［論理ﾄﾚｲ 1］のみ工場出荷時の設定値が

［物理ﾄﾚｲ 1］に設定されています。［論

理ﾄﾚｲ 1］以外は、［物理ﾄﾚｲ 2］が工場出

荷時の設定値です。

［物理ﾄﾚｲ 3］はオプションの給紙
ユニット PF-P09 を装着している
場合に表示されます。

［両面印刷］ 設定 ［ｵﾌ］／［長辺綴じ］／
［短辺綴じ］

［長辺綴じ］ に設定すると、横にめくる

レイアウトになるように両面印刷を行
います。

［短辺綴じ］に設定すると、縦にめくる
レイアウトになるように両面印刷を行
います。

プリンタードライバーでの設定がこの
メニューの設定より優先されます。

［印刷枚数］ 設定 ［1 (1-9999)］

印刷部数を設定します。

プリンタードライバーでの設定が、こ
のメニューの設定より優先されます。

［部単位印刷］ 設定 ［ｵﾝ］／［ｵﾌ］

複数部印刷する場合に部単位で印刷す
るかしないかを設定します。

プリンタードライバーでの設定が、こ
のメニューの設定より優先されます。
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品質メニュー

印刷の品質に関する設定を行うには、PS/PCL プリントメニューから［品質
ﾒﾆｭｰ］を選択します。品質メニューの構成は以下のとおりです。

品質ﾒﾆｭｰ ｶﾗｰﾓｰﾄﾞ

明るさ調整

ｽｸﾘｰﾝ ｲﾒｰｼﾞ印刷

ﾃｷｽﾄ印刷

ｸﾞﾗﾌｨｯｸｽ印刷

ｴｯｼﾞ強調 ｲﾒｰｼﾞ印刷

ﾃｷｽﾄ印刷

ｸﾞﾗﾌｨｯｸｽ印刷

ｴｯｼﾞ強度

ｴｺﾉﾐｰ印刷

PCL 印刷設定 ｺﾝﾄﾗｽﾄ

ｲﾒｰｼﾞ印刷 RGB ｿｰｽ
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RGB 特性

ｸﾞﾚｰ再現

ﾃｷｽﾄ印刷 RGB ｿｰｽ

RGB 特性

ｸﾞﾚｰ再現

ｸﾞﾗﾌｨｯｸｽ印刷 RGB ｿｰｽ

RGB 特性

ｸﾞﾚｰ再現

PS 印刷設定 ｲﾒｰｼﾞ印刷 RGB ｿｰｽ

RGB 特性

ｸﾞﾚｰ再現

出力ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ

ﾃｷｽﾄ印刷 RGB ｿｰｽ
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RGB 特性

ｸﾞﾚｰ再現

出力ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ

ｸﾞﾗﾌｨｯｸｽ印刷 RGB ｿｰｽ

RGB 特性

ｸﾞﾚｰ再現

出力ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ

ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ 
ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ

ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ 特
性

CMYK ｸﾞﾚｲ再現

階調補正 濃度補正

CMYK 濃度調整 ｼｱﾝ ﾊｲﾗｲﾄ部

中
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ｼｬﾄﾞｳ部

ﾏｾﾞﾝﾀ ﾊｲﾗｲﾄ部

中

ｼｬﾄﾞｳ部

ｲｴﾛｰ ﾊｲﾗｲﾄ部

中

ｼｬﾄﾞｳ部

ﾌﾞﾗｯｸ ﾊｲﾗｲﾄ部

中

ｼｬﾄﾞｳ部

色分解
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太字は工場出荷時の設定値を表します。

［ｶﾗｰﾓｰﾄﾞ］ 設定 ［ｶﾗｰ］／［ﾓﾉｸﾛ］

［ｶﾗｰ］に設定すると、データをフルカラーで印刷します。

［ﾓﾉｸﾛ］に設定すると、データをモノクロで印刷します。

［明るさ調
整］

設定 [+15%] ／ [+10%] ／ [+5%] ／ [0%] ／ [-5%]
／ [-10%] ／ [-15%]

印刷する画像の明るさを調節します。

［ｽｸﾘｰﾝ］ ［ｲﾒｰｼﾞ印刷］ 設定 ［高精細］／［精細］／［ｽﾑ
ｰｽﾞ］

画像の中間色の再現性を設定します。

［高精細］に設定すると、高精密に中間色
を再現します。

［精細］に設定すると、詳細に中間色を再
現します。

［ｽﾑｰｽﾞ］に設定すると、なめらかに中間色
を再現します。

［ﾃｷｽﾄ印刷］ 設定 ［高精細］／［精細］／［ｽﾑ
ｰｽﾞ］

テキストの中間色の再現性を設定します。

［高精細］に設定すると、高精密に中間色
を再現します。

［精細］に設定すると、詳細に中間色を再
現します。

［ｽﾑｰｽﾞ］に設定すると、なめらかに中間色
を再現します。

［ｸﾞﾗﾌｨｯｸｽ印
刷］

設定 ［高精細］／［精細］／［ｽﾑ
ｰｽﾞ］

グラフィックの中間色の再現性を設定しま
す。

［高精細］に設定すると、高精密に中間色
を再現します。

［精細］に設定すると、詳細に中間色を再
現します。

［ｽﾑｰｽﾞ］に設定すると、スムーズに中間色
を再現します。
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［ｴｯｼﾞ強調］［ｲﾒｰｼﾞ印刷］ 設定 ［ｵﾝ］／［ｵﾌ］

イメージのエッジを強調します。

［ｵﾝ］に設定すると、エッジを強調します。

［ｵﾌ］に設定すると、エッジを強調しませ
ん。

［ｴｺﾉﾐｰ印刷］が［ｵﾝ］に設定さ
れ ている場合、エッジの強調は
行いません。

［ﾃｷｽﾄ印刷］ 設定 ［ｵﾝ］／［ｵﾌ］

テキストのエッジを強調します。

［ｵﾝ］に設定すると、エッジを強調します。

［ｵﾌ］に設定すると、エッジを強調しませ
ん。

［ｸﾞﾗﾌｨｯｸｽ印
刷］

設定 ［ｵﾝ］／［ｵﾌ］

グラフィックのエッジを強調します。

［ｵﾝ］に設定すると、エッジを強調します。

［ｵﾌ］に設定すると、エッジを強調しませ
ん。

［ｴｺﾉﾐｰ印刷］が［ｵﾝ］に設定さ
れ ている場合、エッジの強調は
行いません。

［ｴｯｼﾞ強度］ 設定 ［ｵﾌ］／［弱］／［中］／［強］

エッジを強くする場合、付加するエッジ強度ドットの強さ
を設定します。

［ｵﾌ］に設定すると、エッジ強度ドットを付加しません。

［弱］に設定すると、エッジ強度ドットを弱めに付加しま
す。

［中］に設定すると、エッジ強度ドットを付加します。

［強］に設定すると、エッジ強度ドットを強めに付加しま
す。

このメニューを［ｵﾌ］に設定すると、［ｴｯｼﾞ強調］
の各設定が［ｵﾝ］に設定されていても、エッジ強
調は行われません。
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［ｴｺﾉﾐｰ印刷］設定 ［ｵﾝ］／［ｵﾌ］

トナー消費量を抑えた印刷を行うかどうかを設定します。

［ｵﾝ］に設定すると、消費量を抑えた印刷を行います。

［ｵﾌ］に設定すると、消費量を抑えた印刷を行いません。

このメニューを［ｵﾝ］に設定すると、［ｴｯｼﾞ強調］
の［ｲﾒｰｼﾞ印刷］と［ｸﾞﾗﾌｨｯｸ印刷］が［ｵﾝ］に設
定されていても、エッジ強調は行われません。

［PCL 印刷設

定］

［ｺﾝﾄﾗｽﾄ］ 設定 [+15%] ／ [+10%] ／ [+5%] ／
[0%] ／ [-5%] ／ [-10%] ／
[-15%]

印刷する画像のコントラストを調節しま
す。

［ｲﾒｰｼﾞ印刷］ ［RGB ｿｰｽ］設定 ［ﾃﾞﾊﾞｲｽ色］／
［sRGB］

RGB の画像データのカラース

ペースを設定します。

［ﾃﾞﾊﾞｲｽ色］に設定すると、本
機のデバイスプロファイルを
使用します。

ダウンロードマネージャーま
たは PageScope Web 
Connection で RGB ソースプ

ロファイルをダウンロードし
ている場合は、設定値に追加
して表示されます。
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［RGB 特

性］

設定 ［鮮やか］／［写真
調］

RGB の画像データを CMYK の

データに変換するときの特性
を設定します。

［鮮やか］に設定すると、鮮や
かな出力になります。

［写真調］に設定すると、より
明るい出力になります。

［ｸﾞﾚｰ再現］設定 ［4 色 (CMYK) ﾄﾅｰ］
／［全て黒 (K) ﾄﾅｰ］
／［黒のみ黒
(K) ﾄﾅｰ］

RGB の画像データの黒色とグ

レーの再現方法を設定します。

［4 色 (CMYK) ﾄﾅｰ］に設定する

と、CMYK を使用して再現し

ます。

［全て黒 (K) ﾄﾅｰ］に設定する

と、ブラックを使用して再現
します。

［黒のみ黒 (K) ﾄﾅｰ］に設定す

ると、黒色のみブラックを使
用して再現します。

［ﾃｷｽﾄ印刷］ ［RGB ｿｰｽ］設定 ［ﾃﾞﾊﾞｲｽ色］／
［sRGB］

RGB のテキストデータのカ

ラースペースを設定します。

［ﾃﾞﾊﾞｲｽ色］に設定すると、カ
ラースペースを設定しません。

ダウンロードマネージャーま
たは PageScope Web 
Connection で RGB ソースプ

ロファイルをダウンロードし
ている場合は、設定値に追加
して表示されます。
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［RGB 特

性］

設定 ［鮮やか］／［写真
調］

RGB のテキストデータを

CMYK のデータに変換する時

の特性を設定します。

［鮮やか］に設定すると、鮮や
かな出力になります。

［写真調］に設定すると、より
明るい出力になります。

［ｸﾞﾚｰ再現］設定 ［4 色 (CMYK) ﾄﾅｰ］
／［全て黒 (K) ﾄﾅｰ］
／［黒のみ黒
(K) ﾄﾅｰ］

RGB のテキストデータの黒色

とグレーの再現方法を設定し
ます。

［4 色 (CMYK) ﾄﾅｰ］に設定す

ると、CMYK を使用して再現

します。

［全て黒 (K) ﾄﾅｰ］に設定する

と、ブラックを使用して再現
します。

［黒のみ黒 (K) ﾄﾅｰ］に設定す

ると、黒色のみブラックを使
用して再現します。

［ｸﾞﾗﾌｨｯｸｽ印
刷］

［RGB ｿｰｽ］設定 ［ﾃﾞﾊﾞｲｽ色］／
［sRGB］

RGB のグラフィックデータの

カラースペースを設定します。

［ﾃﾞﾊﾞｲｽ色］ に設定すると、カ

ラースペースを設定しません。

ダウンロードマネージャーま
たは PageScope Web 
Connection で RGB ソースプ

ロファイルをダウンロードし
ている場合は、設定値に追加
して表示されます。
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［RGB 特

性］

設定 ［鮮やか］／［写真
調］

SRGB のグラフィックデータ

を CMYK のデータに変換する

時の特性を設定します。

［鮮やか］に設定すると、鮮や
かな出力になります。

［写真調］に設定すると、より
明るい出力になります。

［ｸﾞﾚｰ再現］設定 ［4 色 (CMYK) ﾄﾅｰ］
／［全て黒 (K) ﾄﾅｰ］
／［黒のみ黒
(K) ﾄﾅｰ］

RGB のグラフィックデータの

黒色とグレーの再現方法を設
定します。

［4 色 (CMYK) ﾄﾅｰ］に設定する

と、CMYK を使用して再現し

ます。

［全て黒 (K) ﾄﾅｰ］に設定する

と、ブラックを使用して再現
します。

［黒のみ黒 (K) ﾄﾅｰ］に設定する

と、黒色のみブラックを使用
して再現します。
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［PS 印刷設

定］

［ｲﾒｰｼﾞ印刷］ ［RGB ｿｰｽ］設定 ［ﾃﾞﾊﾞｲｽ色］／
［sRGB］／

［AppleRGB］／

［AdobeRGB1998］
／
［ColorMatchRGB］
／
［BlueAdjustRGB］

RGB の画像データのカラース

ペースを設定します。

［ﾃﾞﾊﾞｲｽ色］に設定すると、カ
ラースペースを設定しません。

ダウンロードマネージャーま
たは PageScope Web 
Connection で RGB ソースプ

ロファイルをダウンロードし
ている場合は、設定値に追加
して表示されます。

［RGB 特

性］

設定 ［鮮やか］／［写真
調］／［相対色］
／［絶対色］

RGB の画像データを CMYK の

データに変換するときの特性
を設定します。

［鮮やか］に設定すると、鮮や
かな出力になります。

［写真調］に設定すると、より
明るい出力になります。

［相対色］に設定すると、相対
色が RGB ソースプロファイル

に反映されます。

［絶対色］に設定すると、絶対
色が RGB ソースプロファイル

に反映されます。
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［ｸﾞﾚｰ再現］設定 ［4 色 (CMYK) ﾄﾅｰ］
／［全て黒 (K) ﾄﾅｰ］
／［黒のみ黒
(K) ﾄﾅｰ］

RGB の画像データの黒色とグ

レーの再現方法を設定します。

［4 色 (CMYK) ﾄﾅｰ］に設定する

と、CMYK を使用して再現し

ます。

［全て黒 (K) ﾄﾅｰ］に設定する

と、ブラックを使用して再現
します。

［黒のみ黒 (K) ﾄﾅｰ］に設定する

と、黒色のみブラックを使用
して再現します。

［出力
ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ］

設定 ［自動］

出力プロファイルを設定しま
す。

［自動］に設定すると、設定さ
れたカラーマッチングや、中
間色、他のプロファイルの組
み合わせにより、プリンター
が自動的に適応する出力プロ
ファイルを選択します。

ダウンロードマネージャーま
たは PageScope Web 
Connection で出力プロファイ

ルをダウンロードしている場
合は、設定値に追加して表示
されます。
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［ﾃｷｽﾄ印刷］ ［RGB ｿｰｽ］設定 ［ﾃﾞﾊﾞｲｽ色］／
［sRGB］／

［AppleRGB］／

［AdobeRGB1998］
／
［ColorMatchRGB］
／
［BlueAdjustRGB］

RGB のテキストデータのカ

ラースペースを設定します。

［ﾃﾞﾊﾞｲｽ色］に設定すると、カ
ラースペースを設定しません。

ダウンロードマネージャーま
たは PageScope Web 
Connection で RGB ソースプ

ロファイルをダウンロードし
ている場合は、設定値に追加
して表示されます。

［RGB 特

性］

設定 ［鮮やか］／［写真
調］／［相対色］
／［絶対色］

RGB のテキストデータを

CMYK のデータに変換すると

きの特性を設定します。

［鮮やか］に設定すると、鮮や
かな出力になります。

［写真調］に設定すると、より
明るい出力になります。

［相対色］に設定すると、相対
色が RGB ソースプロファイル

に反映されます。

［絶対色］に設定すると、絶対
色が RGB ソースプロファイル

に反映されます。
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［ｸﾞﾚｰ再現］設定 ［4 色 (CMYK) ﾄﾅｰ］
／［全て黒 (K) ﾄﾅｰ］
／［黒のみ黒
(K) ﾄﾅｰ］

RGB のテキストデータの黒色

とグレーの再現方法を設定し
ます。

［4 色 (CMYK) ﾄﾅｰ］に設定する

と、CMYK を使用して再現し

ます。

［全て黒 (K) ﾄﾅｰ］に設定する

と、ブラックを使用して再現
します。

［黒のみ黒 (K) ﾄﾅｰ］に設定する

と、黒色のみブラックを使用
して再現します。

［出力
ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ］

設定 ［自動］

出力プロファイルを設定しま
す。

［自動］に設定すると、設定さ
れたカラーマッチングや、中
間色、他のプロファイルの組
み合わせにより、プリンター
が自動的に適応する出力プロ
ファイルを選択します。

ダウンロードマネージャーま
たは PageScope Web 
Connection で出力プロファイ

ルをダウンロードしている場
合は、設定値に追加して表示
されます。
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［ｸﾞﾗﾌｨｯｸｽ印
刷］

［RGB ｿｰｽ］設定 ［ﾃﾞﾊﾞｲｽ色］／
［sRGB］／

［AppleRGB］／

［AdobeRGB1998］
／
［ColorMatchRGB］
／
［BlueAdjustRGB］

RGB のグラフィックデータの

カラースペースを設定します。

［ﾃﾞﾊﾞｲｽ色］に設定すると、カ
ラースペースを設定しません。

ダウンロードマネージャーま
たは PageScope Web 
Connection で RGB ソースプ

ロファイルをダウンロードし
ている場合は、設定値に追加
して表示されます。

［RGB 特

性］

設定 ［鮮やか］／［写真
調］／［相対色］
／［絶対色］

RGB のグラフィックデータを

CMYK のデータに変換すると

きの特性を設定します。

［鮮やか］に設定すると、鮮や
かな出力になります。

［写真調］に設定すると、より
明るい出力になります。

［相対色］に設定すると、相対
色が RGB ソースプロファイル

に反映されます。

［絶対色］に設定すると、絶対
色が RGB ソースプロファイル

に反映されます。
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［ｸﾞﾚｰ再現］設定 ［4 色 (CMYK) ﾄﾅｰ］
／［全て黒 (K) ﾄﾅｰ］
／［黒のみ黒
(K) ﾄﾅｰ］

RGB のグラフィックデータの

黒色とグレーの再現方法を設
定します。

［4 色 (CMYK) ﾄﾅｰ］に設定する

と、CMYK を使用して再現し

ます。

［全て黒 (K) ﾄﾅｰ］に設定する

と、ブラックを使用して再現
します。

［黒のみ黒 (K) ﾄﾅｰ］に設定する

と、黒色のみブラックを使用
して再現します。

［出力
ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ］

設定 ［自動］

出力プロファイルを設定しま
す。

［自動］に設定すると、設定さ
れたカラーマッチングや、中
間色、他のプロファイルの組
み合わせにより、プリンター
が自動的に適応する出力プロ
ファイルを選択します。

ダウンロードマネージャーま
たは PageScope Web 
Connection で出力プロファイ

ルをダウンロードしている場
合は、設定値に追加して表示
されます。
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［ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ］ ［ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ 
ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ］

設定 ［なし］／
［SWOP］／

［Euroscale］／

［CommercialPres
s］／

［JapanColor］／

［TOYO］／［DIC］

シミュレーションプロファイ
ルを選択します。

［なし］に設定すると、シミュ
レーションプロファイルを設
定しません。

ダウンロードマネージャーま
たは PageScope Web 
Connection でシミュレーショ

ンプロファイルをダウンロー
ドしている場合は、設定値に
追加して表示されます。

［ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ 
特性］

設定 ［相対色］／［絶対
色］

シミュレーションプロファイ
ルの特性を設定します。

［相対色］に設定すると、相対
色がシミュレーションプロ
ファイルに反映されます。

［絶対色］に設定すると、絶対
色がシミュレーションプロ
ファイルに反映されます。
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［CMYK ｸﾞ

ﾚｲ再現］

設定 ［4 色 (CMYK) ﾄﾅｰ］
／［全て黒 (K) ﾄﾅｰ］
／［黒のみ黒
(K) ﾄﾅｰ］

CMYK の 4 色で作成された黒

色とグレーの再現方法を設定
します。

［4 色 (CMYK) ﾄﾅｰ］に設定する

と、CMYK を使用して再現し

ます。

［全て黒 (K) ﾄﾅｰ］に設定する

と、ブラックを使用して再現
します。

［黒のみ黒 (K) ﾄﾅｰ］に設定する

と、黒色のみブラックを使用
して再現します。
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［階調補正］［濃度補正］ 設定 ［ｵﾝ］／［ｵﾌ］

［ｵﾝ］に設定すると、画質調整を有効にし
ます。

［ｵﾌ］に設定すると、画質調整を無効にし
ます。

［CMYK 濃度

調整］

［ｼｱﾝ］／
［ﾏｾﾞﾝﾀ］／
［ｲｴﾛｰ］／
［ﾌﾞﾗｯｸ］

［ﾊｲﾗｲﾄ部］設定 ［+3］／

［+2］／

［+1］／

［0］／

［-1］／

［-2］／

［-3］

ハイライト部の
CMYK 濃度を設定

します。

［中］ 設定 ［+3］／

［+2］／

［+1］／

［0］／

［-1］／

［-2］／

［-3］

中間部の CMYK 濃

度を設定します。

［ｼｬﾄﾞｳ部］設定 ［+3］／

［+2］／

［+1］／

［0］／

［-1］／

［-2］／

［-3］

シャドー部の
CMYK 濃度を設定

します。
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システムメニュー

本機の印刷時の動作に関する設定を行うには、PS/PCL プリントメニューか
ら［ｼｽﾃﾑ ﾒﾆｭｰ］を選択します。システムメニューの構成は以下のとおりで
す。

［色分解］ 設定 ［ｵﾝ］／［ｵﾌ］

［ｵﾝ］に設定すると、色分解を有効にします。1 ページを

YMCK の色要因で分割して黒で 4 ページ印刷します

（YMCK 順）。

［ｵﾌ］に設定すると、色分解を無効にします。

ｼｽﾃﾑ ﾒﾆｭｰ ｴﾐｭﾚｰｼｮﾝ 優先ｴﾐｭﾚｰｼｮﾝ

ﾎﾟｽﾄｽｸﾘﾌﾟﾄ ｳｪｲﾄﾀｲﾑｱｳﾄ

PS ｴﾗｰﾍﾟｰｼﾞ

PS ﾌﾟﾛﾄｺﾙ

自動ﾄﾗｯﾋﾟﾝｸﾞ

ﾌﾞﾗｯｸｵｰﾊﾞｰﾌﾟ
ﾘﾝﾄ

PCL 改行ｺｰﾄﾞ

ﾌｫｰﾑﾗｲﾝ

ﾌｫﾝﾄｿｰｽ ﾌｫﾝﾄ番号
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ﾋﾟｯﾁｻｲｽﾞ
（ﾎﾟｲﾝﾄｻｲｽﾞ）

ｼﾝﾎﾞﾙｾｯﾄ

XPS*1 電子署名

XPS ｴﾗｰﾍﾟｰｼﾞ

用紙設定 ﾃﾞﾌｫﾙﾄ用紙 用紙ｻｲｽﾞ

不定形 ｻｲｽﾞ *2

用紙種類

ﾓﾉｸﾛ ﾍﾟｰｼﾞ

ｽﾀｰﾄ ｵﾌﾟｼｮﾝ ｽﾀｰﾄ ﾍﾟｰｼﾞ

保存ｼﾞｮﾌﾞ 
ﾀｲﾑｱｳﾄ *3

HDD ﾌｫｰﾏｯﾄ *3 ﾕｰｻﾞｰ領域の
み

全領域

ﾒﾓﾘｰｶｰﾄﾞﾌｫｰﾏ
ｯﾄ *4

ﾕｰｻﾞｰ領域の
み
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*1 この項目はオプションのハードディスクキット HD-P03 またはコン
パクトフラッシュカードを装着している場合に表示されます。
*2 この項目は［用紙設定］-［ﾃﾞﾌｫﾙﾄ用紙］-［用紙ｻｲｽﾞ］を［不定
形］に設定している場合に表示されます。
*3 この項目はオプションのハードディスクキット HD-P03 を装着して
いる場合に表示されます。
*4 この項目はコンパクトフラッシュカードを装着している場合に表示
されます。

全領域
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太字は工場出荷時の設定値を表します。

［ｴﾐｭﾚｰｼｮﾝ］［優先ｴﾐ
ｭﾚｰｼｮﾝ］

設定 ［自動］／［ﾎﾟｽﾄｽｸﾘﾌﾟﾄ］／［PCL］

プリンター制御言語を選択します。

［自動］を選択した場合は、本機が受信したプリント
ジョブから自動的にプリンター制御言語を選択しま
す。

［ﾎﾟｽﾄｽｸﾘ
ﾌﾟﾄ］

［ｳｪｲﾄﾀｲﾑ
ｱｳﾄ］

設定 ［0 (0-300)］

ポストスクリプトエラーと判断するまで
の時間を設定します。

［0］に設定すると、タイムアウトしませ

ん。

［PS ｴﾗｰﾍﾟ
ｰｼﾞ］

設定 ［ｵﾝ］／［ｵﾌ］

ポストスクリプトエラーが発生したとき
に、エラーページを印刷するかどうかを
設定します。

［PS 
ﾌﾟﾛﾄｺﾙ］

設定 ［自動］／［標準］／
［ﾊﾞｲﾅﾘｰ］

ポストスクリプトのデータストリームと
のデータ通信のプロトコルを設定します。

［自動］に設定すると、本機がデータスト
リームから自動的に適合するプロトコル
を判断します。

［自動
ﾄﾗｯﾋﾟﾝｸﾞ］

設定 ［ｵﾝ］／［ｵﾌ］

自動トラップ機能を設定すると、絵柄の
周囲に白い隙間が出ないように隣り合う
色を重ねて印刷します。

［ﾌﾞﾗｯｸｵｰ
ﾊﾞｰﾌﾟﾘﾝﾄ］

設定 ［ﾃｷｽﾄとｸﾞﾗﾌｨｯｸ］／［ﾃｷｽﾄ］
／［ｵﾌ］

ブラックオーバープリント機能を使うと、
黒い文字や図形の周囲に白い隙間が出な
いように隣り合う色に黒を重ねて印刷し
ます。

［ﾃｷｽﾄとｸﾞﾗﾌｨｯｸ］に設定すると、重なる
条件を文字と図に設定します。

［ﾃｷｽﾄ］に設定すると、重なる条件を文字
に設定します。
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［PCL］ ［改行
ｺｰﾄﾞ］

設定 [CR=CR LF=LF]/[CR=CRLF 
LF=LF]/[CR=CR LF=LFCR]/
[CR=CRLF LF=LFCR]

PCL 言語での改行コードの定義を選択し

ます。

［ﾌｫｰﾑﾗｲﾝ］設定 ［60 (5-128)］

PCL 言語でのページごとの線数を選択し

ます。

［ﾌｫﾝﾄｿｰｽ］［ﾌｫﾝﾄ番号］設定 ［0 (0-102)］

PCL 言語でのデフォルトの

フォントを設定します。

表示されるフォント番号は
PCL フォントリストに対応し

ています。フォントリストの
印刷については「レポート /
ステータスメニュー」（p.93）
をごらんください。

［ﾋﾟｯﾁｻｲｽﾞ］
（［ﾎﾟｲﾝﾄｻ
ｲｽﾞ］）

設定 ［10.00
(0.44-99.99)］

［12.00 
(4.00-999.75)］

PCL 言語でのフォントサイズ

を設定します。

［ﾌｫﾝﾄ番号］で選択したフォン
トがビットマップフォントの
場合、［ﾋﾟｯﾁｻｲｽﾞ］と表示され
ます。アウトラインフォント
の場合は､［ﾎﾟｲﾝﾄｻｲｽﾞ］と表
示されます。

［ｼﾝﾎﾞﾙｾｯﾄ］PCL 言語で使用するシンボル

セットを選択します。

工場出荷時の設定値は、
［PC8］に設定されています。
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［XPS］ ［電子署
名］

設定 ［有効］／［無効］

XPS 電子署名を有効にするか無効にする

かを設定します。

［有効］に設定すると、XPS 電子署名が有

効になります。

［無効］に設定すると、XPS 電子署名が無

効になります。

［XPS ｴﾗｰ
ﾍﾟｰｼﾞ］

設定 ［ｵﾝ］／［ｵﾌ］

XPS エラー発生時にエラーページを印刷

するかしないかを設定します。

［ｵﾝ］に設定すると、XPS エラー発生時に

エラーページを印刷します。

［ｵﾌ］に設定すると、XPS エラー発生時に

エラーページを印刷しません。

［用紙設定］［ﾃﾞﾌｫﾙﾄ用
紙］

［用紙
ｻｲｽﾞ］

設定 ［LETTER] ／［LEGAL] ／
［EXECUTIVE] ／［A4] ／［A5]
／［A6] ／［B5] ／［B6] ／［G 
LETTER] ／［STATEMENT] ／
［FOLIO] ／［SP FOLIO] ／［UK 
QUARTO] ／［FOOLSCAP] ／［G 
LEGAL] ／［16K] ／［PHOTO 
10x15] ／［ｶｲ 16] ／［ｶｲ 32] ／
［洋形 2 号 ] ／［封筒 DL] ／
［洋形 6 号 ] ／［長形 3号 ]／
［長形 4 号 ] ／［B5(ISO)] ／
［封筒 #10] ／［ﾊｶﾞｷ ] ／［往復
ﾊｶﾞｷ ] ／［8 1/8x13 1/4] ／
［8 1/2x13 1/2] ／［不定形 ]

通常使用する用紙のサイズを設定します。

［設定ﾒﾆｭｰ］-［管理者設定］ -
［ﾕｰｻﾞｰ設定］-［固定倍率］
を［ｲﾝﾁ］に設定すると、
［PHOTO 10x15］は［PHOTO 
4x6］に変更されます。
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［不定形
ｻｲｽﾞ］

設定 通常使用する用紙が不定形サ
イズの場合、用紙サイズを設
定します。

［幅］の設定範囲は、92 ～ 216 
mm(3.63 ～ 8.50 インチ ) で
す。

工場出荷時の設定値は、［210 
mm］([8.27] インチ ) です。

［長さ］の設定範囲は、148 ～ 
356 mm(5.83 ～ 14.00 インチ )
です。

工場出荷時の設定値は、［297 
mm］([11.69] インチ ) です。

［用紙種
類］

設定 ［普通紙］／［再生紙］／［厚
紙 1］／［厚紙 2］／［ﾗﾍﾞﾙ

紙］／［封筒］／［ﾊｶﾞｷ］／
［ﾚﾀｰﾍｯﾄﾞ］／［光沢紙 1］／

［光沢紙 2］／［両面不可紙］

／［特殊紙］

通常使用する用紙の種類を設定します。

［ﾓﾉｸﾛ 
ﾍﾟｰｼﾞ］

設定 ［自動］／［ﾓﾉｸﾛ印刷］／［ｶﾗｰ印刷］

カラー指定したプリントジョブの中にあるモノクロページの動作
を設定します。

［自動］に設定すると、プリントジョブの先頭ページで自動判別
を行います。

［ﾓﾉｸﾛ印刷］に設定すると、ページごとにモノクロの自動判別を
行います。

［ｶﾗｰ印刷］に設定すると、モノクロページがあってもカラーモー
ドで印刷します。

［ｽﾀｰﾄ 
ｵﾌﾟｼｮﾝ］

［ｽﾀｰﾄ 
ﾍﾟ - ｼﾞ］

設定 ［ｵﾝ］／［ｵﾌ］

本機の電源を入れたときに PS/PCL メニューマップを

印刷するかしないかを設定します。
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［保存ｼ ｮ゙ﾌﾞ 
ﾀｲﾑｱｳﾄ］

設定 ［無効］／［1 時間］／［4 時間］／［1 日］／［1 週

間］

ハードディスクに保存したプリントジョブを消去するまでの時間
を設定します。

［無効］に設定した場合は、時間によるプリントジョブの消去を
行いません。

［HDD ﾌｫｰﾏｯ
ﾄ］

［ﾕｰｻﾞｰ領
域のみ］

ハードディスクのユーザー領域を初期化します。この
メニューを実行すると、本機は自動的に再起動しま
す。

［全領域］ ハードディスクを初期化します。このメニューを実行
すると、本機は自動的に再起動します。

［ﾒﾓﾘｰｶｰﾄﾞ
ﾌｫｰﾏｯﾄ］

［ﾕｰｻﾞｰ領
域のみ］

メモリーカードのユーザー領域を初期化します。この
メニューを実行すると、本機は自動的に再起動しま
す。

［全領域］ メモリーカードを初期化します。このメニューを実行
すると、本機は自動的に再起動します。
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メモリプリントメニュー
メイン（コピーモード）画面で［ﾒﾓﾘ ﾌﾟﾘﾝﾄ］を選択して［選択］キーを押
すと、本機のメモリプリントメニューが表示されます。メモリプリントメ
ニューでは、メモリプリントの操作や、メモリプリントに関する各種設定を
行えます。

メモリプリントメニューの構成は以下のとおりです。

このメニューはオプションのハードディスクキットHD-P03またはコ
ンパクトフラッシュカードを装着している場合のみ表示されます。
また、ユーザー認証機能においてパブリックユーザーを許可してい
ない場合は表示されません。ユーザー認証機能について詳しくは、
［リファレンスガイド］（Documentation CD-ROM 内の PDF マニュア
ル）をごらんください。

ﾒﾓﾘ ﾌﾟﾘﾝﾄ ﾌｧｲﾙ ﾘｽﾄ

ﾌｧｲﾙ ﾀｲﾌﾟ
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太字は工場出荷時の設定値を表します。

［ﾌｧｲﾙ 
ﾘｽﾄ］

印刷したいファイルを選択して、［選択］キーを押してくださ
い。

印刷したいファイルがフォルダー内にある場合は、フォルダー
を選択して、選択キーを押してください。

［用紙選択］設定 ［LETTER］／［LEGAL］／

［EXECUTIVE］／［A4］／［A5］／

［A6］／［B5(JIS)］／［B6(JIS)］／

［G LETTER］／［STATEMENT］／

［FOLIO］／［SP FOLIO］／［UK 
QUARTO］／［FOOLSCAP］／

［G LEGAL］／［16K］／［写真ｻｲｽﾞ 
10x15］／［KAI 16］／［KAI 32］／

［洋形 2 号］／［封筒 DL］／［洋形 6
号］／［長形 3 号］／［長形 4 号］／

［B5(ISO)］／［封筒 Com10］／［はが

き 100x148］／［往復はがき 148x200］
／［8 1/2 x 13 1/2］／

［8 1/8 x 13 1/4］／［不定形］

用紙のサイズを選択して設定します。

初期設定は、［PS/PCL ﾌﾟﾘﾝﾄ］ -［ｼｽﾃﾑﾒﾆｭｰ］ - 
［用紙設定］ -［ﾃﾞﾌｫﾙﾄ用紙］ -［用紙ｻｲｽﾞ］で
設定した項目になります。

［設定ﾒﾆｭｰ］ -［管理者設定］ -［ﾕｰｻﾞｰ設定］ - 
［固定倍率］を［ｲﾝﾁ］に設定すると、［写真
ｻｲｽﾞ 10x15］は［写真ｻｲｽﾞ 4x6］に変更さ
れます。

選択したファイルが PDF、XPS ファイルの
場合、この項目は表示されません。

［片面 / 両
面］

設定 ［片面］／［両面］

［両面］に設定すると、両面印刷を行います。さら
に、とじ方向を設定してください。

［長辺とじ］に設定すると、横にめくるレイアウト
になるように両面印刷を行います。

［短辺とじ］に設定すると、縦にめくるレイアウト
になるように両面印刷を行います。
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［ｺﾋﾟｰ部数］設定 ［1 (1-9999)］

印刷部数を設定します。

選択したファイルが XPS ファイルの場合、
この項目は表示されません。

［仕上がり］設定 ［ﾉﾝｿｰﾄ］／［ｿｰﾄ（1 部ごと）］

複数部印刷する場合に部単位で印刷するかしないか
を設定します。

［ﾉﾝｿｰﾄ］に設定すると、部単位印刷を行いません。

［ｿｰﾄ（1 部ごと）］に設定すると、部単位印刷を行

います。

［ﾌｧｲﾙ  
ﾀｲﾌﾟ］

設定 ［PDF,XPS,TIFF,JPG］／［PDF,XPS］

表示するファイルの種類を選択します。
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4用紙の取り扱い



使用できる用紙

用紙のサイズ

用紙 用紙サイズ 給紙トレ

イ *1
両面印

刷

コピー スキャ

ン

ファク

スミリ（mm） インチ（in.）
Letter 215.9 × 279.4 8.5 × 11.0 1/2/3 ○ ○ ○ ○

Legal 215.9 × 355.6 8.5 × 14.0 1/3 ○ ○ *2 ○ *2 ○

Executive 184.2 × 266.7 7.25 × 10.5 1/2/3 ○ ○ × ×

A4 210.0 × 297.0 8.2 × 11.7 1/2/3 ○ ○ ○ ○

A5 148.0 × 210.0 5.9 × 8.3 1/2 × ○ ○ ×

A6 105.0 × 148.0 1/2 × × × ×

B5 (JIS) 182.0 × 257.0 7.2 × 10.1 1/2/3 ○ ○ ○ ×

B6 128.0 × 182.0 1/2 ○ × × ×

Government 
Letter

203.2 × 266.7 8.0 × 10.5 1/2 ○ ○ × ×

Statement 139.7 × 215.9 5.5 × 8.5 1/2 × ○ ○ ×

Folio 210.0 × 330.0 8.25 × 13.0 1 ○ ○ *2 ○ *3 ×

SP Folio 215.9 × 322.3 8.5 × 12.7 1 ○ × × ×

UK Quarto 203.2 × 254.0 8.0 × 10.0 1/2 ○ × × ×

Foolscap 203.2 × 330.2 8.0 × 13.0 1 ○ × × ×

Government 
Legal

215.9 × 330.2 8.5 × 13.0 1/3 ○ × × ×

16K 195.0 × 270.0 7.7 × 10.6 1/2 ○ × × ×

Photo size 4 × 
6"(10 × 15)

101.6 × 152.4 4.0 × 6.0 1/2 × × × ×

Kai 16 185.0 × 260.0 7.3 × 10.2 1/2 ○ × × ×

Kai 32 130.0 × 185.0 5.1 × 7.3 1/2 × × × ×

8 1/2 × 13 1/2 215.9 × 342.9 8.5 × 13.5 1 ○ ○ *2 × ×

8 1/8 × 13 1/4 206.4 × 336.6 8.125 × 13.25 1 ○ × × ×

ハガキ 100.0 × 148.0 3.9 × 5.8 1/2 × ○ × ×

往復ハガキ 148.0 × 200.0 5.8 × 7.9 1/2 × ○ × ×

B5 (ISO) 176.0 × 250.0 6.9 × 9.8 1 × × × ×

封筒 #10 104.8 × 241.3 4.125 × 9.5 1 × ○ × ×

洋形 6 号 190.5 × 98.4 7.5 × 3.875 1 × × × ×

封筒 DL 220.0 × 110.0 8.7 × 4.3 1 × ○ × ×

洋形 2 号 162.0 × 114.0 6.4 × 4.5 1 × × × ×

長形 3 号 120.0 × 235.0 4.7 × 9.2 1 × ○ × ×

長形 4 号 90.0 × 205.0 3.5 × 8.1 1 × × × ×
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カスタムサイズは上の表の数値の範囲でプリンタードライバーから
設定してください。

トレイ 2 でカスタムサイズ用紙を使用する場合、幅が 210 mm（8.25
インチ）を超え、長さが 279 mm（11.0 インチ）を超える用紙は、
トレイの構造上、用紙後端がたわんだ状態でセットされます。（最大
長さ 297 mm（11.7 インチ））
これらのカスタムサイズ用紙をご利用になる場合は、手差しトレイ
を使用するか、トレイ 2 で 100 枚以内の枚数で使用してください。

カスタムサイズ

（トレイ 1）
92.0 ~ 216.0

（幅）× 148.0 ~ 
356.0（長さ）

3.6 ~ 8.5
（幅）× 5.8 ~ 
14.0（長さ）

1 × × × ×

カスタムサイズ

（トレイ 2）
92.0 ~ 216.0

（幅）× 148.0 ~ 
297.0（長さ）

3.6 ~ 8.5
（幅）× 5.8 ~ 
11.7（長さ）

2 × × × ×

カスタムサイズ

（両面）

182.0 ~ 216.0
（幅）× 254.0 ~ 
356.0（長さ）

7.2 ~ 8.5
（幅）× 10.0 ~ 
14.0（長さ）

- ○ × × ×

カスタムサイズ

（スキャン）

12.7 ~ 215.9
（幅）× 12.7 ~ 
297.0（長さ）

0.5 ~ 8.5
（幅） × 0.5 ~ 
11.7（長さ）

- - ○ ○ *4 ×

備考 :
*1 トレイ 1 = 手差しトレイ

トレイ 3 = 普通紙、片面専用用紙、特殊紙

*2 ADF 使用時のみ

*3 ADF からの TWAIN スキャン時のみ

*4 原稿ガラスからの TWAIN スキャン時のみ

用紙 用紙サイズ 給紙トレ

イ *1
両面印

刷

コピー スキャ

ン

ファク

スミリ（mm） インチ（in.）
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用紙の種類

普通紙以外の特殊紙に印刷する際には、十分な品質の印刷結果が得られる
か、あらかじめ確認印刷をしてください。

用紙はセットするまで包装紙の中に入れ、平らな場所で保管してください。

普通紙（再生紙）

以下の用紙を使用してください。

販売店で取り扱っている OA 用紙、再生紙など、プリンターとコピー対
応の普通紙（再生紙）

以下のような用紙は使用しないでください。印刷品質の低下や、紙づまり、
本機の故障の原因になります。

表面加工されている用紙（カーボン紙、カラー加工された紙など）

カーボン紙

感熱紙、熱転写用紙

水転写用紙

感圧紙

アイロンプリント用紙

インクジェットプリンター用紙（スーパーファイン紙、光沢フィルム、
はがきなど）

容量 トレイ 1
（手差しトレ
イ）

100 枚（用紙の厚さにより変わります）

トレイ 2 250 枚（用紙の厚さにより変わります）

トレイ 3 500 枚（用紙の厚さにより変わります）

用紙のセッ
ト方向

トレイ 1
（手差しトレ
イ）

印刷面が下向き

トレイ 2/3 印刷面が上向き

プリンター
ドライバー
での用紙種
類の設定

［普通紙］

（［再生紙］）

坪量 60 ～ 90 g/m2

両面印刷 「用紙のサイズ」（p.166）をごらんください。
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一度印刷に使用した用紙
• インクジェットプリンターで印刷された用紙
• モノクロ／カラーのレーザープリンター／コピー機で印刷された用紙
• 熱転写プリンターで印刷された用紙
• 他のプリンターやファクス機で印刷された用紙

湿気のある用紙
湿度が 15% ～ 85% の場所に用紙を保管してください。湿気があるとト
ナーは用紙にうまく付着しません。

粘着性のある用紙

折られた用紙、しわのある用紙、エンボス加工されている用紙、曲がっ
た用紙

穴の開いた用紙、パンチ穴加工された用紙、破れた用紙

なめらかすぎる用紙、あらすぎる用紙、織られたもの

表と裏で紙質（あらさ）が異なる用紙

薄すぎる用紙、厚すぎる用紙

静電気がたまっている用紙

アルミ箔や金箔、光っているもの

感熱紙、または定着部の温度（180°C）に耐性がない用紙

変則的な形の（長方形でない、正しい角度で断裁されていない）用紙

のり、テープ、クリップ、ステープル、リボン、留め金、ボタンがつい
ているもの

酸性のもの

その他対応していない用紙

厚紙

坪量 90 g/m2 より厚い用紙を厚紙として扱います。どの厚紙の場合も、あら
かじめ普通紙で確認印刷をして確認してください。

厚紙には連続印刷することができます。ただし、用紙の品質や印刷環境に
よっては、給紙がうまくいかない場合があります。問題が起こったときは、
連続印刷を中止し、一度に 1 枚だけ印刷するようにしてください。

容量 トレイ 1 
（手差しトレイ）
トレイ 2

20 枚（用紙の厚さにより変わります）

トレイ 3 対応していません。

用紙のセッ
ト方向

トレイ 1
（手差しトレイ）

印刷面が下向き

トレイ 2 印刷面が上向き
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以下のような使い方はしないでください。

トレイ 1 の中で厚紙を他の用紙と混ぜないでください。紙づまりの原因
になります。

封筒

封筒の表面（宛先（表）面）のみに印刷が可能です。種類によっては、3 枚
構造になっているものがあります（表面／裏面／折り返し）。その場合、重
なっている部分の印刷が欠けたり、かすれる可能性があります。

封筒には連続印刷することができます。ただし、用紙の品質や印刷環境に
よっては、給紙がうまくいかない場合があります。問題が起こったときは、
連続印刷を中止し、一度に 1 枚だけ印刷するようにしてください。

以下の封筒を使用してください。

接合部が斜めで、折り目と縁がしっかりしている事務用封筒

印刷時に高温のローラー部を通過するため、封にのりがついた封
筒はのりが接着してしまう場合があります。乳液質の接着剤が使
われている封筒をお使いください。

レーザープリンター対応の封筒

乾いている封筒

プリンター
ドライバー
での用紙種
類の設定

［厚紙 1（91-150 g/m²）］

［厚紙 2（151-210 g/m²）］

坪量 91 ～ 210 g/m²

両面印刷 コピー機能時には対応していません。

プリント機能時には対応しています。

「用紙のサイズ」（p.166）をごらんください。

容量 トレイ 1 
（手差しトレイ）

10 枚（用紙の厚さにより変わります）

トレイ 2/3 対応していません。

用紙のセッ
ト方向

印刷面が下向き

プリンター
ドライバー
での用紙種
類の設定

［封筒］

両面印刷 対応していません。
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以下のような封筒は使用しないでください。

折り返し部分にのりがついている封筒、封にのりがついた封筒

テープシール、金属の留め具、クリップ、ファスナー、はがして使用す
るシールがついている封筒

窓付きの封筒

表面が粗い和紙などの封筒

定着部の熱（180°C）で溶けたり、燃焼、蒸発、有毒ガスを発生するも
のが使われている封筒

すでにのりでとじられている封筒

ラベル紙

ラベル紙は、表面の紙（印刷面）、シール部分、台紙で構成されています。

表面の紙は、普通紙の仕様にしたがってください。

表面の紙が台紙全体を覆い、シール部分が表面に出ない用紙を使用して
ください。

ラベル紙には連続印刷することができます。ただし、用紙の品質や印刷環境
によっては、給紙がうまくいかない場合があります。問題が起こったとき
は、連続印刷を中止し、一度に 1 枚だけ印刷するようにしてください。

お使いのアプリケーションにしたがってラベル紙用のデータを作成してくだ
さい。また、印刷がずれないか、普通紙で確認印刷をして確認してくださ
い。ラベル紙への印刷についての詳細は、お使いのアプリケーションのマ
ニュアルをごらんください。

以下のラベル紙を使用してください。

レーザープリンター用ラベル紙

容量 トレイ 1 
（手差しトレイ）
トレイ 2

20 枚（用紙の厚さにより変わります）

トレイ 3 対応していません。

用紙のセッ
ト方向

トレイ 1
（手差しトレイ）

印刷面が下向き

トレイ 2 印刷面が上向き

プリンター
ドライバー
での用紙種
類の設定

［ラベル紙］

両面印刷 対応していません。
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以下のようなラベル紙は使用しないでください。

はがれやすいラベル紙

裏紙がはがされていたり、のりがむき出しになっているラベル紙

ラベルが定着ユニットに貼り付き、紙づまりが起こる可能性があり
ます。

最初から断裁されているラベル紙

レターヘッド

レターヘッドには連続印刷することができます。ただし、用紙の品質や印刷
環境によっては、給紙がうまくいかない場合があります。問題が起こったと
きは、連続印刷を中止し、一度に 1 枚だけ印刷するようにしてください。

お使いのアプリケーションにしたがってレターヘッド用のデータを作成して
ください。また、あらかじめ普通紙で確認印刷をして確認してください。

容量 トレイ 1 
（手差しトレイ）
トレイ 2

20 枚（用紙の厚さにより変わります）

トレイ 3 対応していません。

用紙のセッ
ト方向

トレイ 1
（手差しトレイ）

印刷面が下向き

トレイ 2 印刷面が上向き

プリンター
ドライバー
での用紙種
類の設定

［レターヘッド紙］

両面印刷 対応していません。

使用禁止

型抜きされて台紙面が露
出しているラベル紙

使用可

断裁されていない
ページ全体のラベル紙
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はがき

はがきには連続印刷することができます。ただし、用紙の品質や印刷環境に
よっては、給紙がうまくいかない場合があります。問題が起こったときは、
連続印刷を中止し、一度に 1 枚だけ印刷するようにしてください。

お使いのアプリケーションにしたがってはがき用のデータを作成してくださ
い。また、あらかじめ普通紙で確認印刷をして確認してください。

以下のはがきを使用してください。

サイズ：100 × 148 mm
（市販のはがきには、使用できないものがあります。）

以下のようなはがきは使用しないでください。

光沢のあるもの

曲がっているもの

インクジェットプリンター用はがき

切り込みやミシン目のあるはがき

すでに印刷されているもの、色加工されているもの
（はがきの製造時に表面に散布される、紙同士の貼り付きを防止する粉
が給紙ローラーに付着して給紙できなくなる場合があります。）

大きく曲がっていたり、先端が
曲がっているもの

容量 トレイ 1 
（手差しトレイ）
トレイ 2

20 枚（用紙の厚さにより変わります）

トレイ 3 対応していません。

用紙のセッ
ト方向

トレイ 1
（手差しトレイ）

印刷面が下向き

トレイ 2 印刷面が上向き

プリンター
ドライバー
での用紙種
類の設定

［はがき］

両面印刷 対応していません。
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はがきが曲がっているときは、トレイ 1/2 に
セットする前に曲がっている部分を平らにし
ておいてください。

光沢紙

あらかじめ普通紙で確認印刷をして確認してください。

光沢紙には連続印刷することができます。ただし、用紙の品質や印刷環境に
よっては、給紙がうまくいかない場合があります。問題が起こったときは、
連続印刷を中止し、一度に 1 枚だけ印刷するようにしてください。

以下のような使い方はしないでください。

トレイの中で光沢紙を他の用紙と混ぜないでください。紙づまりの原因
になります。

以下のような光沢紙は使用しないでください。

インクジェットプリンター用のもの

容量 トレイ 1 
（手差しトレイ）
トレイ 2

20 枚（用紙の厚さにより変わります）

トレイ 3 対応していません。

用紙のセッ
ト方向

トレイ 1
（手差しトレイ）

印刷面が下向き

トレイ 2 印刷面が上向き

プリンター
ドライバー
での用紙種
類の設定

［光沢紙 1（100-128 g/m²）］

［光沢紙 2（129-158 g/m²）］

坪量 100 ～ 158 g/m²

両面印刷 対応していません。
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片面専用用紙

用紙の片面のみに印刷します。片面専用用紙は連続印字することができます
が、用紙の品質や印刷環境によっては、正しく給紙できない場合がありま
す。問題が起こったときは、連続印刷を中止し、一度に 1 枚だけ印刷する
ようにしてください。

坪量 60 ～ 90 g/m2 の普通紙で、両面に印刷したくない用紙（すでに 1 面目
に印刷がされている用紙など）をセットする場合に選択します。

以下の用紙を使用してください。

販売店で取り扱っている OA 用紙、再生紙など、レーザープリンター対
応の普通紙（再生紙）

同じプリンターで印刷された普通紙

以下のような用紙は使用しないでください。

普通紙で使用を禁止しているもの

容量 トレイ 1
（手差しトレイ）

100 枚（用紙の厚さにより変わります）

トレイ 2 250 枚（用紙の厚さにより変わります）

トレイ 3 500 枚（用紙の厚さにより変わります）

用紙のセッ
ト方向

トレイ 1
（手差しトレイ）

印刷面が下向き

トレイ 2/3 印刷面が上向き

プリンター
ドライバー
での用紙種
類の設定

［片面専用用紙（60-90g/m2）］

坪量 60 ～ 90 g/m2

両面印刷 対応していません。
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特殊紙

特殊紙は連続印字することができますが、用紙の品質や印刷環境によって
は、正しく給紙できない場合があります。問題が起こったときは、連続印刷
を中止し、一度に 1 枚だけ印刷するようにしてください。

坪量 60 ～ 90 g/m2 の普通紙で、カラー上質紙（カラーペーパー）などの特
別な用紙をセットする場合に選択します。

自動トレイ切り替え時、用紙が自動選択されません。

以下の用紙を使用してください。

レーザープリンター対応の用紙

以下のような用紙は使用しないでください。

普通紙で使用を禁止しているもの

容量 トレイ 1
（手差しトレイ）

100 枚（用紙の厚さにより変わります）

トレイ 2 250 枚（用紙の厚さにより変わります）

トレイ 3 500 枚（用紙の厚さにより変わります）

用紙のセッ
ト方向

トレイ 1
（手差しトレイ）

印刷面が下向き

トレイ 2/3 印刷面が上向き

プリンター
ドライバー
での用紙種
類の設定

［特殊紙（60-90g/m2）］

坪量 60 ～ 90 g/m2

両面印刷 コピー機能時には対応していません。

プリント機能時には対応しています。

「用紙のサイズ」（p.166）をごらんください。
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印刷可能領域

コピー時とプリント時では印刷可能領域が異なります。印刷するときには注
意してください。

コピー時

すべての用紙サイズで、用紙の端から
4.0mm を除く領域が、印刷可能領域
になります。

プリント時

すべての用紙サイズで、用紙の端から
4.2 mm を除く領域が、印刷可能領域
になります。

アプリケーションでページサイズの
ユーザー設定を行うときは、最適な結
果が得られるように印刷可能領域内に
おさまるサイズを設定してください。

封筒の場合

封筒では、表面（宛先面）への印刷のみが可能です。また、（表面の）封の
重なる部分への印刷結果は保証されません。保証されない領域の大きさは、
封筒の種類によって異なります。

封筒の印刷方向は、お使いのアプリケーションによって決まります。

a a

a

a

印刷可能
領域

a = コピー時 4.0 mm、
　0 プリント時 4.2 mm

a = コピー時 4.0 mm、プリント時 4.2 mm

印刷されない領域

保証されない領域

印刷が保証される領域

表面（印刷可能） 裏面（印刷不可）

a a

a

a
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ページ余白

ページ余白の設定はお使いのアプリケーションによって決まります。用紙サ
イズや余白を既定値から選択すると、印刷できない領域が生じる場合があり
ます。最適な結果を得るためには、カスタム設定で本機の印刷可能領域内に
おさまる設定を行ってください。
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用紙のセット
ご注意

種類やサイズの異なる用紙を混ぜてセットしないでください。紙づまりの原
因となります。

ご注意

用紙の側面は鋭利なため、けがをする恐れがあります。

用紙を補給するときは、まずトレイ内に残っている用紙をすべて取り除き、
補給する用紙とあわせ、用紙の端をそろえてから給紙トレイにセットしてく
ださい。

トレイ 1（手差しトレイ）

トレイ 1 から印刷できる用紙の種類、サイズについては、「使用できる用
紙」（p.166）をごらんください。

普通紙／片面専用用紙／特殊紙の場合

1 トレイ 1 を開きます。
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2 用紙ガイドを広げます。

3 押し上げ板の中央付近を左右の
ロック爪（白色）がロックする
まで押し下げます。

4 印刷したい面を下向きにして用
紙をセットします。
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用紙は上限を示すガイド
を超えないようにセット
してください。
普通紙は一度に 100 枚

（80 g/m2）までセットで
きます。

5 用紙のサイズに用紙ガイドを合
わせます。

6［設定ﾒﾆｭｰ］-［用紙設定］-［ﾄﾚｲ 1 用紙］を選択し、セットした用紙の
種類やサイズを設定します。詳しくは、「用紙設定メニュー」（p.100）
をごらんください。

その他の用紙

普通紙以外の用紙をセットする場合、最適な印刷結果を得るためにプリン
タードライバーの［用紙種類］を正しく設定してください。（厚紙 1、厚紙
2、封筒など）
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封筒の場合

1 トレイ 1 を開きます。

2 用紙ガイドを広げます。

3 押し上げ板の中央付近を左右の
ロック爪（白色）がロックする
まで押し下げます。
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4 フタを上側にして封筒をセット
します。

セットする前に、封筒内
部の空気を押し出し、封
筒の折目をしっかり押え
てください。空気が残っ
ていたり折り目がしっか
り押えられていないと、
封筒にしわが出来たり、
紙づまりの原因になりま
す。

封筒は一度に 10 枚まで
セットできます。

フタが封筒の長辺にある
場合（洋形 2 号、洋形 6
号、封筒 DL）はフタを
本機側にしてセットして
ください。

5 用紙のサイズに用紙ガイドを合
わせます。
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6［設定ﾒﾆｭｰ］-［用紙設定］-［ﾄﾚｲ 1 用紙］を選択し、セットした用紙の
種類やサイズを設定します。詳しくは、「用紙設定メニュー」（p.100）
をごらんください。

ラベル紙／レターヘッド／はがき／厚紙／光沢紙の場合

1 トレイ 1 を開きます。

2 用紙ガイドを広げます。
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3 押し上げ板の中央付近を左右の
ロック爪（白色）がロックする
まで押し下げます。

4 印刷面を下向きにして用紙を
セットします。

用紙は一度に 20 枚まで
セットできます。

はがき、往復はがきは短
辺（長さの短い方）を本
体奥側へ向けてセットし
ます。

5 用紙のサイズに用紙ガイドを合
わせます。

6［設定ﾒﾆｭｰ］-［用紙設定］-［ﾄﾚｲ 1 用紙］を選択し、セットした用紙の
種類やサイズを設定します。詳しくは、「用紙設定メニュー」（p.100）
をごらんください。
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トレイ 2

普通紙／片面専用用紙／特殊紙の場合

1 トレイ 2 を引き出します。

2 押し上げ板をロックするまで押
し下げます。
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3 用紙ガイドを広げます。

4 印刷したい面を上向きにして用
紙をセットします。

用紙は▼マークを超えな
いようにセットしてくだ
さい。
普通紙は一度に 250 枚

（80 g/m2）までセットで
きます。
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5 用紙のサイズに用紙ガイドを合
わせます。

6 トレイ 2 を閉じます。

7［設定ﾒﾆｭｰ］-［用紙設定］-［ﾄﾚｲ 2 用紙］を選択し、セットした用紙の
サイズを設定します。詳しくは、「用紙設定メニュー」（p.100）をごら
んください。

その他の用紙

普通紙以外の用紙をセットする場合、最適な印刷結果を得るためにプリン
タードライバーの［用紙種類］を正しく設定してください。（厚紙 1、厚紙
2、封筒など）
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ラベル紙／はがき／厚紙／光沢紙の場合

1 トレイ 2 を引き出します。

2 押し上げ板をロックするまで押
し下げます。

3 用紙ガイドを広げます。
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4 印刷したい面を上向きにして用
紙をセットします。

用紙は一度に 20 枚まで
セットできます。

はがき、往復はがきは短
辺（長さの短い方）をト
レイの右側へ向けてセッ
トします。

5 用紙のサイズに用紙ガイドを合
わせます。
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6 トレイ 2 を閉じます。

7［設定ﾒﾆｭｰ］-［用紙設定］-［ﾄﾚｲ 2 用紙］を選択し、セットした用紙の
サイズを設定します。詳しくは、「用紙設定メニュー」（p.100）をごら
んください。

トレイ 3（オプションの給紙ユニット PF-P09）

トレイ 3 は普通紙のみセットできます。

普通紙／片面専用用紙／特殊紙の場合

1 トレイ 3 を引き出します。
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2 押し上げ板をロックするまで押
し下げます。

3 用紙ガイドを広げます。

4 印刷したい面を上向きにして用
紙をセットします。
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用紙は▼マークを超えな
いようにセットしてくだ
さい。
普通紙は一度に 500 枚

（80 g/m2）までセットで
きます。

5 用紙のサイズに用紙ガイドを合
わせます。

6 トレイ 3 を閉じます。

7［設定ﾒﾆｭｰ］-［用紙設定］-［ﾄﾚｲ 3 用紙］を選択し、セットした用紙の
サイズを設定します。詳しくは、「用紙設定メニュー」（p.100）をごら
んください。
用紙のセット 193



両面印刷
両面印刷の際には、裏映りしにくい用紙を使用してください。裏映りする用
紙のときは、片面に印刷した内容が裏面から透けて見えますのでご注意くだ
さい。また、お使いのアプリケーションで余白についても確認してくださ
い。あらかじめ確認印刷をし、裏映りの度合いを確認してください。

ご注意

自動両面印刷は、60 ～ 90 g/m2 の普通紙（再生紙）、91 ～ 210 g/m2 の厚
紙、60 ～ 90 g/m2 の特殊紙にのみ対応しています。
「用紙の種類」（p.168）をごらんください。

封筒、ラベル紙、はがき、光沢紙、レターヘッド、および片面専用用紙で
は、両面印刷できません。

自動両面印刷の方法は？

お使いのアプリケーションでの両面印刷用マージンの設定方法を確認してく
ださい。

両面印刷の設定には以下の種類があります。

短
辺
綴
じ

短い辺を綴じるレイアウ
トになります。

原稿の向きが「縦」
の場合

原稿の向きが「横」
の場合

長
辺
綴
じ

長い辺を綴じるレイアウ
トになります。

原稿の向きが「縦」
の場合

原稿の向きが「横」
の場合

1

3

1

2

1

1

1

2

3

111

1

2

3

1

1

2

3

両面印刷194



また、［印刷種類］の［小冊子］を選択した場合も自動的に両面印刷になり
ます。

［小冊子］には以下のレイアウトがあります。

1 トレイに普通紙をセットします。

2 プリンタードライバーで、両面印刷のレイアウトを設定します。

3［OK］をクリックします。

自動両面印刷では先に裏面が印刷され、あとで表面が印刷されま
す。

［左開き］に設定すると、左にめくるようにレイアウ
トされます。

［右開き］に設定すると、右にめくるようにレイアウ
トされます。

1

1
2

3

3

31

1

2
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排紙トレイ
印刷された用紙は、印刷面が下向きの状態で本機の排紙トレイに排出されま
す。排紙トレイの許容量は、80 g/m2 の普通紙で約 150 枚まで、または 80 
g/m2 の特殊紙で約 10 枚までです。

排紙トレイの用紙が多くなると、紙づまりが起きたり、用紙が曲
がったり、静電気が起きやすくなります。

排紙トレイは、長さを延長すること
ができます。印刷する用紙サイズに
合わせて使用してください。
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用紙の保管方法
用紙をセットするまで、包装紙に入れたままにして平らで水平な場所に
置いてください。
包装紙に入れずに長期間放置した用紙は、紙づまりの原因になります。

いったん包装紙から取り出した用紙についても、使用しない場合は元の
包装紙に入れて、水平な冷暗所に保管してください。

用紙を以下のような場所・環境に置かないでください。
湿気が多い場所

直射日光があたる場所

高温の場所（35°C 以上の場所）

ほこりの多い場所

他のものに立てかけたり、垂直に置かないでください。

大量の用紙や特殊用紙を購入する場合は、事前に確認印刷をして印刷品質を
確認してください。
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原稿について

原稿の種類／サイズ

原稿ガラスにセットできる原稿

原稿ガラスにセットできる原稿の種類は以下の通りです。

原稿ガラスに原稿をセットする場合、以下の点にご注意ください。

質量が 3 kg を超えるものを原稿ガラスに載せないでください。ガラスが
破損する原因となります。

厚手の本などをセットした場合、強い力で上から押さえつけないでくだ
さい。ガラスが破損する原因となります。

ADF にセットできる原稿

ADF にセットできる原稿の種類は以下の通りです。

以下のような原稿は、原稿づまりや原稿破損の原因となるため、ADF には
セットしないでください。

ステープル、クリップなどで留めてある原稿

ブック原稿

貼り合わせ原稿

切り欠き、切り抜きのある原稿

破れている原稿

坪量 50 g/m2 未満、110 g/m2 以上の原稿

8 mm 以上大きくカールした原稿

原稿種類 シート、ブック（見開き）、立体物

最大原稿サイズ A4

最大積載量 3 kg

原稿種類／坪量 普通紙：50 ～ 110 g/m²

原稿サイズ 最大：リーガル

幅 ：140 ～ 216 mm、長さ：90 ～ 356 mm

最大積載量 35 枚（坪量が 80 g/m2 の場合）
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OHP 用紙

ラベル紙

オフセットマスター

写真印画紙

光沢塗工紙等の光沢原稿
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原稿をセットする

原稿ガラス上に原稿をセットする

1 ADF を開きます。

2 原稿のコピーしたい面を下側に
向け、原稿ガラス上に置きま
す。

原稿の天部（上側）が奥
側、または右側になるよ
うにします。また、原稿
の端は原稿ガラスの左奥
に合わせてください。

原稿
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3 ADF を閉じます。

ADF 上に原稿をセットする

1 原稿のコピーしたい面（1 ペー
ジ目）を上向きにし、原稿給紙
トレイへセットします。

ADF に原稿をセットする
ときは、必ず原稿ガラス
に残っている原稿を取り
除いてください。

原稿の天部（上側）が奥
側または右側になるよう
にします。

2 ガイド板を原稿に沿わせます。

セットした原稿をコピー
する手順については、
「コピー機能を使う」
（p.207）を、スキャンす
る手順については、「ス
キャン機能を使う」
（p.243）をごらんくださ
い。

原稿
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メモリプリントをする
USB メモリーを本機に接続し、USB メモリーに納められた PDF、XPS、
JPEG、TIFF ファイルを印刷することができます。

オプションのハードディスクキットHD-P03またはコンパクトフラッ
シュカードを装着していないと、メモリプリントは行えません。

操作パネルの設定について詳しくは、「メモリプリントメニュー」
（p.162）をごらんください。

USB メモリーについて

本機で使用できる USB メモリーの条件は以下のとおりです。

USB 1.1/2.0 準拠のインターフェイス

FAT32 形式でフォーマットされていること

コンピューター上で複数のドライブとして認識されないこと

セキュリティー機能が付加されていないか、セキュリティー機能をオフ
できること

条件を満たした USB メモリーでも、動作しない場合があります。

USB メモリーを接続して印刷する

1 USBメモリーをUSBホストポー
トに接続します。

2 メイン（コピーモード）画面で［▲］、［▼］キーを押して［ﾒﾓﾘ ﾌﾟﾘﾝﾄ］
を選択し、［選択］キーを押します。
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3［▲］、［▼］キーを押して［ﾌｧｲﾙ ﾘｽﾄ］を選択し、［選択］キーを押しま
す。

全てのファイル（PDF、XPS、JPEG、TIFF）が表示されたとき
は、［ﾌｧｲﾙ ﾀｲﾌﾟ］を選択し、［選択］キーを押します。

4 ファイルリストから印刷したいファイルを選択して、［選択］キーを押
します。
印刷したいファイルがフォルダー内にある場合は、フォルダーを選択し
て、［選択］キーを押します。

フォルダーとファイルは、合わせて 99 個まで表示することができ
ます。

7 階層以上のフォルダーは表示することができません。

5 必要に応じて印刷の設定を行います。

メモリプリントの設定について詳しくは、「メモリプリントメ
ニュー」（p.162）をごらんください。

6［スタート（カラー）］キーまたは［スタート（モノクロ）］キーを押し
て印刷を開始します。

メモリプリント中は、USB ホストポートから USB メモリーを抜か
ないでください。
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基本コピー
ここでは、基本的なコピーの手順と、コピーの倍率などの設定方法について
説明します。

用紙サイズの初期設定は、［設定ﾒﾆｭｰ］-［用紙設定］で変更すること
ができます。詳しくは、「用紙設定メニュー」（p.100）をごらんくだ
さい。

設定を入力中、キー入力がない状態で［ｵｰﾄﾘｾｯﾄ］の設定時間が経過
すると、入力中の内容がキャンセルされ、画面表示がメイン（コ
ピーモード）画面に戻ります。

コピーの基本操作

1［コピー］キーを押します。
基本コピー208
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2 原稿を原稿ガラスまたは ADF に
セットします。

原稿のセットのしかたに
ついては、「原稿ガラス
上に原稿をセットする」
（p.200）または「ADF 上
に原稿をセットする」
（p.201）をごらんくださ
い。

3 必要に応じて各機能の設定をします。

コピー画質の設定については、「コピー画質の設定」（p.211）を
ごらんください。
倍率の設定については、「倍率の設定」（p.217）をごらんくださ
い。
給紙トレイの選択については、「給紙トレイの選択」（p.222）を
ごらんください。
2in1 コピーおよび 4in1 コピーの設定については、「2in1/4in1 コ
ピーの設定」（p.224）をごらんください。
ID カードコピー、リピートコピー、拡大連写の設定については、
「コピー機能の設定」（p.228）をごらんください。
両面コピーの設定については、「両面コピーの設定」（p.235）を
ごらんください。
部単位コピー（ソート）の設定については、「部単位コピー
（ソート）の設定」（p.240）をごらんください。



4 テンキーでコピー部数を入力し
ます。

コピー部数を誤って入力
してしまった場合は、
［戻る］ キーを押してか
ら、正しいコピー部数を
入力し直してください。

5 カラーコピーをとる場合は、
［スタート（カラー）］キーを押
します。
モノクロコピーをとる場合は、
［スタート（モノクロ）］キーを
押します。

コピー中に［ストップ / リセット］キーを押すと、［ｼﾞｮﾌﾞｷｬﾝｾﾙし
ますか ?］と表示されます。コピーを中止する場合は、［はい］を
選択してください。コピーを続ける場合は、［いいえ］を選択し
てください。

［設定ﾒﾆｭｰ］-［管理者設定］-［ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ設定］-［機能番号］-
［許可しない］-［ｶﾗｰｺﾋﾟｰ］が［許可しない］に設定されている
ときは、［スタート］キーを押したあとに機能番号を入力します。
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コピー画質の設定

コピーする原稿の内容に合わせて、原稿種類、コピー濃度、シャープネスを
設定します。

原稿種類を選択する

1 メイン（コピ－モード）画面で
［▲］、［▼］キーを押して現在
のコピー画質設定を選択し、
［選択］キーを押します。
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2［▲］、［▼］キーを押して
［ﾓｰﾄﾞ］を選択し、［選択］キー
を押します。

3［▲］、［▼］キーを押して［文 /
写］、［文字］、［写真］、［精細

（文 / 写）］、［精細 / 文字］、［精
細 / 写真］のいずれかを選択し、

［選択］キーを押します。
メイン（コピ－モード）画面に
戻ります。
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初期設定は［精細（文 / 写）］ですが、ADF に原稿をセットする
と、速度を優先させるために自動的に［文 / 写］に切換ります。
ADF に原稿をセットした後の設定変更も可能です。上記 1~3 の
手順で希望の設定を選択してください。
ADF にセットした原稿をコピーし終わると、設定は自動的に［精
細（文 / 写）］に戻ります。
ただし、ADF に原稿をセットする前に確認したり、変更したりし
た設定は保持されます。

コピー濃度を設定する

1 メイン（コピ－モード）画面で
［▲］、［▼］キーを押して現在
のコピー画質設定を選択し、
［選択］キーを押します。
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2［▲］、［▼］キーを押して［濃
度］を選択し、［選択］キーを
押します。

3［ ］、［ ］ キーを押して濃度を
調節し、［選択］キーを押しま
す。
メイン（コピ－モード）画面に
戻ります。

▲

▲
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コピーモードで［文字］または［精細 / 文
字］を選択している場合は、手順 3 で
［自動］または［手動設定］を選択しま
す。［手動設定］を選択した場合はコピー
濃度を設定できます。

シャープネスを設定する

1 メイン（コピーモード）画面で
［▲］、［▼］キーを押して 現在
のコピー画質設定を選択し、
［選択］キーを押します。

←薄い 濃い→
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2［▲］ 、［▼］キーを押して
［ｼｬｰﾌﾟﾈｽ］を選択し、［選択］
キーを押します。

3［ ］、［ ］ キーを押してシャー
プネスを調節し、［選択］キー
を押します。
メイン（コピーモード）画面に
戻ります。

［ ］キーを押すと弱く
なり、［ ］キーを押す
と強くなります。

▲

▲

▲ ▲
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倍率の設定

コピーの倍率を設定する場合には、あらかじめ設定されたプリセット倍率か
ら選択するか、お好みの倍率を指定します。

プリセット倍率を選択する

1 メイン（コピ－モード）画面で
［▲］、［▼］キーを押して現在
の倍率設定を選択し、［選択］
キーを押します。
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2［▲］、［▼］キーを押して［固
定］を選択し、［選択］キーを
押します。

3［▲］、［▼］キーを押して倍率
を選択し、［選択］キーを押し
ます。
メイン（コピ－モード）画面に
戻ります。
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選択できる倍率は以下のとおりです。
メトリック表示の場合：
［25%］、［50%］、［70% A4 → A5］、［86% A4 → B5］、［100%］、
［115% B5 → A4］、［141% A5 → A4］、［200%］、［400%］
インチ表示の場合：
［25%］、［50%］、［64% LT → ST］、［78% LG → LT］、［100%］、
［129% ST → LT］、［154% ST → LG］、［200%］、［400%］
テンキーでは倍率を入力できません。

倍率を指定する

1 メイン（コピ－モード）画面で
［▲］、［▼］キーを押して現在
の倍率設定を選択し、［選択］
キーを押します。
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2［▲］、［▼］キーを押して［手
動設定］を選択し、［選択］
キーを押します。
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3 テンキーで倍率を直接入力する
か、［▲］、［▼］キーを押して
倍率を調節し、［選択］キーを
押します。
メイン（コピ－モード）画面に
戻ります。

［▲］、［▼］キー押すと、
倍率が 1% ずつ増減しま
す。設定範囲は 25% ～
400% です。

または
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給紙トレイの選択

オプションの給紙ユニット PF-P09 を装着していない場合、［ﾄﾚｲ 3］
は表示されません。

1 メイン（コピ－モード）画面で
［▲］、［▼］キーを押して現在
の給紙トレイ設定を選択し、
［選択］キーを押します。
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2［▲］、［▼］キーを押して目的
の給紙トレイを選択し、［選択］
キーを押します。
メイン（コピ－モード）画面に
戻ります。

用紙切れの場合は、用紙
サイズの右側に［用紙］
と表示されます。
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応用コピー
ここでは、2in1/4in1 コピー、ID カードコピー、リピートコピー、拡大連
写、両面コピー、部単位コピー（ソート）について説明します。

2in1/4in1 コピー、両面コピー、部単位コピー（ソート）は、ID カー
ドコピー、リピートコピー、拡大連写とは同時に設定できません。
これらを同時に設定した場合は、後から設定した機能が有効になり
ます。

2in1/4in1 コピーの設定

2in1 コピーを設定すると、2 ページ分の原稿を 1 枚の用紙にレイアウトして
コピーすることができます。4in1 コピーを設定すると、4 ページ分の原稿を
1 枚の用紙にレイアウトしてコピーすることができます。

ADF を使用した 2in1/4in1 コピー

1 メイン（コピ－モード）画面で
［▲］、［▼］キーを押して現在
の 2in1/4in1 コピー設定を選択
し、［選択］キーを押します。
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2［▲］、［▼］キーを押して
［2in1］または［4in1］を選択
し、［選択］キーを押します。
設定されている用紙サイズに応
じて、倍率が自動的に設定され
ます。必要に応じて倍率を変更
してください。
メイン（コピ－モード）画面に
戻ります。

2in1/4in1 で両面コピーや部単位コピー（ソート）を行うには、コ
ピー操作を実行する前にそれらの設定をする必要があります。詳
しくは、「両面コピーの設定」（p.235）および「部単位コピー
（ソート）の設定」（p.240）をごらんください。

ADF が開いていると、2in1/4in1 コピーを設定できません。

2in1または4in1選択後、手動で25%まで縮小してコピーできます。
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原稿ガラスを使用した 2in1/4in1 コピー

1 メイン（コピ－モード）画面で
［▲］、［▼］キーを押して現在
の 2in1/4in1 コピー設定を選択
し、［選択］キーを押します。

2［▲］、［▼］キーを押して
［2in1］または［4in1］を選択
し、［選択］キーを押します。
設定されている用紙サイズに応
じて、倍率が自動的に設定され
ます。必要に応じて倍率を変更
してください。

2in1 または 4in1 選択後、
手動で 25% まで縮小し
てコピーできます。
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3 原稿ガラスに 1 枚目の原稿をセットします。

原稿のセットのしかたについては、「原稿ガラス上に原稿をセッ
トする」（p.200）をごらんください。

4 カラーコピーをとる場合は、
［スタート（カラー）］キーを押
します。
モノクロコピーをとる場合は、
［スタート（モノクロ）］キーを
押します。
原稿のスキャンが開始されま
す。

2in1/4in1 で両面コピーや部単位コピー（ソート）を行うには、手
順 4 を実行する前にそれらの設定をする必要があります。詳しく
は、「両面コピーの設定」（p.235）および「部単位コピー（ソー
ト）の設定」（p.240）をごらんください。

5 メッセージウィンドウに［続け
ますか ?］と表示されたら、原
稿ガラスに次のページをセット
し、［選択］キーを押します。

6 全ページの読み込みが完了するまで、手順 5 を繰り返します。
2in1 を設定した場合は 2 ページ分（両面コピー設定時は 4 ページ）、
4in1 を設定した場合は 4 ページ分（両面コピー設定時は 8 ページ）の原
稿の読み込みが完了すると自動的に印刷が開始されます。

7 全ページの読み込みが完了した
ら、［スタート（カラー）］キー
または［スタート（モノクロ）］
キーを押して残りのページの印
刷を開始します。
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コピー機能の設定

ID カードコピー、リピートコピー、拡大連写を設定します。

倍率は自動的に設定されます（変更できません）。

ID カードコピー、リピートコピー、拡大連写は、原稿ガラスでのみ
行うことができます。読み取る原稿は原稿ガラスの左奥に合わせて
置いてください。上、左から 4mm は印字されないため、原稿の位置
を調整してください。詳しくは、「原稿ガラス上に原稿をセットす
る」（p.200）をごらんください。

ID カードコピー

ID カードコピーを行うと、証明書などの裏表を 1 枚の用紙に 100％でコ
ピーすることができます。

ID カードコピーを行うことができる用紙サイズは、A4、レター、
リーガルです。

A

B

表面 裏面
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1 原稿ガラスに ID カードの表面をセットします。

原稿のセットのしかたについては、「原稿ガラス上に原稿をセッ
トする」（p.200）をごらんください。

2 メイン（コピ－モード）画面で
［▲］、［▼］キーを押して現在
のコピー機能設定を選択し、
［選択］キーを押します。
応用コピー 229



3［▲］、［▼］キーを押して［ID 
ｶｰﾄﾞ ］を選択し、［選択］キーを
押します。

4 カラーコピーをとる場合は、
［スタート（カラー）］キーを押
します。
モノクロコピーをとる場合は、
［スタート（モノクロ）］キーを
押します。
ID カードのスキャンが開始され
ます。

5 メッセージウィンドウに［続け
ますか ?］と表示されたら、表
面と同じ位置に裏面をセット
し、［選択］キーを押します。
裏面がスキャンされてから、印
刷が自動的に開始されます。
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最初にスキャンした片面だけを印刷する場合は、手順 5 で［ス
タート（カラー）］キーまたは［スタート（モノクロ）］キーを押
します。

リピートコピー

リピートコピーを行うと、メモ書きなどの小さい原稿を 1 枚の用紙にタイ
ル状にコピーすることができます。

1 原稿ガラスに原稿をセットします。

原稿のセットのしかたについては、「原稿ガラス上に原稿をセッ
トする」（p.200）をごらんください。

2 メイン（コピ－モード）画面で
［▲］、［▼］キーを押して現在
のコピー機能設定を選択し、
［選択］キーを押します。
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3［▲］、［▼］キーを押して
［ﾘﾋﾟｰﾄ］を選択し、［選択］
キーを押します。

4［ﾘﾋﾟｰﾄ ｺﾋﾟｰのやりかた］画面の
内容を確認し、［選択］キーを
押します。

5 カラーコピーをとる場合は、
［スタート（カラー）］キーを押
します。
モノクロコピーをとる場合は、
［スタート（モノクロ）］キーを
押します。
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6 テンキーで原稿の長さを入力し、［選択］キーを押します。

原稿のサイズを変更する場合は、［戻る］キーを押して現在のサ
イズを消去してから、テンキーで数値を入力してください。

7 テンキーで原稿の幅を入力し、［選択］キーを押します。
原稿がスキャンされてから、印刷が自動的に開始されます。

原稿のサイズを変更する場合は、［戻る］キーを押して現在のサ
イズを消去してから、テンキーで数値を入力してください。
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拡大連写

拡大連写を行うと、読み込んだ画像を縦横に 200% ずつ拡大し、4 分割で印
刷することができます。

読み込む画像と使用する用紙のサイズが合っていないと、余白が生
じたり、画像が用紙に収まらなかったりする場合があります。

1 原稿ガラスに原稿をセットします。

原稿のセットのしかたについては、「原稿ガラス上に原稿をセッ
トする」（p.200）をごらんください。

2 メイン（コピ－モード）画面で
［▲］、［▼］キーを押して現在
のコピー機能設定を選択し、
［選択］キーを押します。
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3［▲］、［▼］キーを押して［拡
大連写］を選択し、［選択］
キーを押します。

4 カラーコピーをとる場合は、
［スタート（カラー）］キーを押
します。
モノクロコピーをとる場合は、
［スタート（モノクロ）］キーを
押します。
原稿がスキャンされてから、印
刷が自動的に開始されます。

両面コピーの設定

ADF を使用した両面コピー

ADF で原稿を読み込んで、2 ページ分の片面原稿を 1 枚の用紙に両面コ
ピーします。

1 メイン（コピ－モード）画面で［▲］、［▼］キーを押して現在の片面／
両面コピー設定を選択し、［選択］キーを押します。

2［▲］、［▼］キーを押して［片面→両面］を選択し、［選択］キーを押し
ます。
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3［▲］、［▼］キーを押して［長辺とじ］または［短辺とじ］を選択し、
［選択］キーを押します。
メイン（コピ－モード）画面に戻ります。

両面コピーの設定には以下の種類があります。

［長辺とじ］に設定すると、横にめくるレイアウトに
なります。

［短辺とじ］に設定すると、縦にめくるレイアウトに
なります。
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原稿ガラスを使用した両面コピー

原稿ガラスに原稿をセットして、2 ページ分の片面原稿を 1 枚の用紙に両面
コピーします。

1 原稿ガラスに 1 枚目の原稿を
セットします。

原稿のセットのしかたに
ついては、「原稿ガラス
上に原稿をセットする」
（p.200）をごらんくださ
い。

2 メイン（コピ－モード）画面で
［▲］、［▼］キーを押して現在
の片面／両面コピー設定を選択
し、［選択］キーを押します。
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3［▲］、［▼］キーを押して［片
面→両面］を選択し、［選択］
キーを押します。

4［▲］、［▼］キーを押して［長
辺とじ］または［短辺とじ］を
選択し、［選択］キーを押しま
す。
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［長辺とじ］および［短辺とじ］については、「ADF を使用した両
面コピー」（p.235）をごらんください。

5 カラーコピーをとる場合は、
［スタート（カラー）］キーを押
します。
モノクロコピーをとる場合は、
［スタート（モノクロ）］キーを
押します。
原稿のスキャンが開始されま
す。

6 メッセージウィンドウに［続け
ますか ?］と表示されたら、原
稿ガラスに次のページをセット
し、［選択］キーを押します。
2 枚目の原稿（裏面）がスキャ
ンされてから、印刷が自動的に
開始されます。

両面原稿のコピー

両面に印刷されている原稿を読み込んで、両面コピーまたは片面コピーしま
す。

両面原稿の読み込みは、ADF を使用してのみ可能です。

1 メイン（コピ－モード）画面で［▲］、［▼］キーを押して現在の片面／
両面コピー設定を選択し、［選択］キーを押します。

2［▲］、［▼］キーを押して、用紙の両面にコピーする場合は［両面→両
面］を、用紙の片面にコピーする場合は［両面→片面］を選択し、［選
択］キーを押します。

3［▲］、［▼］キーを押して、読み込む原稿のとじ方向を［長辺とじ］ま
たは［短辺とじ］から選択し、［選択］キーを押します。

4 手順 2 で［両面→両面］を選択した場合は、印刷のとじ方向を［長辺と
じ］または［短辺とじ］から選択し、［選択］キーを押します。
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5 原稿の表面を ADF にセットします。

原稿のセットのしかたについては、「ADF 上に原稿をセットする」
（p.201）をごらんください。

6 カラーコピーをとる場合は、［スタート（カラー）］キーを押します。
モノクロコピーをとる場合は、［スタート（モノクロ）］キーを押しま
す。
原稿の表面がスキャンされます。

7 原稿の裏面を ADF にセットし、［選択］キーを押します。
原稿の裏面がスキャンされ、コピーが始まります。

部単位コピー（ソート）の設定

ソートを設定すると、複数ページの原稿を
複数部コピーする場合に、ページ順で 1 部
ずつ印刷することができます。

ADF を使用した部単位（ソート）コピー

1 メイン（コピ－モード）画面で［▲］、［▼］キーを押して現在のソート
コピー設定を選択し、［選択］キーを押します。

2［▲］、［▼］キーを押して［ｿｰﾄ（1 部ごと）］を選択し、［選択］キーを
押します。
メイン（コピーモード）画面に戻ります。

原稿ガラスを使用した部単位（ソート）コピー

1 原稿ガラスに 1 枚目の原稿をセットします。

原稿のセットのしかたについては、「原稿ガラス上に原稿をセッ
トする」（p.200）をごらんください。

1 1 1
4

3
2

1
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2 メイン（コピ－モード）画面で
［▲］、［▼］キーを押して現在
のソートコピー設定を選択し、
［選択］キーを押します。

3［▲］、［▼］キーを押して［ｿｰﾄ
（1 部ごと）］を選択し、［選択］
キーを押します。
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4 カラーコピーをとる場合は、
［スタート（カラー）］キーを押
します。
モノクロコピーをとる場合は、
［スタート（モノクロ）］キーを
押します。
原稿のスキャンが開始されま
す。

5 メッセージウィンドウに［続け
ますか ?］と表示されたら、原
稿ガラスに次のページをセット
し、［選択］キーを押します。

6 全ページの読み込みが完了するまで、手順 5 を繰り返します。

7 全ページの読み込みが完了したら、［ス
タート（カラー）］キーまたは［スタート
（モノクロ）］キーを押して印刷を開始しま
す。
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アプリケーション操作によるスキャン
USB ケーブルまたはネットワーク経由で本機と接続したコンピューターの
アプリケーションを使ってスキャンを実行します。スキャンの設定および操
作は、TWAIN または WIA 対応のアプリケーションで行います。スキャンす
る範囲の指定やプレビュー表示など、スキャナードライバーでさまざまな調
整を行うことができます。

スキャナードライバーのインストール方法、およびネットワーク
TWAIN の設定方法について詳しくは、［インストレーションガイド］
をごらんください。

TWAIN スキャナードライバーからスキャンデータを読み込
む

TWAIN 対応のアプリケーションを使ってスキャンを行います。ここでは、
Adobe Photoshop を例に説明します。

1 原稿を原稿ガラスまたは ADF に
セットします。
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原稿のセットのしかたについては、「原稿ガラス上に原稿をセッ
トする」（p.200）および「ADF 上に原稿をセットする」（p.201）
をごらんください。

2 スキャンデータを取り込むアプリケーションを起動します。

3［ファイル］メニューから［読み込み］を選択し、スキャナードライ
バーを起動します。

アプリケーションからスキャン画像を読み込む場合、スキャナー
ドライバーは［KONICA MINOLTA bizhub C25 TWAIN］と表示さ
れます。

4［ローカル環境（USB）に接続されているスキャナー］または［ネット
ワークに接続されているスキャナー］を選択し、［OK］をクリックしま
す。

［TWAIN ドライバー起動時、このダイアログを表示しない］を
チェックすると、次回からこの画面は表示されません。

5 必要に応じてスキャナードライバーの設定をします。

6 スキャナードライバーの［スキャン］をクリックします。

オート機能を使用する場合、必ずプレスキャンを行ってくださ
い。プレスキャンを実行しない場合は、オート機能が正しく動作
しません。

Windows TWAIN ドライバーの設定

［読み込み］
保存した設定ファイル（dat ファイル）を読み込みます。
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［保存］
現在の設定を設定ファイル（dat ファイル）として保存します。

［デフォルト］
すべての設定を初期値に戻します。

ヘルプ
ヘルプを表示します。

バージョン情報
ドライバーのバージョン情報を表示します。

［給紙方法］
原稿ガラス（フラットベッド）と ADF のどちらに原稿をセットするか
を選択します。

［原稿サイズ］
原稿サイズを指定します。

［スキャンタイプ］
［フルカラー］、［グレー］、［白黒（写真）］、［白黒］から選択します。

［解像度］
［150dpi × 150dpi］、［300dpi × 300dpi］、［600dpi × 600dpi］、［1200dpi × 
1200dpi］、［2400dpi × 2400dpi］、［4800dpi × 4800 dpi］から選択しま
す。

［スケール］
拡大／縮小率を設定します。

解像度が［1200dpi × 1200dpi］以上に設定されているときは、100%
を超える値を設定することはできません。

［スキャンモード］
［オート］または［マニュアル］を選択します。［マニュアル］を選択す
ると、明るさ／コントラスト、フィルター、カーブ、レベル、カラーバ
ランス、色相／彩度を設定できます。

設定可能な項目は、選択したスキャンタイプによって異なります。

スキャンモードを［オート］に設定して、原稿ガラスから読み込む
場合は、プレスキャンを実行してプレビュー画像を確認してから、
スキャンを実行してください。

［画像サイズ］
スキャン画像のデータサイズを表示します。

［回転］
スキャンする画像の向きを設定します。

［閉じる］
Windows TWAIN ドライバーのウィンドウを閉じます。

［プレスキャン］
プレビュー画像の読み込みを開始します。
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［スキャン］
スキャンを開始します。

オートクロップアイコン
プレビュー画像をもとに、読み込み位置を自動的に検出します。

ズームプレスキャンアイコン
プレビューウィンドウで指定した領域を再度読み込んで、ウィンドウに
合わせて拡大表示します。

鏡像アイコン
プレビュー画像を左右に反転します。

階調反転アイコン
プレビュー画像の色を反転します。

クリアアイコン
プレビュー画像を消去します。

プレビューウィンドウ
プレビュー画像が表示されます。矩形をドラッグして領域を指定しま
す。

［色調整前］／［色調整後］（RGB）
プレビューウィンドウ上にカーソルを移動すると、カーソル位置の補正
前後の色調が表示されます。

［幅］／［高さ］
指定領域の幅／高さが、選択した単位で表示されます。

Macintosh TWAIN ドライバーの設定

［読み込み］
保存した設定ファイル（dat ファイル）を読み込みます。

［保存］
現在の設定を設定ファイル（dat ファイル）として保存します。
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［デフォルト］
すべての設定を初期値に戻します。

ヘルプ
ヘルプを表示します。

バージョン情報
ドライバーのバージョン情報を表示します。

［給紙方法］
原稿ガラス（フラットベッド）と ADF のどちらに原稿をセットするか
を選択します。

［原稿サイズ］
原稿サイズを指定します。

［スキャンタイプ］
［フルカラー］、［グレー］、［白黒（写真）］、［白黒］から選択します。

［解像度］
［150dpi × 150dpi］、［300dpi × 300dpi］、［600dpi × 600dpi］、［1200dpi × 
1200dpi］、［2400dpi × 2400dpi］、［4800dpi × 4800 dpi］から選択しま
す。

［スケール］
拡大／縮小率を設定します。

解像度が［1200dpi × 1200dpi］以上に設定されているときは、100%
を超える値を設定することはできません。

［スキャンモード］
［オート］または［マニュアル］を選択します。［マニュアル］を選択す
ると、明るさ／コントラスト、フィルター、カーブ、レベル、カラーバ
ランス、色相／彩度を設定できます。

設定可能な項目は、選択したスキャンタイプによって異なります。

スキャンモードを［オート］に設定して、原稿ガラスから読み込む
場合は、プレスキャンを実行してプレビュー画像を確認してから、
スキャンを実行してください。

［画像サイズ］
スキャン画像のデータサイズを表示します。

［回転］
スキャンする画像の向きを設定します。

［閉じる］
Macintosh TWAIN ドライバーのウィンドウを閉じます。

［プレスキャン］
プレビュー画像の読み込みを開始します。

［スキャン］
スキャンを開始します。
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オートクロップアイコン
プレビュー画像をもとに、読み込み位置を自動的に検出します。

ズームプレスキャンアイコン
プレビューウィンドウで指定した領域を再度読み込んで、ウィンドウに
合わせて拡大表示します。

鏡像アイコン
プレビュー画像を左右に反転します。

階調反転アイコン
プレビュー画像の色を反転します。

クリアアイコン
プレビュー画像を消去します。

プレビューウィンドウ
プレビュー画像が表示されます。矩形をドラッグして領域を指定しま
す。

［色調整前］／［色調整後］（RGB）
プレビューウィンドウ上にカーソルを移動すると、カーソル位置の補正
前後の色調が表示されます。

［幅］／［高さ］
指定領域の幅／高さが、選択した単位で表示されます。
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WIA ドライバーからスキャンデータを読み込む

ここでは WIA 対応の各種アプリケーションから WIA ドライバーでスキャン
データを読み込む方法を説明します。

［Windows フォトギャラリー］から読み込む

このアプリケーションはWindows Vista/Vista x64 Edition/7/7 x64 Edi-
tion に対応しています。

1［スタート］メニューから［すべてのプログラム］-［Windows フォト
ギャラリー］を起動します。

2［ファイル］メニューから［カメラまたはスキャナからの読み込み］を
選択します。

3［KONICA MINOLTA bizhub C25 Scanner］または［KONICA MINOLTA 
bizhub C25 Network Scanner］を選択し、［読み込み］ をクリックしま
す。

4 メッセージダイアログが表示された場合は、内容を確認し、［OK］をク
リックします。

［今後このメッセージを表示しない。］をチェックすると、次回か
らこの画面は表示されません。
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5 必要に応じて読み込みの設定を行います。

読み込み設定について詳しくは、「読み込み設定」（p.252）をごらん
ください。

6 スキャナードライバーの ［スキャン］をクリックします。
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読み込み設定

［スキャナ］
スキャンする機種名が表示されます。［変更］をクリックして使用する
スキャナーを選択します。

［プロファイル］
［写真（既定）］［ドキュメント］［最後に使用された設定］［プロファイ
ルの追加］から選択します。
– ［最後に使用された設定］を選択すると、前回に使用したプロファイ

ルを呼び出すことができます。

– ［プロファイルの追加］を選択すると、［新しいプロファイルの追加］
画面からプロファイルを追加登録することができます。よく使う設
定をプロファイルに登録することですぐにスキャンすることができ
ます。

– プロファイルを削除するには、追加したプロファイルを［コント
ロールパネル］-［ハードウェアとサウンド］-［スキャナとカメラ］
-［スキャナとカメラの表示］-［スキャンプロファイル］で編集およ
び削除することができます。詳しくは、Windows のヘルプを参照く
ださい。

［スキャナの種類］・［用紙サイズ］
［フラットベット］（原稿ガラス）、［フィーダ（片面スキャン）］（ADF）
から選択します。
［フラットベット］を選択した場合は、［プレビュー］を表示して、四隅
のボックスをドラッグすることにより読み込み範囲を指定することがで
きます。［フィーダ（片面スキャン）］を選択した場合は、［用紙サイズ］
から原稿サイズを選択します。

［色の形式］
［カラー］［グレースケール］［白黒］から選択します。

［ファイルの種類］
［BMP（ビットマップイメージ）］［JPG（JPEG イメージ）］［PNG
（PNG イメージ）］［TIF（TIFF イメージ）］からファイル形式を選択しま
す。

［解像度］
読み込みの解像度を dpi で実行します。（150, 300, 600, 1200, 2400）

［明るさ］
明るさを指定します。（-100 ～ 100）

［コントラスト］
カラーまたはグレースケールで読み込む場合のコントラストを指定しま
す。（-100 ～ 100）
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［Windows FAX とスキャン］から読み込む

このアプリケーションは Windows Vista/Vista x64 Edition/7/7 x64 Edition に
対応しています。

お使いのWindows Vistaエディションによってはお使いできないこと
があります。

1［スタート］メニューから［すべてのプログラム］-［Windows FAX とス
キャン］を起動します。

2 ツールバーの［新しいスキャン］をクリックします。

3［KONICA MINOLTA bizhub C25 Scanner］または［KONICA MINOLTA 
bizhub C25 Network Scanner］を選択し、［OK］をクリックします。

複数のスキャナードライバーがインストールされていない場合
は、手順 3 は表示されません。

4 メッセージダイアログが表示された場合は、内容を確認し、［OK］をク
リックします。

［今後このメッセージを表示しない。］をチェックすると、次回か
らこの画面は表示されません。
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5 必要に応じて読み込みの設定を行います。

読み込みの設定について詳しくは、「読み込み設定」（p.252）を
ごらんください。

6 スキャナードライバーの［スキャン］をクリックします。

［スキャナとカメラ］から読み込む

このアプリケーションは Windows XP/XP x64 Edition に対応していま
す。

1［スタート］メニューから［コントロールパネル］-［スキャナとカメラ］
をクリックします。

2［KONICA MINOLTA bizhub C25 Scanner］または［KONICA MINOLTA 
bizhub C25 Network Scanner］アイコンをダブルクリックします。
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3［次へ］をクリックします。

4 必要に応じて読み込みの設定を行います。

読み込みの設定について詳しくは、「読み込み設定」（p.256）を
ごらんください。

5［次へ］をクリックします。

6 画像の名前、ファイル形式、保存先を指定します。

– 画像のグループ名
複数の画像を同じ場所に保存する場合は、ファイル名のあとに自動
的に連番が付けられます。

– ファイルの形式
［BMP（ビットマップイメージ）］、［JPG（JPEG イメージ）］、［TIF
（TIFF イメージ）］、［PNG（PNG イメージ）］からファイル形式を選
択します。
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7［次へ］をクリックして読み込みを開始します。

8［次へ］をクリックします。

Web サイトにスキャンした画像を公開するときや、オンライン出力
するときは、対応する項目を選択してください。

読み込み設定

［画像の種類］
［カラー画像］［グレースケール画像］［白黒画像またはテキスト］［カス
タム］から選択します。［カスタム］を選択する場合は、［カスタム設
定］をクリックし、プロパティ画面で詳細を設定します。調整後［OK］
をクリックし［詳細プロパティ］ウィンドウを閉じます。
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調整を行った場合、画像の種類は［カスタム］へ変更されます。

［外観］
サンプル画像が表示されます。

［明るさ］
明るさを指定します。（-127 ～ 127）

［コントラスト］
カラーまたはグレースケールで読み込む場合のコントラストを指定
します。（-127 ～ 127）

［解像度］
読み込みの解像度を dpi で指定します。（150, 300, 600, 1200, 2400）

［画像の種類］
読み込む色の種類（［カラー画像］［グレースケール画像］［白黒画像
またはテキスト］）を指定します。

［リセット］
現在の設定をすべて初期値に戻します。

［給紙方法］
［フラットベット］（原稿ガラス）、［ドキュメントフィーダ］（ADF）か
ら選択します。
［フラットベット］を選択した場合は、［プレビュー］をクリックして、
四隅のボックスをドラッグすることにより読み込み範囲を指定すること
ができます。
［ドキュメントフィーダ］（ADF）を選択した場合は、［ページ サイズ］
から原稿サイズを選択します。

［ページ サイズ］
給紙方法で［ドキュメントフィーダ］（ADF）を選択した場合は、ペー
ジサイズを選択してください。
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アプリケーションから読み込む

WIA 対応アプリケーションから画像を読み込むことができます。

読み込みの手順はアプリケーションによって異なります。ここではその一例
を説明します。

このアプリケーションは Windows XP/Vista/Vista x64 Edition/7/7 x64 
Edition に対応しています。

1 使用するアプリケーションを起動します。

2［ファイル］メニューから［読み込み］を選択し、スキャナードライ
バーを選択します。

USB 接続の場合は［WIA-KONICA MINOLTA bizhub C25 Scanner］
を選択してください。ネットワーク接続の場合は［WIA-KONICA 
MINOLTA bizhub C25 Network Scanner］を選択してください。

3 メッセージダイアログが表示された場合は、内容を確認し、［OK］をク
リックします。

［今後このメッセージを表示しない。］をチェックすると、次回か
らこの画面は表示されません。
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4 読み込みの設定を行います。

［給紙方法］
［フラットベット］（原稿ガラス）、［ドキュメントフィーダ］（ADF）か
ら選択します。
［フラットベット］を選択した場合は、［プレビュー］をクリックして、
四隅のボックスをドラッグすることにより読み込み範囲を指定すること
ができます。
［ドキュメントフィーダ］（ADF）を選択した場合は、［ページ サイズ］
から原稿サイズを選択します。

画像の種類
［カラー画像］［グレースケール画像］［白黒画像またはテキスト］［カス
タム設定］から選択します。必要に応じて［スキャンした画像の品質の
調整］をクリックします。調整後［OK］をクリックし、［詳細プロパ
ティ］ウィンドウを閉じます。

調整を行った場合、画像の種類は［カスタム設定］へ変更されます。
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［外観］
サンプル画像が表示されます。

［明るさ］
明るさを指定します。（-127 ～ 127）

［コントラスト］
カラーまたはグレースケールで読み込む場合のコントラスを指定し
ます。（-127 ～ 127）

［解像度］
読み込みの解像度を dpi で指定します。（150, 300, 600, 1200, 2400）

［画像の種類］
読み込む色の種類（［カラー画像］［グレースケール画像］［白黒画像
またはテキスト］）を指定します。

［リセット］
現在の設定をすべて初期値に戻します。

［ページ サイズ］
給紙方法で［ドキュメントフィーダ］（ADF）を選択した場合は、ペー
ジサイズを選択してください。
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Windows WIA ドライバーの設定

［給紙方法］
［フラットベット］（原稿ガラス）、［ドキュメントフィーダ］（ADF）か
ら選択します。
［フラットベット］を選択した場合は、［プレビュー］をクリックして、
四隅のボックスをドラッグすることにより読み込み範囲を指定すること
ができます。
［ドキュメントフィーダ］（ADF）を選択した場合は、［ページ サイズ］
から原稿サイズを選択します。

［カラー画像］
カラーでスキャンします。

［グレースケール画像］
グレースケールでスキャンします。

［白黒画像またはテキスト］
白黒でスキャンします。

［カスタム設定］
スキャンした画像の品質の調整を設定します。

スキャンした画像の調整を行った場合、画像の種類は［カスタム設
定］へ変更されます。

［スキャンした画像の品質の調整］
クリックすると、詳細プロパティの画面が表示されます。
詳細プロパティ画面では、明るさ、コントラスト、解像度、画像の種類
（カラー、グレースケール、白黒）を指定することができます。

［カスタム設定］が選択されているときに、これらを設定することが
できます。

プレビュー画面
スキャンのプレビューを表示します。

［プレビュー］
クリックすると、プレビュー画面でプレビュー表示します。

［スキャン］
クリックすると、スキャンを開始します。

［キャンセル］
クリックすると、WIA ドライバーの画面を閉じます。
アプリケーション操作によるスキャン 261



本体操作によるスキャン
本体のキー操作でスキャンを実行します。アプリケーションからのスキャン
と異なり、スキャンデータの送信先を設定することができます。

設定を入力中、キー入力がない状態で［ｵｰﾄﾘｾｯﾄ］の設定時間が経過
すると、入力中の内容がキャンセルされ、画面表示がメイン（ス
キャンモード）画面に戻ります。

基本的なスキャン操作

1［スキャン］キーを押します。

2 原稿を原稿ガラスまたは ADF に
セットします。

原稿のセットのしかたに
ついては、「原稿ガラス
上に原稿をセットする」
（p.200）および「ADF 上
に原稿をセットする」
（p.201）をごらんくださ
い。
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3 必要な設定を行います。

USB 接続時に必要となるデータ送信先の設定については、「デー
タ保存先の設定」（p.265）をごらんください。
ネットワーク接続時に必要となるデータ送信先の設定について
は、「送信先アドレスの設定（メール /FTP/SMB 送信）」（p.269）
をごらんください。
データ形式の設定については、「データ形式の設定」（p.329）を
ごらんください。
スキャン画質の設定については、「スキャン画質の設定」（p.331）
をごらんください。
両面スキャンの設定については、「両面スキャンの設定」（p.338）
をごらんください。
スキャンサイズの設定については、「スキャンサイズの設定」
（p.340）をごらんください。
スキャンデータのカラー設定については、「スキャンカラーの設
定」（p.342）をごらんください。
データ送信時の件名の設定については、「件名の設定」（p.343）
をごらんください。

4 カラーでスキャンする場合は、
［スタート（カラー）］キーを押
します。
モノクロでスキャンする場合
は、［スター（モノクロ）］キー
を押します。
ADF に原稿をセットした場合
は、読み込みが開始され、指定
した場所に送信されます。
原稿ガラスに原稿をセットした場合のみ、手順 5 以降を行ってくださ
い。

SCAN TO PC は USB 接続のみ対応しています。

［設定ﾒﾆｭｰ］-［管理者設定］-［ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ設定］-［機能番号］ -［許
可しない］で［SCAN TO E-MAIL］や［SCAN TO USB ﾒﾓﾘｰ］、
［SCAN TO ｻｰﾊﾞｰ］が［許可しない］に設定されているときは、
［スタート］キーを押したあとに機能番号を入力します。
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5 メッセージウィンドウに［続け
ますか ?］と表示されたら、原
稿ガラスに次のページをセット
し、［選択］キーを押します。

SCAN TO PC でスキャン
を実行する場合は、原稿
ガラスで複数のページを
スキャンすることはでき
ません。複数のページを
スキャンする場合は、
ADF に原稿をセットして
ください。

6［▲］、［▼］キーを押して手順 5
でセットした原稿のサイズを選
択し、［選択］キーを押します。

7 全ページの読み込みが完了した
ら、［スタート］キーを押しま
す。
読み込んだ原稿が指定した場所
に送信されます。
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読み込み中にストップ / リセットキーを押すと、［ｼﾞｮﾌﾞ ｷｬﾝｾﾙしま
すか ?］と表示されます。読み込みを中止する場合は、［はい］を
選択してください。読み込みを続ける場合は、［いいえ］を選択
してください。

読み込みが完了し送信待ち状態のジョブを取り消すには、「送信
待ちジョブの取り消し」（p.344）をごらんください。

データ保存先の設定

スキャンしたデータをコンピューターまたは USB メモリーに保存します。
ネットワーク経由で送信する場合は「送信先アドレスの設定（メール /FTP/
SMB 送信）」（p.269）をごらんください。

データ送信先としてアドレスが設定されている場合は、コンピュー
ターまたは USB メモリーを保存先に指定できません。

本機と接続したコンピューターに保存する（SCAN TO PC）

本機と接続したコンピューターにスキャンデータを送信する場合は、以下の
手順で設定します。

スキャンしたデータをコンピューターに保存するには、TWAIN ドラ
イバー、プリンタードライバー、LinkMagic（Windows のみ対応）が
コンピューターにインストールされている必要があります。

スキャンしたデータをコンピューターに保存するには、LinkMagic が
起動していて、LinkMagic の起動アイコンが通知領域に表示されてい
る必要があります。

スキャンに関する設定は LinkMagic での設定が優先されます。
LinkMagic で各種設定を行ってください。詳しくは、［リファレンス
ガイド］（Documentation CD-ROM 内の PDF マニュアル）をごらん
ください。

SCAN TO PC は USB 接続のみ対応しています。
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1 メイン（スキャンモード）画面
で［▲］、［▼］キーを押して
［SCAN TO］を選択し、［選択］
キーを押します。

2［▲］、［▼］キーを押して
［SCAN TO PC］を選択し、［選
択］キーを押します。

スキャンデータは、
LinkMagic で指定した
フォルダーに保存されま
す。詳しくは、［リファ
レンスガイド］
（Documentation 
CD-ROM 内の PDF マ
ニュアル）をごらんくだ
さい。
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3 コンピューターに下記の画面が表示された場合は、［ローカル環境
（USB）に接続されているスキャナー］を選択し、［OK］をクリックし
ます。

［TWAIN ドライバー起動時、このダイアログを表示しない］をチェッ
クすると、次回からこの画面は表示されません。

4 コンピューターに下記の画面が表示された場合は、［はい］をクリック
します。表示されたフォルダーにスキャンしたデータが保存されます。

データの保存先は変更できます。詳しくは、［リファレンスガイド］
（Documentation CD-ROM 内の PDF マニュアル）をごらんください。

USB メモリーに保存する（SCAN TO USB メモリー）

本機の USB ホストポートに接続した USB メモリーにスキャンデータを保
存する場合は、以下の手順で設定します。

本機は、4GB 以下の容量の USB メモリーに対応しています。
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1 本機のUSBホストポートにUSB
メモリーを接続します。

2 メイン（スキャンモード）画面
で［▲］、［▼］キーを押して
［SCAN TO］を選択し、［選択］
キーを押します。
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3［▲］、［▼］キーを押して
［SCAN TO USB ﾒﾓﾘｰ］を選択
し、［選択］キーを押します。

USB メモリーによって
は、スキャンデータを転
送するのに時間がかかる
ことがあります。

送信先アドレスの設定（メール /FTP/SMB 送信）

ネットワーク経由で、スキャンデータを指定したアドレス（メールアドレ
ス、FTP アドレス、SMB アドレス）に送信します。アドレスは直接入力す
るか、本機に登録したアドレスから選択することができます。

ネットワーク経由でスキャンデータを送信するには、ネットワーク
およびメール（メールで送信する場合）の設定が必要です。

スキャンデータをメールで送信する場合、データサイズが［設定
ﾒﾆｭｰ］-［読込み設定］-［ﾌｧｲﾙ ｻｲｽﾞ］の設定値を超えていると自動
的に複数のメールに分割されます。詳しくは、「読込み設定メ
ニュー」（p.127）をごらんください。

スキャンデータを FTP サーバーまたは Windows を搭載するコン
ピューターの共有フォルダーへ保存する場合、短縮ダイアルに FTP
アドレスまたは SMB アドレスを登録する必要があります。これらの
アドレスは、LSU（Local Setup Utility）または PageScope Web 
Connection でのみ登録を行うことができます。詳しくは、［リファレ
ンスガイド］（Documentation CD-ROM 内の PDF マニュアル）をご
らんください。
本体操作によるスキャン 269



メールアドレスを直接入力する

スキャンデータの送信先アドレス（メールアドレス）を直接入力します。

直接入力で設定可能なアドレス（直接入力および LDAP 検索で指定し
たメールアドレスの合計）は最大 16 件です。

1 メイン（スキャンモード）画面
で、テンキーを押して送信先ア
ドレス（英数字、記号で最大 64
文字）を入力します。

文字の入力のしかたにつ
いては、「入力のしかた」
（p.474）をごらんくださ
い。

2 入力が完了したら、［選択］
キーを押します。
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3［▲］、［▼］キーを押して［終
了］を選択し、［選択］キーを
押します。

メールアドレスを続けて
追加するには、手順 3 で
［追加］を選択し、送信
先を指定します。
指定したメールアドレス
を確認するには、手順 3
で［確認 / 編集］を選択
します。指定したメール
アドレスを修正するに
は、手順 3 で［確認 / 編
集］を選択し、「指定し
た送信先アドレスを編集
する」（p.289）の手順 2
以降を実行します。削除
するには、手順 3 で［確
認 / 編集］を選択し「指
定した送信先アドレスを
削除する」（p.292）の手
順 2 以降を実行します。
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常用リストから指定する

［常用］とは、本機に登録されている短縮ダイアルおよびグループダイアル
から、特に頻繁に使用する宛先（最大 20 件）をより便利に登録しておく機
能です。ここでは、常用リストを使ってスキャンデータの送信先アドレス
（メールアドレス、FTP アドレス、SMB アドレス）を指定します。

常用リストにアドレスを登録する方法については、「常用に登録す
る」（p.295）をごらんください。

1 メイン（スキャンモード）画面
または［ｱﾄﾞﾚｽ帳が使えます］
が表示されているときに、［登
録宛先］キーを押して［常用］
を表示させます。

2［▲］、［▼］キーを押してアド
レスを選択し、［選択］キーを
押します。
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3 もう一度［選択］キーを押しま
す。
FTP アドレスまたは SMB アド
レスを指定した場合は、送信先
アドレスが設定されます。

4 メールアドレスを指定した場合
は、［▲］、［▼］キーを押して
［終了］を選択し、［選択］キー
を押します。

送信先のメールアドレス
は、最大 236 件まで指定
できます。
メールアドレスを続けて
追加するには、手順 3 で
［追加］を選択し、送信
先を指定します。FTP ア
ドレスまたは SMB アド
レスに送信する場合は、
複数のアドレスを指定す
ることはできません。
指定したメールアドレス
を確認するには、手順 3
で［確認 / 編集］を選択
します。削除するには、
手順 3 で［確認 / 編集］
を選択し「指定した送信
先アドレスを削除する」
（p.292）の手順 2 以降を実行します。
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短縮ダイアルから指定する

本機には最大 250 件の短縮ダイアルを登録できます。ここでは、短縮ダイ
アルを使ってスキャンデータの送信先アドレス（メールアドレス、FTP ア
ドレス、SMB アドレス）を指定します。

短縮ダイアルにアドレスを登録する方法については、「直接入力で短
縮ダイアルを登録する」（p.304）および「LDAP 検索を使って短縮ダ
イアルを登録する」（p.308）をごらんください。

1 メイン（スキャンモード）画面
または［ｱﾄﾞﾚｽ帳が使えます］
が表示されているときに、［登
録宛先］キーを 2 度押して［短
縮ﾀﾞｲｱﾙ］を表示させます。

2 テンキーで目的の短縮ダイアル
番号（1 ～ 250）を入力し、［選
択］キーを押します。
選択した短縮ダイアルの内容が
約 2 秒間表示されます。
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3 もう一度［選択］キーを押しま
す。
FTP アドレスまたは SMB アド
レスを指定した場合は、送信先
アドレスが設定されます。

4 メールアドレスを指定した場合
は、［▲］、［▼］キーを押して
［終了］を選択し、［選択］キー
を押します。

送信先のメールアドレス
は、最大 236 件まで指定
できます。
メールアドレスを続けて
追加するには、手順 4 で
［追加］を選択し、送信
先を指定します。FTP ア
ドレスまたは SMB アド
レスに送信する場合は、
複数のアドレスを指定す
ることはできません。
指定したメールアドレス
を確認するには、手順 4
で［確認 / 編集］を選択
します。削除するには、
手順 4 で［確認 / 編集］
を選択し「指定した送信
先アドレスを削除する」
（p.292）の手順 2 以降を実行します。

グループダイアルから指定する

本機には最大 20 件のグループダイアルを登録できます。（グループ 1 件あ
たり最大 50 件のメールアドレスを登録できます。）ここでは、グループダ
イアルを使ってスキャンデータの送信先アドレス（メールアドレス）を指定
します。

グループダイアルにメールアドレスを登録する方法については、「グ
ループダイアルを登録する」（p.318）をごらんください。

電話番号が含まれているグループダイアルはスキャンモードでは使
用できません。
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1 メイン（スキャンモード）画面
または［ｱﾄﾞﾚｽ帳が使えます］
が表示されているときに、［登
録宛先］キーを 3 度押して
［ｸﾞﾙｰﾌﾟ ﾀﾞｲｱﾙ］を表示させま
す。

2 テンキーで目的のグループダイ
アル番号（1 ～ 20）を入力し、

［選択］キーを押します。
選択したグループダイアルの内
容が約 2 秒間表示されます。
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3 もう一度［選択］キーを押しま
す。

4［▲］、［▼］キーを押して［終
了］を選択し、［選択］キーを
押します。

送信先のメールアドレス
は、最大 236 件まで指定
できます。
メールアドレスを続けて
追加するには、手順 4 で
［追加］を選択し、送信
先を指定します。
指定したメールアドレス
を確認するには、手順 4
で［確認 / 編集］を選択
します。削除するには、
手順 4 で［確認 / 編集］
を選択し「指定した送信
先アドレスを削除する」
（p.292）の手順 2 以降を
実行します。

アドレス帳から指定する

本機に登録した短縮ダイアルとグループダイアルは、アドレス帳に保存され
ます。ここでは、アドレス帳を使ってスキャンデータの送信先アドレス
（メールアドレス、FTP アドレス、SMB アドレス）を指定します。

アドレス帳に登録されているデータが 1 件もない場合は、この機能は
使用できません。
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1 メイン（スキャンモード）画面
または［ｱﾄﾞﾚｽ帳が使えます］
が表示されているときに、［登
録宛先］キーを 4 度押して
［ｱﾄﾞﾚｽ帳］を表示させます。

2［▲］、［▼］キーを押して
［ﾘｽﾄ］を選択し、［選択］キー
を押します。
アドレス帳の内容が一覧で表示
されます。
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3［▲］、［▼］キーを押してアド
レスを選択し、［選択］キーを
押します。

4 もう一度［選択］キーを押しま
す。
FTP アドレスまたは SMB アド
レスを指定した場合は、送信先
アドレスが設定されます。
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5 メールアドレスを指定した場合
は、［▲］、［▼］キーを押して
［終了］を選択し、［選択］キー
を押します。

送信先のメールアドレス
は、最大 236 件まで指定
できます。
メールアドレスを続けて
追加するには、手順 5 で
［追加］を選択し、送信
先を指定します。FTP ア
ドレスまたは SMB アド
レスに送信する場合は、
複数のアドレスを指定す
ることはできません。
指定したメールアドレス
を確認するには、手順 5
で［確認 / 編集］を選択
します。削除するには、
手順 5 で［確認 / 編集］
を選択し「指定した送信
先アドレスを削除する」
（p.292）の手順 2 以降を
実行します。
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アドレス帳から検索する

アドレス帳の検索機能を使って、スキャンデータの送信先アドレス（メール
アドレス、FTP アドレス、SMB アドレス）を指定します。

アドレス帳に登録されているデータが 1 件もない場合は、この機能は
使用できません。

1 メイン（スキャンモード）画面
または［ｱﾄﾞﾚｽ帳が使えます］
が表示されているときに、［登
録宛先］キーを 4 度押して
［ｱﾄﾞﾚｽ帳］を表示させます。

2［▲］、［▼］キーを押して［検
索］を選択し、［選択］キーを
押します。
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3 テンキーで検索キーワード（カ
タカナ、英数字、記号で最大 10
文字）を入力し、［選択］キー
を押します。
検索が開始され、しばらくする
と検索結果が表示されます。検
索キーワードに適合する情報が
ない場合は、［見つかりません］
というメッセージが約 2 秒間表
示されます。

文字の入力のしかたにつ
いては、「入力のしかた」
（p.474）をごらんくださ
い。

検索対象は名前の 1 番目
の文字から最大 10 文字
です。検索キーワードが
文字の途中に含まれてい
る情報は検索されませ
ん。

4［▲］、［▼］キーを押してアド
レスを選択し、［選択］キーを
押します。

検索を絞り込みたい場合は、
［戻る］キーを押し、再度手
順 3 を行ってください。
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5 もう一度［選択］キーを押しま
す。
FTP アドレスまたは SMB アド
レスを指定した場合は、送信先
アドレスが設定されます。

6 メールアドレスを指定した場合
は、［▲］、［▼］キーを押して
［終了］を選択し、［選択］キー
を押します。

送信先のメールアドレス
は、最大 236 件まで指定
できます。
メールアドレスを続けて
追加するには、手順 6 で
［追加］を選択し、送信
先を指定します。FTP ア
ドレスまたは SMB アド
レスに送信する場合は、
複数のアドレスを指定す
ることはできません。
指定したメールアドレス
を確認するには、手順 6
で［確認 / 編集］を選択
します。削除するには、
手順 6 で［確認 / 編集］
を選択し「指定した送信
先アドレスを削除する」
（p.292）の手順 2 以降を
実行します。

LDAP サーバーから検索する

LDAP サーバーの情報を使って、スキャンデータの送信先アドレス（メール
アドレス）を指定します。

LDAP サーバーに接続するには、LDAP の設定が必要です。詳しくは、
［リファレンスガイド］（Documentation CD-ROM 内の PDF マニュア
ル）をごらんください。
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直接入力で設定可能なアドレス（直接入力および LDAP 検索で指定し
たメールアドレスの合計）は最大 16 件です。

匿名権限で LDAP サーバーから情報を検索する場合、正しい検索結果
が得られないことがあります。

1 メイン（スキャンモード）画面
または［ｱﾄﾞﾚｽ帳が使えます］
が表示されているときに、［登
録宛先］キーを 4 度押して
［ｱﾄﾞﾚｽ帳］を表示させます。

2［▲］、［▼］キーを押して
［LDAP 検索］を選択し、［選択］
キーを押します。
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3［▲］、［▼］キーを押して［登
録名］または［E-mail 宛先］を
選択し、［選択］キーを押しま
す。

登録名で検索する場合は
［登録名］を、メールア
ドレスで検索する場合は
［E-mail 宛先］を選択し
ます。
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4 テンキーで検索キーワード（英
数字、記号で最大 10 文字）を
入力し、［選択］キーを押しま
す。
検索が開始され、しばらくする
と検索結果が表示されます。検
索キーワードに適合する情報が
ない場合は、［見つかりません］
というメッセージが約 2 秒間表
示されます。

文字の入力のしかたにつ
いては、「入力のしかた」
（p.474）をごらんくださ
い。

検索対象は 1 番目の文字
から最大 10 文字です。
検索キーワードが文字の
途中に含まれている情報
は検索されません。

5［▲］、［▼］キーを押してデー
タを選択し、［選択］キーを押
します。

検索された情報の内容を
確認するには、［ ］
キーを押します。

文字数が64文字を超えて
いるメールアドレスを選
択することはできませ
ん。選択した場合は［宛
先が長すぎます］という
メッセージが約 2 秒間表
示され、送信先アドレス
の設定画面に戻ります。

検索を絞り込みたい場合
は、［戻る］キーを押し、
再度手順 4 を行ってくだ
さい。

▲
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6 もう一度［選択］キーを押しま
す。

7［▲］、［▼］キーを押して［終
了］を選択し、［選択］キーを
押します。

メールアドレスを続けて
追加するには、手順 7 で
［追加］を選択し、送信
先を指定します。
指定したメールアドレス
を確認するには、手順 7
で［確認 / 編集］を選択
します。指定したメール
アドレスを修正するに
は、手順 7 で［確認 / 編
集］を選択し、「指定し
た送信先アドレスを編集
する」（p.289）の手順 2
以降を実行します。
指定したメールアドレス
を削除するには、手順 7
で［確認 / 編集］を選択
し「指定した送信先アド
レスを削除する」
（p.292）の手順 2 以降を
実行します。編集するこ
とはできません。

複数の送信先アドレスを指定する

送信先アドレス（メールアドレス）がすでに設定されている状態で、別の
メールアドレスを送信先として追加します。

送信先のメールアドレスは、最大 236 件まで指定できます。

FTP アドレスまたは SMB アドレスに送信する場合は、複数のアドレ
スを指定することはできません。
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1 メイン（スキャンモード）画面
で［▲］、［▼］キーを押して現
在のデータ送信先設定を選択
し、［選択］キーを押します。

2［▲］、［▼］キーを押して［追
加］を選択し、［選択］キーを
押します。
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3 送信先のメールアドレスを指定します。

アドレスを直接入力する場合は、「メールアドレスを直接入力す
る」（p.270）をごらんください。
常用リストから指定する場合は、「常用リストから指定する」
（p.272）をごらんください。
短縮ダイアルから指定する場合は、「短縮ダイアルから指定する」
（p.274）をごらんください。
グループダイアルから指定する場合は、「グループダイアルから
指定する」（p.275）をごらんください。
アドレス帳から指定する場合は、「アドレス帳から指定する」

（p.277）をごらんください。
アドレス帳から検索する場合は、「アドレス帳から検索する」
（p.281）をごらんください。
LDAP サーバーから検索する場合は、「LDAP サーバーから検索す
る」（p.283）をごらんください。

指定した送信先アドレスを編集する

設定済みの送信先アドレス（メールアドレス）を編集します。

FTP アドレス、SMB アドレス、短縮ダイアルまたはグループダイア
ルに登録されているアドレスは、編集できません。

1 メイン（スキャンモード）画面
で［▲］、［▼］キーを押して現
在のデータ送信先設定を選択
し、［選択］キーを押します。
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2［▲］、［▼］キーを押して［確
認 /編集］を選択し、［選択］
キーを押します。

3［▲］、［▼］キーを押して編集
するメールアドレスを選択し、
［選択］キーを押します。
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4 テンキーでメールアドレスを編
集し、［選択］キーを押します。

文字の入力のしかたにつ
いては、「入力のしかた」
（p.474）をごらんくださ
い。

5 送信先アドレスの編集を完了す
るには、［戻る］キーを押しま
す。
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6［▲］、［▼］キーを押して［終
了］を選択し、［選択］キーを
押します。

指定した送信先アドレスを削除する

設定済みの送信先アドレス（メールアドレス、FTP アドレス、SMB アドレ
ス）を削除します。

ここでの削除操作は、元のデータ（短縮ダイアル、グループダイア
ルなど）には反映されません。
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1 メイン（スキャンモード）画面
で［▲］、［▼］キーを押して現
在のデータ送信先設定を選択
し、［選択］キーを押します。

2 メールアドレスを削除する場合
は、［▲］、［▼］キーを押して
［確認 /編集］を選択し、［選
択］キーを押します。続けて
［▲］、［▼］キーを押して削除
するダイアル名またはアドレス
を選択します。
FTP アドレスまたは SMB アド
レスを削除する場合は、そのま
ま手順 3 に進みます。
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3［ストップ / リセット］キーを押
します。

4［▲］、［▼］キーを押して［は
い］を選択し、［選択］キーを
押します。
選択した送信先アドレスが削除
されます。

指定されていたアドレス
が全て削除された場合
は、メイン（スキャン
モード）画面に戻りま
す。

5 さらに送信先アドレスを削除する場合は、手順 2 ～ 4 を繰り返します。

6 送信先アドレスの削除を完了す
るには、［戻る］キーを押しま
す。
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7［▲］、［▼］キーを押して［終
了］を選択し、［選択］キーを
押します。

アドレスの登録／編集

常用リスト、短縮ダイアル、グループダイアルのアドレスを登録／編集しま
す。

アドレスの登録／編集は、付属の Applications CD-ROM に収録されて
いる LSU（Local Setup Utility）および PageScope Web Connection
でも操作できます。詳しくは、［リファレンスガイド］
（Documentation CD-ROM 内の PDF マニュアル）をごらんください。

アドレスの登録／編集は、FAX 番号の登録／編集と同じ設定メニュー
を使用します。FAX 番号の登録／編集については、［ファクスユー
ザーズガイド］（Documentation CD-ROM 内の PDF マニュアル）を
ごらんください。

常用に登録する

［常用］とは、本機に登録されている短縮ダイアルおよびグループダイアル
から、特に頻繁に使用する宛先（最大 20 件）をより便利に登録しておく機
能です。ここでは、常用リストに新しいアドレス（メールアドレス、FTP
アドレス、SMB アドレス）を登録します。
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1 メイン（スキャンモード）画面
で［▲］、［▼］キーを押して
［設定ﾒﾆｭｰ］を選択し、［選択］
キーを押します。

2［▲］、［▼］キーを押して
［ﾀﾞｲｱﾙ登録］を選択し、［選択］
キーを押します。
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3［▲］、［▼］キーを押して［常
用］を選択し、［選択］キーを
押します。

［常用］がすでに登録さ
れている場合は、手順 3
のあと、手順 7 に進みま
す。

4［登録宛先］キーを押して、［短
縮ﾀﾞｲｱﾙ］と［ｸﾞﾙｰﾌﾟ ﾀﾞｲｱﾙ］を
切り替えます。
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5 テンキーで常用リストに登録す
る短縮ダイアル番号（1 ～ 250）
またはグループダイアル番号
（1 ～ 20）を入力し、［選択］
キーを押します。
選択した短縮ダイアルまたはグ
ループダイアルの内容が表示さ
れます。

6 もう一度［選択］キーを押しま
す。
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7 別の宛先を続けて登録するに
は、［▲］、［▼］キーを押して
［追加］を選択し、［選択］キー
を押してから、手順 4 ～ 6 を繰
り返します。

8［常用］への登録を完了するに
は、［▲］、［▼］キーを押して
［終了］を選択し、［選択］キー
を押します。
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常用から削除する

常用リストから登録した宛先を削除します。

ここでの削除操作は、元のデータ（短縮ダイアル、グループダイア
ル）には反映されません。

1 メイン（スキャンモード）画面
で［▲］、［▼］キーを押して
［設定ﾒﾆｭｰ］を選択し、［選択］
キーを押します。
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2［▲］、［▼］キーを押して
［ﾀﾞｲｱﾙ登録］を選択し、［選択］
キーを押します。

3［▲］、［▼］キーを押して［常
用］を選択し、［選択］キーを
押します。
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4［▲］、［▼］キーを押して［確
認 /編集］を選択し、［選択］
キーを押します。

5［▲］、［▼］キーを押して削除
する宛先を選択し、［ストップ /
リセット］キーを押します。
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6［▲］、［▼］キーを押して［は
い］を選択し、［選択］キーを
押します。
選択した宛先が削除されます。

7 別の宛先を続けて削除するには、手順 5 ～ 6 を繰り返します。

8［常用］から削除を完了するに
は、［戻る］キーを押します。
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9［▲］、［▼］キーを押して［終
了］を選択し、［選択］キーを
押します。

直接入力で短縮ダイアルを登録する

本機の短縮ダイアルにメールアドレスを登録します。短縮ダイアルは最大
250 件まで登録できます。

本機のキー操作では、短縮ダイアルに FTP アドレスおよび SMB アド
レスを登録することはできません。これらのアドレスは、LSU
（Local Setup Utility）または PageScope Web Connection で登録して
ください。詳しくは、［リファレンスガイド］（Documentation 
CD-ROM 内の PDF マニュアル）をごらんください。

短縮ダイアル番号 221 ～ 250 は、LSU（Local Setup Utility）または
PageScope Web Connection で FTP アドレスおよび SMB アドレス
を登録するための番号として予約されています。
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1 メイン（スキャンモード）画面
で［▲］、［▼］キーを押して
［設定ﾒﾆｭｰ］を選択し、［選択］
キーを押します。

2［▲］、［▼］キーを押して
［ﾀﾞｲｱﾙ登録］を選択し、［選択］
キーを押します。
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3［▲］、［▼］キーを押して［短
縮ﾀﾞｲｱﾙ］を選択し、［選択］
キーを押します。

4 テンキーで短縮ダイアル番号
（1 ～ 220）を入力し、［選択］
キーを押します。
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5［▲］、［▼］キーを押して［手
動設定］を選択し、［選択］
キーを押します。

LDAP サーバーが設定さ
れていない場合は、手順
5 は省略されます。

6 テンキーで登録名を入力し、
［選択］キーを押します。

文字の入力のしかたにつ
いては、「入力のしかた」
（p.474）をごらんくださ
い。

入力可能な文字数はカタ
カナ、英数字、記号で最
大 20 文字です。
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7 テンキーでメールアドレスを入
力し、［選択］キーを押します。
登録が完了し、［ﾀﾞｲｱﾙ登録］メ
ニューに戻ります。

入力可能な文字数は英数
字、記号で最大 64 文字
です。

LDAP 検索を使って短縮ダイアルを登録する

LDAP サーバーの情報を使って、本機の短縮ダイアルにメールアドレスを登
録します。短縮ダイアルは最大 250 件まで登録できます。

LDAP サーバーに接続するには、LDAP の設定が必要です。詳しく
は、［リファレンスガイド］（Documentation CD-ROM 内の PDF マ
ニュアル）をごらんください。

本機のキー操作では、短縮ダイアルに FTP アドレスおよび SMB アド
レスを登録することはできません。これらのアドレスは、LSU
（Local Setup Utility）または PageScope Web Connection で登録して
ください。詳しくは、［リファレンスガイド］（Documentation 
CD-ROM 内の PDF マニュアル）をごらんください。

短縮ダイアル番号 221 ～ 250 は、LSU（Local Setup Utility）または
PageScope Web Connection で FTP アドレスおよび SMB アドレス
を登録するための番号として予約されています。
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1 メイン（スキャンモード）画面
で［▲］、［▼］キーを押して
［設定ﾒﾆｭｰ］を選択し、［選択］
キーを押します。

2［▲］、［▼］キーを押して
［ﾀﾞｲｱﾙ登録］を選択し、［選択］
キーを押します。
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3［▲］、［▼］キーを押して［短
縮ﾀﾞｲｱﾙ］を選択し、［選択］
キーを押します。

4 テンキーで短縮ダイアル番号
（1 ～ 220）を入力し、［選択］
キーを押します。
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5［▲］、［▼］キーを押して
［LDAP 検索］を選択し、［選択］
キーを押します。

LDAP サーバーが設定さ
れていない場合は、
［LDAP 検索］が表示さ
れません。

6［▲］、［▼］キーを押して［登
録名］または［E-mail 宛先］を
選択し、［選択］キーを押しま
す。

登録名で検索する場合は
［登録名］を、メールア
ドレスで検索する場合は
［E-mail 宛先］を選択し
ます。
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7 テンキーで検索キーワード（英
数字、記号で最大 10 文字）を
入力し、［選択］キーを押しま
す。
検索が開始され、しばらくする
と検索結果が表示されます。検
索キーワードに適合する情報が
ない場合は、［見つかりません］
というメッセージが約 2 秒間表
示されます。

文字の入力のしかたにつ
いては、「入力のしかた」
（p.474）をごらんくださ
い。

検索対象は 1 番目の文字
から最大 10 文字です。
検索キーワードが文字の
途中に含まれている情報
は検索されません。

8［▲］、［▼］キーを押して目的
のデータを選択し、［選択］
キーを押します。

検索された情報の内容を
確認するには、［ ］
キーを押します。

文字数が64文字を超えて
いるメールアドレスを選
択することはできませ
ん。選択した場合は［宛
先が長すぎます］という
メッセージが約 2 秒間表
示され、送信先アドレス
の設定画面に戻ります。

検索を絞り込みたい場合
は、［戻る］キーを押し、
再度手順 7 を行ってくだ
さい。

▲
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9 必要に応じて、テンキーで登録
名を編集し、［選択］キーを押
します。

10 必要に応じて、テンキーでメー
ルアドレスを編集し、［選択］
キーを押します。
登録が完了し、［ﾀﾞｲｱﾙ登録］メ
ニューに戻ります。
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短縮ダイアルの編集／削除

短縮ダイアルに登録されている内容を編集／削除します。

本機のキー操作では、短縮ダイアルに登録されている FTP アドレス
および SMB アドレスを編集／削除することはできません。これらの
アドレスは、LSU (Local Setup Utility) または PageScope Web 
Connection で登録してください。詳しくは、［リファレンスガイド］
（Documentation CD-ROM 内の PDF マニュアル）をごらんください。

1 メイン（スキャンモード）画面
で［▲］、［▼］キーを押して
［設定ﾒﾆｭｰ］を選択し、［選択］
キーを押します。
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2［▲］、［▼］キーを押して
［ﾀﾞｲｱﾙ登録］を選択し、［選択］
キーを押します。

3［▲］、［▼］キーを押して［短
縮ﾀﾞｲｱﾙ］を選択し、［選択］
キーを押します。
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4 テンキーで編集／削除する短縮
ダイアル番号（1 ～ 220）を入
力し、［選択］キーを押します。
選択した短縮ダイアルの現在の
内容が約 2 秒間表示されます。

5［▲］、［▼］キーを押して、編
集する場合は［編集］を、削除
する場合は［削除］を選択し、
［選択］キーを押します。
［削除］を選択した場合は、削
除が実行され、［ﾀﾞｲｱﾙ登録］メ
ニューに戻ります。
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6 テンキーで登録名を編集し、
［選択］キーを押します。

文字の入力のしかたにつ
いては、「入力のしかた」
（p.474）をごらんくださ
い。

入力可能な文字数は、カ
タカナ、英数字、記号で
最大 20 文字です。

7 テンキーでメールアドレスを編
集し、［選択］キーを押します。
編集内容が保存され、［ﾀﾞｲｱﾙ登
録］メニューに戻ります。

編集した短縮ダイアル
が、常用リストやグルー
プダイアルに登録されて
いる場合、手順 7 を実行
後、登録を維持するかど
うかの確認画面が表示さ
れます。登録を維持する
場合は［はい］を、破棄
する場合は［いいえ］を
選択してください。
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グループダイアルを登録する

本機のグループダイアルにメールアドレスを登録します。グループダイアル
は最大 20 件まで登録できます。（グループ 1 件あたり最大 50 件のメールア
ドレスを登録できます。）

グループダイアルに登録できるアドレスは、短縮ダイアルまたは別
のグループダイアルに登録されているアドレスに限られます。

1 メイン（スキャンモード）画面
で［▲］、［▼］キー押して［設
定ﾒﾆｭｰ］を選択し、［選択］
キーを押します。
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2［▲］、［▼］キー押して［ﾀﾞｲｱﾙ
登録］を選択し、［選択］キー
を押します。

3［▲］、［▼］キーを押して
［ｸﾞﾙｰﾌﾟﾀﾞｲｱﾙ］を選択し、［選
択］キーを押します。
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4 テンキーでグループダイアル番
号（1 ～ 20）を入力し、［選択］
キーを押します。

5 テンキーでグループ名を入力
し、［選択］キーを押します。

文字の入力のしかたにつ
いては、「入力のしかた」
（p.474）をごらんくださ
い。

入力可能な文字数は、カ
タカナ、英数字、記号で
最大 20 文字です。
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6 テンキーでグループに追加する
短縮ダイアル番号（1 ～ 220）
を入力し、［選択］キーを押し
ます。
選択した短縮ダイアル番号の内
容が表示されます。

7 もう一度［選択］キーを押しま
す。
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8 グループに短縮ダイアルを続け
て登録するには、［▲］、［▼］
キーを押して［追加］を選択
し、［選択］キーを押してから、
手順 6 ～ 7 を繰り返します。

9 グループダイアルの登録を完了
する場合は、［▲］、［▼］キー
押して［終了］を選択し、［選
択］キーを押します。
本体操作によるスキャン322



グループダイアルの編集／削除

グループダイアルに登録されている内容を編集／削除します。

1 メイン（スキャンモード）画面
で［▲］、［▼］キーを押して
［設定ﾒﾆｭｰ］を選択し、［選択］
キーを押します。

2［▲］、［▼］キーを押して
［ﾀﾞｲｱﾙ登録］を選択し、［選択］
キーを押します。
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3［▲］、［▼］キーを押して
［ｸﾞﾙｰﾌﾟﾀﾞｲｱﾙ］を選択し、［選
択］キーを押します。

4 テンキーで編集／削除するグ
ループダイアル番号（1 ～ 20）
を入力し、［選択］キーを押し
ます。
選択したグループダイアルの現
在の内容が約 2 秒間表示されま
す。
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5［▲］、［▼］キーを押して、編
集する場合は［編集］を、削除
する場合は［削除］を選択し、
［選択］キーを押します。
［削除］を選択した場合は、削
除が実行され、［ﾀﾞｲｱﾙ登録］メ
ニューに戻ります。

6 必要に応じてテンキーでグルー
プ名を編集し、［選択］キーを
押します。

文字の入力のしかたにつ
いては、「入力のしかた」
（p.474）をごらんくださ
い。

入力可能な文字数は、カ
タカナ、英数字、記号で
最大 20 文字です。
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7［▲］、［▼］キーを押して、短
縮ダイアルを追加する場合は
［追加］を、削除する場合は
［確認 /編集］を、編集を終了
する場合は［終了］を選択し、
［選択］キーを押します。
［終了］を選択した場合は、編
集内容が保存され、［ﾀﾞｲｱﾙ登
録］メニューに戻ります。［追
加］を選択した場合は、「グ
ループダイアルを登録する」
（p.318）の手順 6 以降を実行し
てください。［確認 /編集］を
選択した場合は手順 8 に進みま
す。

8［▲］、［▼］キーを押して削除
する短縮ダイアルを選択し、
［ストップ / リセット］キーを押
します。

選択した短縮ダイアルの
内容を確認するには、
［選択］キーを押します。
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9［▲］、［▼］キーを押して［は
い］を選択し、［選択］キーを
押します。

10 短縮ダイアルの削除が完了した
ら、［戻る］キーを押します。

11 別の短縮ダイアルを続けて削除するには、手順 8 ～ 10 を繰り返します。
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12 グループダイアルの編集を完了
する場合は、［▲］、［▼］キー
押して［終了］を選択し、［選
択］キーを押します。

編集したグループダイア
ルが、常用リストに登録
されている場合、手順
12 を実行後、登録を維
持するかどうかの確認画
面が表示されます。登録
を維持する場合は［は
い］を、破棄する場合は
［いいえ］を選択してく
ださい。
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データ形式の設定

読み込む画像のデータ形式を設定します。

1 メイン（スキャンモード）画面
で［▲］、［▼］キーを押して現
在のデータ形式設定を選択し、
［選択］キーを押します。
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2［▲］、［▼］キーを押して
［TIFF］、［PDF］、［JPEG］のい
ずれかを選択し、［選択］キー
を押します。
メイン（スキャンモード）画面
に戻ります。

両面スキャン設定で［両
面］を選択している場
合、［PDF］以外は表示
されません。また、ス
キャンカラー設定で［白
黒］を選択している場
合、［JPEG］は表示され
ません。

PDF ファイルは Adobe 
Acrobat Reader で開くこ
とができます。

スキャンカラーの設定を
［ｶﾗｰ / ｸﾞﾚｰ］に設定して
スキャンした TIFF ファ
イルは、Windows XP の
Windows Picture と FAX Viewer または、Windows Vista の
Windows Photo Gallery では開くことができません。Adobe 
PhotoShop、Microsoft Office Document Imaging、ACDsee など、
画像処理アプリケーションで開いてください。
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スキャン画質の設定

読み込む画像の内容に合わせて、解像度、スキャンモード、濃度、シャープ
ネスを設定します。

解像度を設定する

1 メイン（スキャンモード）画面
で［▲］、［▼］キーを押して現
在のスキャン画質設定を選択
し、［選択］キーを押します。
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2［▲］、［▼］キーを押して［解
像度］を選択し、［選択］キー
を押します。

3［▲］、［▼］キーを押して
［150×150dpi］、［300×300dpi］
のいずれかを選択し、［選択］
キーを押します。
メイン（スキャンモード）画面
に戻ります。
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スキャンモードを選択する

1 メイン（スキャンモード）画面
で［▲］、［▼］キーを押して現
在のスキャン画質設定を選択
し、［選択］キーを押します。

2［▲］、［▼］キーを押して
［ﾓｰﾄﾞ］を選択し、［選択］キー
を押します。
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3［▲］、［▼］キーを押して［文 /
写］、［文字］、［写真］のいずれ
かを選択し、［選択］キーを押
します。
メイン（スキャンモード）画面
に戻ります。
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スキャン濃度を設定する

1 メイン（スキャンモード）画面
で［▲］、［▼］キーを押して現
在のスキャン画質設定を選択
し、［選択］キーを押します。

2［▲］、［▼］キーを押して［濃
度］を選択し、［選択］キーを
押します。
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3［ ］、［ ］キーを押して濃度
を調節し、［選択］キーを押し
ます。
メイン（スキャンモード）画面
に戻ります。

［ ］キーを押すと薄く
なり、［ ］キーを押す
と濃くなります。

シャープネスを設定する

1 メイン（スキャンモード）画面
で［▲］、［▼］キーを押して現
在のスキャン画質設定を選択
し、［選択］キーを押します。

▲

▲

▲ ▲
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2［▲］、［▼］キーを押して
［ｼｬｰﾌﾟﾈｽ］を選択し、［選択］
キーを押します。

3［ ］、［ ］キーを押して
シャープネスを調節し、［選択］
キーを押します。
メイン（スキャンモード）画面
に戻ります。

［ ］キーを押すと弱く
なり、［ ］キーを押す
と強くなります。

▲

▲

▲ ▲
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両面スキャンの設定

ADF で両面原稿を読み込むには、以下の設定を行います。

この設定は ADF に原稿がセットされている場合のみ有効です。ス
キャン実行時に ADF に原稿がセットされていない場合は、自動的に
［片面］が設定され、原稿ガラスからスキャンします。

この設定は、読み込む画像のデータ形式で［PDF］が選択されてい
る場合のみ可能です。

1 メイン（スキャンモード）画面
で［▲］、［▼］キーを押して現
在の片面／両面スキャン設定を
選択し、［選択］キーを押しま
す。
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2［▲］、［▼］キーを押して［両
面］を選択し、［選択］キーを
押します。

3［▲］、［▼］キーを押して、読
み込む原稿のとじ方向を［長辺
とじ］または［短辺とじ］から
選択し、［選択］キーを押しま
す。
画面のメッセージを確認し、
［選択］キーを押してメイン
（スキャンモード）画面に戻り
ます。

［長辺とじ］および［短
辺とじ］については、
「ADF を使用した両面コ
ピー」（p.235）をごらん
ください。
本体操作によるスキャン 339



4 必要な設定を行います。

5 原稿の表面を ADF にセットします。

原稿のセットのしかたについては、「ADF 上に原稿をセットする」
（p.201）を . ごらんください。

6 カラーでスキャンする場合は、
［スタート（カラー）］キーを押
します。
モノクロでスキャンする場合
は、［スタート（モノクロ）］
キーを押します。
原稿の表面がスキャンされま
す。

7 原稿の裏面を ADF にセットし、［選択］キーを押します。
原稿の裏面がスキャンされます。

スキャンサイズの設定

スキャンデータのサイズを設定します。

1 メイン（スキャンモード）画面
で［▲］、［▼］キーを押して現
在のスキャンサイズ設定を選択
し、［選択］キーを押します。
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2［▲］、［▼］キーを押して目的
のサイズを選択し、［選択］
キーを押します。
メイン（スキャンモード）画面
に戻ります。
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スキャンカラーの設定

スキャンデータのカラー設定を行います。

1 メイン（スキャンモード）画面
で［▲］、［▼］キーを押して現
在のスキャンカラー設定を選択
し、［選択］キーを押します。

2［▲］、［▼］キーを押して［白
黒］または［ｶﾗｰ / ｸﾞﾚｰ］を選択
し、［選択］キーを押します。
メイン（スキャンモード）画面
に戻ります。

データ形式設定で
［JPEG］が設定されてい
る場合、スキャンカラー
を［白黒］に設定する
と、データ形式設定が自
動的に［PDF］に切り替
わります。

［白黒］設定時のみ、［設
定ﾒﾆｭｰ］-［読込み設定］
-［符号化方式］の設定
が有効になります。
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件名の設定

スキャンデータをメール送信する際に使用する件名を設定します。

1 メイン（スキャンモード）画面
で［▲］、［▼］キーを押して
［件名］を選択し、［選択］キー
を押します。

2 テンキーで件名を入力し、［選
択］キーを押します。
メイン（スキャンモード）画面
に戻ります。

文字の入力のしかたにつ
いては、「入力のしかた」
（p.474）をごらんくださ
い。

入力可能な文字数は、英
数字、記号で最大 20 文
字です。

すでに設定されている件
名を消去するには、［戻
る］キーを押します。
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送信待ちジョブの取り消し

送信待ち状態になっているジョブの一覧を表示し、ジョブを取り消します。

1 メイン（スキャンモード）画面
で［▲］、［▼］キーを押して
［予約ｷｬﾝｾﾙ］を選択し、［選択］
キーを押します。
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2［▲］、［▼］キーを押して取り
消すジョブを選択し、［選択］
キーを押します。

選択したジョブの内容を
確認するには、［ ］
キーを押します。

送信待ちジョブが存在し
ない場合は、［予約はあ
りません］というメッ
セージが表示されます。

3［▲］、［▼］キーを押して［は
い］を選択し、［選択］キーを
押します。
メイン（スキャンモード）画面
に戻ります。

▲
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消耗品の交換のしかた
ご注意

本ユーザーズガイドに記載されている手順にしたがわなかったことによる故
障については、保証の対象にはなりません。

［ﾄﾅｰが空です］、［転写ﾍﾞﾙﾄ交換時期］などのエラーメッセージが表示された
場合は、設定情報リストページを印刷し、消耗品の状態を確認してくださ
い。エラーメッセージについて詳しくは、「エラーメッセージ」（p.436）を
ごらんください。また、設定情報リストページの印刷について詳しくは、
「設定情報リストページを印刷する」（p.397）をごらんください。

リサイクルトナーカートリッジについて

ご注意

コニカミノルタ純正品以外のリサイクルトナーカートリッジは使用しないで
ください。リサイクルトナーカートリッジを使用したことによる故障や印刷
品質の問題については、保証の対象にはなりません。また、技術的なサポー
トの対象にもなりません。

使用済みカートリッジ回収のご案内

回収方法

使用済みのカートリッジを袋に入れ、購入された際の箱に入れてお送りくだ
さい。カートリッジに付着しているトナーにご注意の上、袋および箱の口は
テープでしっかりふさいでください。

回収したトナーカートリッジおよびイメージングユニットは再資源化してい
ます。

トナーカートリッジについて

本機ではブラック（黒）、イエロー（黄色）、マゼンタ（赤）、シアン（青）
の 4 つのトナーカートリッジを使います。トナーカートリッジを取り扱う
際は、トナーが本機や手などにこぼれないように注意してください。

トナーカートリッジを交換する場合、必ず未使用品と交換してくだ
さい。使用済みのトナーと交換すると、メッセージウィンドウの表
示がクリアーされません。

トナーカートリッジは、無理に開けたりしないでください。トナー
が漏れ出した場合、トナーの吸引および皮膚接触を極力避けてくだ
さい。
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トナーが服や手に付いた場合、石鹸を使って水でよく洗い流してく
ださい。

トナーを吸入した場合、新鮮な空気の場所に移動し、大量の水でよ
くうがいをしてください。咳などの症状がでるようであれば医師の
診察を受けてください。

トナーが目に入った場合、直ちに流水で 15 分以上洗い流し、刺激が
残るようであれば医師の診察を受けてください。

トナーを飲み込んだ場合、口の中をよくすすぎ、コップ 1、2 杯の水
を飲んでください。必要に応じて医師の診察を受けてください。

トナーカートリッジは幼児や子供の手の届かないところに保管して
ください。
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トナーカートリッジは以下のように保管してください。

トナーカートリッジを装着するまでは、保護袋を開けないでください。

日光を避け、冷暗所に保管してください。

気温 35°C以下、湿度 85%以下の場所で結露が起こらないように保管して
ください。トナーカートリッジを寒い場所から温かい湿度の高い場所へ
移動すると、結露が起こり、印刷品質が低下する可能性があります。使
用する前には約 1 時間トナーカートリッジをその環境に置いて適応させ
てください。

水平な状態で保管してください。
トナーカートリッジを逆向きに置かないでください。トナーカートリッ
ジ内のトナーが固まったり、均等にならない可能性があります。

塩分を含んだ空気や、エアゾールなどの腐食性のガスに触れないように
してください。
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トナーカートリッジの交換手順

ご注意

トナーカートリッジを交換するときは、トナーがこぼれないように注意して
ください。もしトナーがこぼれた場合は、すみやかにやわらかい乾いた布で
拭き取ってください。

［設定ﾒﾆｭｰ］-［ﾏｼﾝ設定］-［ﾄﾅｰｴﾝﾌﾟﾃｨ］を［ｽﾄｯﾌﾟ］に設定している場合、
トナーがなくなると［ﾄﾅｰが無くなりました x ﾄﾅｰを交換する］（x はトナー
の色を表します）のメッセージが表示されます。以下の手順にしたがってト
ナーカートリッジを交換してください。ここではイエロートナーカートリッ
ジを例に説明します。

1 操作パネルのメッセージウィンドウで、なくなったトナーカートリッジ
の色を確認します。

2 前ドアを開きます。
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3 正面のレバーを左へ引きます。
Y: イエロー
M: マゼンダ
C: シアン
K: ブラック

4 交換するトナーカートリッジの
取っ手をつかみ、引き抜きま
す。

ご注意

使用済みトナーカートリッジは回収サービスをご利用いただくか、地域の条
例にしたがって廃棄してください。

5 新たにセットするトナーカートリッジの色を確認します。

トナーがこぼれるのを防ぐため、手順 4 を実行するまでトナー
カートリッジを袋から出さないでください。

Y M C K
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6 トナーカートリッジを袋から取
り出します。

7 新しいトナーカートリッジを両
手で持ち、数回振ります。

8 トナーカートリッジ右側の保護
フィルムのシール部をはがしま
す。
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9 トナーカートリッジの色と本体
挿入口の色が合っていることを
確認して、トナーカートリッジ
を押し込みます。

トナーカートリッジを奥
まで押し込んでくださ
い。

10 レバーを右に引きロックしま
す。

正面のレバーを確実に元
の位置に戻してくださ
い。元の位置に戻ってい
ない場合、前ドアは閉じ
ません。

レバーが操作しにくい場
合は、レバー部を奥に押
し込んでください。

11 トナーカートリッジが確実に
セットされていることを確認し
て、保護フィルムを引き抜きま
す。
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12 前ドアを閉じます。

前ドアを閉じるときは、
突起部分を押してくださ
い。
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イメージングユニットの交換手順

ご注意

OPC ドラムの表面に手を触れない
でください。印刷品質低下の原因に
なります。

［IU が寿命です x を交換する］（x はイメージングユニットの色を表します）
というメッセージが表示されたら指定されたイメージングユニットを交換し
てください。ここではブラックイメージングユニットを例に説明します。

1 操作パネルのメッセージウィンドウで、交換するイメージングユニット
の色を確認します。
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2 前ドアを開きます。

3 正面のレバーを左へ引きます。
Y: イエロー
M: マゼンダ
C: シアン
K: ブラック

Y M C K
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4 トナーカートリッジの取っ手を
つかみ、引き抜きます。

トナーカートリッジを傾
けると、トナーがこぼれ
る恐れがありますので注
意してください。

5 廃トナーボトルを押し上げ、
ロックを解除します。

6 廃トナーボトルの左右の取っ手
をつまみ、廃トナーボトルを
ゆっくりと引き抜きます。

廃トナーボトルを傾ける
と、トナーがこぼれる恐
れがありますので注意し
てください。
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7 交換するイメージングユニット
のロックレバー（「PUSH」と表
示されている）を押しながら、
イメージングユニットを引き抜
きます。

ご注意

使用済みイメージングユニットは回収サービスをご利用いただくか、地域の
条例にしたがって廃棄してください。

8 新たにセットするイメージングユニットの色を確認します。

9 イメージングユニットを袋から
取り出します。
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10 新しいイメージングユニットを
両手で持ち、図のように数回振
ります。

イメージングユニットの
下部に手を触れないでく
ださい。損傷による印刷
品質低下の原因になりま
す。

11 イメージングユニットの保護カ
バーを取り外します。
イメージングユニットの保護
テープをすべて取り外します。
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12 イメージングユニットの紙を取り外します。
イメージングユニットの保護カ
バーを取り外します。

13 新しくセットするイメージング
ユニットの色と本体挿入口の色
が合っていることを確認して、
イメージングユニットを押し込
みます。

14 廃トナーボトルをロックされる
まで押し込みます。
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15 トナーカートリッジの色と本体
挿入口の色が合っていることを
確認して、トナーカートリッジ
を押し込みます。

トナーカートリッジを奥
まで押し込んでくださ
い。

16 レバーを右に引きロックしま
す。

正面のレバーを確実に元
の位置に戻してくださ
い。元の位置に戻ってい
ない場合、前ドアは閉じ
ません。

レバーが操作しにくい場
合は、レバー部を奥に押
し込んでください。

17 前ドアを閉じます。
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前ドアを閉じるときは、
突起部分を押してくださ
い。
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廃トナーボトル WB-P03 の交換手順

廃トナーボトルがいっぱいになると［廃ﾄﾅｰﾎﾞﾄﾙﾌﾙ ﾎﾞﾄﾙを交換する］のメッ
セージが表示されます。本機は印刷を中断し、廃トナーボトルを交換後に印
刷を再開します。

1 前ドアを開きます。
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2 廃トナーボトルを押し上げ、
ロックを解除します。

3 廃トナーボトルの左右の取っ手
をつまみ、廃トナーボトルを
ゆっくりと引き抜きます。

廃トナーボトルを傾ける
と、廃トナーがこぼれる
恐れがありますので注意
してください。

4 梱包箱から新しい廃トナーボトルを取り出します。使用済みの廃トナー
ボトルは梱包箱に同梱されているポリ袋に入れて、梱包箱へしまってお
きます。

ご注意

使用済み廃トナーボトルは回収サービスをご利用いただくか、地域の条例に
したがって廃棄してください。

廃トナーボトル
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5 廃トナーボトルをロックされる
まで押し込みます。

6 前ドアを閉じます。

前ドアを閉じるときは、
突起部分を押してくださ
い。

廃トナーボトルが最後まで押し込まれていない場合、前ドアは閉
じません。
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転写ローラー TF-P04 の交換

転写ローラーの交換時期になると、［転写ﾛｰﾗｰ交換時期］のメッセージが表
示されます。このメッセージが表示されてからも印刷できますが、印字品質
が低下しますので、すみやかに転写ローラーを交換してください。

以下の手順に従って転写ローラーを交換してください。

1 レバーを引き（①）、右ドアを
開きます（②）。

右ドアを開くときは、必
ずトレイ 1 をたたんでか
ら開いてください。

2 つまみ（2 箇所）を両側から内
側へ押しながら（①）、ロー
ラー押さえを手前に倒します
（②）。
消耗品の交換のしかた 367



3 つまみを押さえながら転写ロー
ラーを取り外します。

4 新しい転写ローラーを梱包箱から取り出します。

5 つまみを押さえながら転写ロー
ラーの軸を本機内部の軸受けに
差し込みます。

6 カチッと音がするまでローラー
を押さえ内側へ倒します。
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7 右ドアを閉じます。

8［設定ﾒﾆｭｰ］-［管理者設定］-［消耗品を交換］-［転写ﾛｰﾗｰ］でカウン
ターをリセットします。

転写ベルトユニット TF-P05 の交換

転写ベルトユニットの交換時期になると、［転写ﾍﾞﾙﾄ交換時期］のメッセー
ジが表示されます。このメッセージが表示されてからも印刷できますが、印
字品質が低下しますので、すみやかに転写ベルトユニットを交換してくださ
い。

以下の手順に従って転写ベルトユニットを交換してください。

1 本機の電源を切り、電源ケーブ
ル、インターフェースケーブル
を外します。
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2 前ドアを開きます。

3 全てのトナーカートリッジと廃
トナーボトル、全てのイメージ
ングユニットを取り外します。

トナーカートリッジ、イ
メージングユニット、廃ト
ナーボトルの取り外しにつ
いて、詳しくは「トナー
カートリッジの交換手順」
（p.351）、「イメージングユ
ニットの交換手順」
（p.356）、「廃トナーボトル
WB-P03 の交換手順」
（p.364）をごらんください。

取り出したイメージングユニットは、光が当たらないように布など
で覆ってください。

トナーカートリッジを傾けると、トナーがこぼれる恐れがあります
ので注意してください。
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廃トナーボトルを傾けると、トナーがこぼれる恐れがありますので
注意してください。

4 レバーを引き（①）、右ドアを
開きます（②）。

右ドアを開くときは、必ず
トレイ 1 をたたんでから開
いてください。

5 右ドア上側の部品を取り外しま
す。

6 転写ベルトユニットの下に保護
シートを差し込みます。
保護シートは止まるまで差し込
んでください。
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7 転写ベルトユニットのガイドを
下げます。

8 左右のハンドルを持ち、転写ベ
ルトユニットを慎重に引き抜き
ます。

転写ベルトユニットは水平
に抜いてください。
表面に傷がつくことがあり
ます。

9 新しい転写ベルトユニットを梱
包箱から取り出します。

転写ベルトの表面には触ら
ないでください。

青色のレバーは取り外さな
いでください。
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10 新しい転写ベルトユニットの保
護材を取り外します。

11 新しい転写ベルトユニットを左
右のガイドに沿って慎重に差し
込みます。

奥に突き当たるまで差し込
んでください。

転写ベルトユニットは水平
に差し込んでください。
表面に傷がつくことがあり
ます。

12 転写ベルトユニットのガイドを
上げます。
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13 保護シートを引き抜きます。

14 右ドア上側の部品を取り付けま
す。

15 右ドアを閉じます。
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16 取り外したトナーカートリッジ
と廃トナーボトル、イメージン
グユニットを取り付けます。

トナーカートリッジ、イ
メージングユニット、廃ト
ナーボトルの取り付けにつ
いて、詳しくは「トナー
カートリッジの交換手順」
（p.351）、「イメージングユ
ニットの交換手順」
（p.356）、「廃トナーボトル
WB-P03 の交換手順」
（p.364）をごらんください。

17 前ドアを閉じます。

前ドアを閉じるときは、突
起部分を押してください。

18 電源ケーブルを接続し、本機の電源を入れます。

19［設定ﾒﾆｭｰ］-［管理者設定］-［消耗品を交換］-［転写ﾍﾞﾙﾄ］でカウン
ターをリセットします。
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定着ユニット FU-P02 の交換

定着ユニットの交換時期になると、［定着ﾕﾆｯﾄ交換時期］のメッセージが表
示されます。このメッセージが表示されてからも印刷できますが、印字品質
が低下しますので、すみやかに定着ユニットを交換してください。

以下の手順に従って定着ユニットを交換してください。

1 本機の電源を切り、電源ケーブ
ル、インターフェースケーブル
を外します。

ご注意

定着部は非常に高温になっています。やけどの原因となりますので、電源を
切ってから 20 分以上放置し、定着部が室温になってから交換してくださ
い。

2 レバーを引き（①）、右ドアを
開きます（②）。

右ドアを開くときは、必ず
トレイ 1 をたたんでから開
いてください。
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3 定着カバーを開きます。

4 左右のレバーを下げます。

5 定着ユニットを取り外します。
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6 新しい定着ユニットを梱包箱か
ら取り出します。

定着ローラーの表面には触
らないでください。

7 左右のレバーを上げます。

8 保護材を取り外します。
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9 左右のレバーを下げます。

10 新しい定着ユニットの下部のレ
バーを下げます。

11 新しい定着ユニットを固定され
るまで奥に入れます。
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12 定着ユニットの下部のレバーを
上げます。

13 定着カバーを閉じます。

14 右ドアを閉じます。

右ドアが閉じないときは、
定着ユニットが正しくセッ
トされているかを確認して
ください。

15 電源ケーブルを接続し、本機の電源を入れます。

16［設定ﾒﾆｭｰ］-［管理者設定］-［消耗品を交換］-［定着ﾕﾆｯﾄ］でカウン
ターをリセットします。
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本機のメンテナンス

注意
すべての注意／警告ラベルを注意深く読み、必ずその指示にしたがってくだ
さい。これらのラベルは本機のドア内部や本機本体の内部にあります。

本機を長く使用できるように丁寧に取り扱ってください。誤使用や乱暴な取
り扱いによる故障については保証の対象になりません。ほこりや用紙の断片
が本機内部・外部に残っていると、印刷品質低下の原因となります。定期的
に本機の清掃をされることをおすすめします。以下のガイドラインにした
がってください。

警告
清掃前には、本機の電源を切り、電源ケーブル、インターフェースケーブル
を外してください。
本機内部に水や洗剤がこぼれないよう注意してください。本機の損傷や感電
のおそれがあります。

注意
定着部は高温になります。定着部の温度はゆっくり下がります（1
時間お待ちください）。

本機内部の清掃や、紙づまりを取り除く場合は、定着部など内部の部品
は非常に高温になるため、定着部の周辺に触れないよう注意してくださ
い。

本機の上に物を置かないでください。

本機の清掃には柔らかい布を使用してください。

本機の表面に洗剤液を直接スプレーしないでください。本機のすき間か
ら洗剤液が入り込むと、内部の回路が損傷するおそれがあります。

本機の清掃に、溶剤（アルコール、ベンゼン、シンナーなど）を含む研
磨剤や腐食剤を使用しないでください。

中性洗剤などの洗剤液を使用する場合は、本機の目立たない部分で試し
に使用し、洗剤の効果などを確認してください。

本機の清掃にはとがっているものや表面がざらざらしているもの（針
金、プラスチックの掃除パッド、ブラシなど）は使用しないでくださ
い。

本機のドアはゆっくり閉めてください。本機に振動を与えないようにし
てください。

本機を使用後すぐにカバーなどをかけないでください。電源を切り、本
機の温度が下がるまで待ってください。
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本機のドアを長時間開けたままにしないでください。特に明るい場所で
は、光によってイメージングユニットが損傷を受ける場合があります。

印刷中は本機のいずれのドアも開けないでください。

用紙を本機の上部にあててそろえないでください。

本機に油をさしたり、分解しないでください。

本機を傾けないでください。

電気配線、ギア、レーザービーム本機には触れないでください。本機の
故障や印刷品質の低下の原因になります。

排紙トレイ上の用紙の量が多くなりすぎないように取り除いてくださ
い。用紙の量が多すぎると、紙づまりをおこしたり用紙がカールする原
因になります。

本機を移動するときは、必ず 2
人以上で持ち上げてください。
トナーがこぼれないよう本機を
水平にして運んでください。

本機を移動するときは、トレイ
1 をたたみ、図に示す位置を

持って運んでください。

オプションの給紙ユニット
PF-P09 を装着しているときは、
必ず、本機と別々に運んでくだ
さい。また、トレイ 3 の取手

（引き出し部）や給紙ユニット
の右ドアを持たないでくださ
い。給紙ユニットの破損の原因
になります。

トナーが手についたときは、冷水と中性洗剤で洗ってください。

注意
トナーが目に入ったときは、すぐに冷水で洗い、医師に相談してください。

本機の電源ケーブルをコンセントに接続する前に、清掃時に取り外した
内部の部品が取り付けられていることを確認してください。

32.5 kg

71.7 lbs
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本機の清掃

注意
清掃前には本機の電源を切り、電源ケーブルを外してください。 

本機外側の清掃

操作パネル

本機の外側

排気ダクト

原稿ガラス 原稿カバーパッド
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給紙ローラーの清掃

給紙ローラー部に紙粉やほこりがたまると、給紙トラブルの原因になりま
す。

トレイ 1（手差しトレイ）の給紙ローラーの清掃

1 トレイ 1 を開きます。

2 押し上げ板の中央付近を左右の
ロック爪（白色）がロックする
まで押し下げます。
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3 やわらかい乾いた布で給紙ロー
ラーの汚れを拭き取ります。

4 トレイ 1 を閉じます。
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トレイ 2/3 の給紙ローラーの清掃

1 トレイを開きます。

2 やわらかい乾いた布で給紙ロー
ラーの汚れを拭き取ります。

3 トレイを閉じます。
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トレイ 3 の搬送ローラーの清掃

1 トレイ 3 の右ドアを開きます。

トレイ 3 の右ドアを開け
るときは、トレイ 1 をた
たんでから開けてくださ
い。

2 やわらかい乾いた布で搬送ロー
ラーの汚れを拭き取ります。

3 トレイ 3 の右ドアを閉じます。
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ADF の給紙ローラーの清掃

1 ADF カバーを開きます。

2 やわらかい乾いた布で、カバー
裏側の給紙ローラーの汚れを拭
き取ります。

3 ADF カバーを閉じます。
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レーザーレンズの清掃

本機には 4 つのレーザーレンズがあります。すべて以下の手順で清掃を
行ってください。レーザーレンズ清掃具はトレイ 2 の中に収納されていま
す。

1 トレイ 2 を引き出します。

2 カバーを取り外します。

カバーは後で使用しますので、元の位置に戻さないでください。
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3 レーザーレンズ清掃具をトレイ
2 から取り出します。

4 トレイ 2 を閉じます。

5 前ドアを開きます。
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6 廃トナーボトルと、清掃する色のトナーカートリッジおよびイメージン
グユニットを引き抜きます。

トナーカートリッジ、イ
メージングユニット、廃
トナーボトルの取り外し
について、詳しくは「ト
ナーカートリッジの交換
手順」（p.351）、「イメー
ジングユニットの交換手
順」（p.356）、「廃トナー
ボトル WB-P03 の交換手
順」（p.364）をごらんく
ださい。

トナーカートリッジを傾けると、トナーがこぼれる恐れがありま
すので注意してください。

廃トナーボトルを傾けると、トナーがこぼれる恐れがありますの
で注意してください。

7 取り外したイメージングユニッ
トにカバーを取り付けます。

トナーカートリッジ イメージングユニット

廃トナーボトル
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8 イメージングユニットの下部に
ある清掃孔にレーザーレンズ清
掃具のスポンジ面を下向きにし
て差し込み、2 ～ 3 回前後に動
かします。

9 取り外したトナーカートリッジ、イメージングユニット、廃トナーボト
ルを取り付けます。

トナーカートリッジ、イ
メージングユニット、廃
トナーボトルの取り付け
について、詳しくは「ト
ナーカートリッジの交換
手順」（p.351）、「イメー
ジングユニットの交換手
順」（p.356）、「廃トナー
ボトル WB-P03 の交換手
順」（p.364）をごらんく
ださい。

10 前ドアを閉じます。

トナーカートリッジ イメージングユニット

廃トナーボトル
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11 トレイ 2 を引き出します。

12 レーザーレンズ清掃具をトレイ
2 の中のホルダーに戻します。

13 カバーを閉じます。

14 トレイ 2 を閉じます。

15 同様にして各イメージングユニットに相当する位置のレーザーレンズを
清掃します。

レーザーレンズ清掃具は本機の付属品です。なくさないように
レーザーレンズ清掃具ホルダーに戻してください。
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はじめに
この章では、本機使用時に問題が起きた場合の解決方法や、困ったときに役
立つ情報について説明しています。

設定情報リストページを印刷する p. 397

紙づまりを防ぐには p. 398

用紙送りの流れ p. 399

紙づまりの処理 p. 400

紙づまりの問題 p. 417

その他の問題 p. 420

印刷品質の問題 p. 428

ステータス、エラー、サービスのメッセージ p. 435
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設定情報リストページを印刷する
1 メイン画面で［▲］、［▼］キーを押して［ﾚﾎﾟｰﾄ / ｽﾃｰﾀｽ］を選択し、［選

択］キーを押します。

2［▲］、［▼］キーを押して［ﾚﾎﾟｰﾄ］を選択し、［選択］キーを押します。

3［▲］、［▼］キーを押して［設定情報ﾘｽﾄ］を選択し、［選択］キーを押
します。

4［スタート（カラー）］キーまたは［スタート（モノクロ）］キーを押し
ます。
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紙づまりを防ぐには

確認してください

用紙は本機の仕様に合っていますか？

用紙（特に給紙される側）は平らですか？

本機は表面が固く、平らで、安定した水平な場所に置いてありますか？

用紙は湿気の多い場所を避けて保管されていますか？

トレイに用紙をセットしたら、常に用紙ガイドを用紙サイズに合わせていま
すか？（用紙ガイドが用紙サイズに合っていないと、印刷品質の低下や紙づ
まり、本機の破損の原因になります。）

用紙は、印刷する面を上にしてトレイにセットしていますか？（用紙の包装
ラベルに用紙の印刷面を示す矢印がかかれていることがあります。）

避けてください

折られた用紙、しわのある用紙、エンボス加工されている用紙、曲がった用
紙

重なっている用紙（用紙が重なって給紙される場合は、いったんトレイから
取り出し、さばいてください。） 

異なる種類・サイズ・坪量の用紙を同時にセットしないでください。

給紙トレイの最大容量以上に用紙をセットしないでください。

排紙トレイには、最大容量以上の用紙を置いたままにしないでください。
（排紙トレイは、普通紙 150 枚または、特殊紙 10 枚まで排紙できます。150
枚以上の普通紙または、10 枚以上の特殊紙を置いたままにすると、紙づま

りの原因になります。）
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用紙送りの流れ
本機内部での用紙の流れを知っておくと、紙づまりが起こった場所が分かり
やすくなります。

1 2

3

原稿の流れ

用紙の流れ

4

10

11

12

13

6

5

9

8

7

1 ADF 給紙ローラー

2 原稿給紙トレイ

3 原稿排出トレイ

4 定着ユニット

5 両面プリントユニット

6 トレイ 1 （手差しトレイ）

7 トレイ 3 （オプション）

8 トレイ 2

9 プリントヘッドユニット

10 イメージングユニット

11  転写ベルトユニット

12 トナーカートリッジ

13  排紙トレイ
用紙送りの流れ 399



紙づまりの処理
故障を防ぐため、紙づまりを起こした用紙がやぶれないようにゆっくりと取
り除きます。小さくても紙片が本機内に残ると、用紙送りができなくなり、
紙づまりが再発する原因になります。
紙づまりを起こした用紙をもう一度セットしないでください。

ご注意

定着部の前の段階では、印刷イメージは定着されていません。印刷面に触れ
るとトナーが手に付く場合がありますので、つまった用紙を取り除くときに
は印刷面に触れないように注意してください。また、本機内部にトナーをこ
ぼさないでください。

注意
定着されていないトナーは、手や衣服などを汚す場合があります。
トナーが衣服についたときは、できる範囲で軽く払ってください。それでも
衣服に残る場合は、お湯を使わず冷水ですすいでください。トナーが肌につ
いたときは、水または中性洗剤で洗ってください。

注意
トナーが目に入ったときは、すぐに冷水で洗い、医師に相談してください。

紙づまりの処理をした後でも、操作パネルのメッセージウィンドウに紙づま
りのメッセージが表示されている場合は、本機のドアの開閉を行ってくださ
い。
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紙づまりのメッセージと処理について

紙づまりメッセージ 参照ページ

［給紙ﾐｽ
右ﾄﾞｱ開けてください］

p. 404

［給紙ﾐｽ
右ﾄﾞｱ開けてください］

p. 407

［原稿が詰まりました
給紙ｶﾊﾞｰを開ける］

p. 410

［垂直搬送路でｼﾞｬﾑ
右ﾄﾞｱ開けてください］

p. 404

［定着ﾕﾆｯﾄｼﾞｬﾑ
右ﾄﾞｱ開けてください］

p. 413

［転写ﾛｰﾗｰ部でｼﾞｬﾑ
右ﾄﾞｱ開けてください］

p. 402

［ﾄﾚｲ 1 でｼﾞｬﾑ

右ﾄﾞｱ開けてください］

p. 402

［排紙部でｼﾞｬﾑ
右ﾄﾞｱ開けてください］

p. 413

［両面上部ｼﾞﾔﾑ
右ﾄﾞｱ開けてください］

p. 412

［両面ﾕﾆｯﾄ下部ｼﾞﾔﾑ
右ﾄﾞｱ開けてください］

p. 412
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トレイ 1（手差しトレイ）／転写ローラーでの紙づまり処理

1 レバーを引き（①）、右ドアを
開けます（②）。

右ドアを開けるときは、
必ずトレイ 1 をたたんで
から開けてください。

2 つまった用紙をゆっくりと引出
します。

注意
定着部周辺は高温になっています。
火傷の原因となりますので、指定さ
れたつまみやダイヤル以外の部分に
は触れないように注意してくださ
い。高温部に手などが触れてしまっ
た場合は、すぐに冷たい水で冷や
し、医師にご相談ください。
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ご注意

転写ベルトや転写ローラーの表面に
触れると、印刷画質が低下する可能
性があります。
転写ベルトや転写ローラーの表面に
触れないように注意してください。

3 右ドアを閉じます。
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トレイ 2 での紙づまり処理

1 レバーを引き（①）、右ドアを
開けます（②）。

右ドアを開けるときは、
必ずトレイ 1 をたたんで
から開けてください。

2 つまった用紙をゆっくりと引出
します。
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注意
定着部周辺は高温になっています。
火傷の原因となりますので、指定さ
れたつまみやダイヤル以外の部分に
は触れないように注意してくださ
い。高温部に手などが触れてしまっ
た場合は、すぐに冷たい水で冷や
し、医師にご相談ください。

ご注意

転写ベルトや転写ローラーの表面に
触れると、印刷画質が低下する可能
性があります。
転写ベルトや転写ローラーの表面に
触れないように注意してください。
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3 右ドアを閉じます。

4 トレイ 2 を引出し（①）、トレイ
内に残っている用紙を取り出し
ます（②）。

5 取り出した用紙をさばいてから
用紙の端をそろえます。
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6 用紙の印刷面を上向きにしてトレイ 2 にセットします。

用紙は平らにセットしてください。

用紙は � マークを超えないようにセットしてください。

用紙ガイドを必ず用紙の端面にあわせてください。

7 トレイ 2 を閉じます。

トレイ 3 での紙づまり処理

1 トレイ 3 の右ドアを開けます。

トレイ 3 の右ドアを開け
るときは、手差しトレイ
をたたんでから開けてく
ださい。
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2 つまった用紙をゆっくりと引出
します。

3 トレイ 3 の右ドアを閉じます。

4 トレイ 3 を引出し（①）、トレイ
内に残っている用紙を取り出し
ます（②）。
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5 取り出した用紙をさばいてから
用紙の端をそろえます。

6 用紙の印刷面を上向きにしてトレイ 3 にセットします。

用紙は平らにセットしてください。

用紙は � マークを超えないようにセットしてください。

用紙ガイドを必ず用紙の端面にあわせてください。

7 トレイ 3 を閉じます。
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ADF での紙づまり処理

1 ADF カバーを開きます。

2 ADF の原稿給紙トレイから残っ
ている原稿を取り除きます。

3 ADF を開きます。
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4 つまっている原稿を取り除きま
す。

5 ADF を閉じます。

6 ADF カバーを閉じます。
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両面プリントユニットでの紙づまり処理

1 レバーを引き（①）、右ドアを
開けます（②）。

右ドアを開けるときは、
必ずトレイ 1 をたたんで
から開けてください。

2 つまっている用紙をゆっくりと
引出します。

3 右ドアを閉じます。
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定着ユニットでの紙づまり処理

1 レバーを引き（①）、右ドアを
開きます（②）。

右ドアを開くときは、必
ずトレイ 1 をたたんでか
ら開いてください。

2 レバー（2 箇所）を押し上げま
す。

3 定着カバーを開きます。
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4 つまった用紙をゆっくりと引出
します。

下側に取り除くことがで
きない場合は、定着ユ
ニットの上側から取り除
きます。
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注意
定着部周辺は高温になっています。
火傷の原因となりますので、指定さ
れたつまみやダイヤル以外の部分に
は触れないように注意してくださ
い。高温部に手などが触れてしまっ
た場合は、すぐに冷たい水で冷や
し、医師にご相談ください。

ご注意

転写ベルトや転写ローラーの表面に
触れると、印刷画質が低下する可能
性があります。
転写ベルトや転写ローラーの表面に
触れないように注意してください。
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5 定着カバーを閉じます。

6 レバー（2 箇所）を押し下げま
す。

7 右ドアを閉じます。
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紙づまりの問題
特定の場所で紙づまりが頻繁に起こる場合は、その場所について確
認、修理、清掃が必要です。また、対応していない種類の用紙や原
稿を使用すると、紙づまりの原因になります。

症状 原因 処置のしかた

ADF で紙づ

まりが起き
ている

ガイド板の幅が、原
稿サイズに合うよう
に調節されていない。

ADF のガイド板を原稿サイズに合うよ

うに調節してください。

詳しくは「原稿をセットする」
（p.200）をごらんください。

原稿の枚数が最大積
載量を超えている。

最大積載量を超えている原稿を取り除
き、ADF の原稿枚数を減らしてセット

しなおしてください。

最大積載量については 、「原稿につい

て」（p.198）をごらんください。

対応していない原稿
を使用している。

本機が対応する原稿を使用してくださ
い。原稿の種類については 、「原稿に

ついて」（p.198）をごらんください。

紙づまりが
起きる

ラベル紙が、トレイ
1/2 に逆向きにセット

されている。

ラベル紙の向きを正しい向きにセット
してください。

給紙トレイ内で用紙
が正しい位置にセッ
トされていない。

つまった紙を取り除き、給紙トレイに
正しく用紙をセットしなおしてくださ
い。

給紙トレイ内の用紙
が曲がったりしわに
なったりしている。

曲がった用紙やしわになった用紙を取
り除き、新しい用紙に替えてくださ
い。

給紙ローラーが汚れ
ている。

給紙ローラーを清掃してください。
詳しくは、「給紙ローラーの清掃」
（p.385）をごらんください。

対応していない用紙
（対象外のサイズ、厚
さ、種類の用紙）を
使用している。

コニカミノルタ推奨の用紙を使用して
ください。対応用紙については、 「使

用できる用紙」（p.166）をごらんくだ

さい。
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紙づまりが
起きる

トレイ 3 にラベル紙、

はがき、レターヘッ
ド、厚紙、光沢紙が
セットされている。

ラベル紙、はがき、レターヘッド、厚
紙、光沢紙はトレイ 1/2 にセットして

ください。

トレイ内の用紙枚数
が最大補給量を超え
ている。

最大補給量を超えている用紙を取り除
き、トレイ内の用紙の枚数を減らして
セットしなおしてください。

封筒がトレイ 1 に正

しくない向きにセッ
トされている。

封筒はフタを上側にしてセットしてく
ださい。

フタが封筒の長辺にある場合は、フタ
を本機に向けてセットしてください。

用紙ガイドの幅が、
用紙サイズに合うよ
うに調節されていな
い。

給紙トレイ内の用紙ガイドを用紙サイ
ズに合うように調節してください。

用紙が湿気を帯びて
いる。

湿気のある用紙を取り除き、新しい乾
いた用紙に替えてください。

封筒がトレイ 2/3 に
セットされている。

封筒はトレイ 1 にセットしてくださ

い。

トレイ 3 に不定形用

紙がセットされてい
る。

不定形用紙はトレイ 1/2 にセットして

ください。

紙づまりの
メッセージ
が消えない

本機内につまった紙、
紙片が残っている。

用紙が通る場所を再確認し、紙づまり
がすべて取り除かれているか確認して
ください。

本機をリセットする
必要がある。

本機の右ドアを開閉してリセットして
ください。

複数の用紙
が重なって
給紙される

用紙が湿気を帯びて
いる。

湿った用紙を取り出し、新しい乾いた
用紙に替えてください。

用紙の先端がそろっ
ていない。

用紙を取り出し、用紙の端をそろえて
セットしなおしてください。

症状 原因 処置のしかた
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両面印刷の
紙づまりが
起きている

対応していない用紙
（対象外のサイズ、厚
さ、種類の用紙）を
使用している。

封筒やラベル紙、レターヘッド、はが
き、光沢紙、片面専用用紙を両面印刷
に使用しないでください。

60 ～ 90 g/m2 の普通紙（再生紙）、91 
～ 210 g/m2 の厚紙、60 ～ 90 g/m2 の

特殊紙で両面印刷ができます。プリン
タードライバーで用紙種類を正しく設
定してください。両面印刷に対応して
いる用紙については、「使用できる用
紙」（p.166）をごらんください。

異なる種類の用紙を混ぜてセットしな
いでください。

コニカミノルタ推奨の用紙を使用して
ください。対応用紙については 、「使

用できる用紙」（p.166）をごらんくだ

さい。

まだ紙づまりを起こ
している。

用紙が通る場所を再確認し、紙づまり
がすべて取り除かれているか確認して
ください。

症状 原因 処置のしかた
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その他の問題

症状 原因 処置のしかた

本機の電源
が入らない

電源ケーブルが正し
くコンセントに差し
込まれていない。

電源スイッチをオフ（○の位置）に
し、電源ケーブルがコンセントに正し
く接続されているか確認してから電源
スイッチをオン（｜の位置）にしま
す。

電源ケーブルが接続
されているコンセン
トに問題がある。

他の電気機器をそのコンセントに接続
して、正しく動作するか確認してくだ
さい。

電源スイッチが正し
くオン（｜の位置）
になっていない。

電源スイッチをオフ（○の位置）にし
てから、オン（｜の位置）にします。

電源ケーブルが接続
されているコンセン
トの電源の電圧や周
波数が本機の仕様に
合っていない。

付録「技術仕様」（p.468）に記載され

ている仕様に合った電源を使用してく
ださい。

予定よりも
かなり早く
メッセージ
ウィンドウ
に［ﾄﾅｰ残量
少 x］が表

示される

トナーカートリッジ
が壊れている。

トナーカートリッジを取り出し、損傷
がないか確認してください。必要であ
れば、トナーカートリッジを交換して
ください。

多量のトナーを使用
する画像を印刷して
いる。

付録「技術仕様」（p.468）をごらんく

ださい。

設定情報リ
ストが印刷
されない

給紙トレイに用紙が
セットされていない。

給紙トレイに用紙があるか、正しく揃
えてセットされているか確認してくだ
さい。

紙づまりがおきてい
る。

つまっている用紙を取り除いてくださ
い。
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トレイ 1 の

用紙種類ま
たは用紙サ
イズを変更
すると、
［ﾌｧｸｽ ﾓｰﾄﾞ 
確認］が表
示される

ファクスを受信した
とき、設定されてい
る用紙種類または用
紙サイズでは印刷で
きない。

しかし、コピー、印
刷はできる。

ファクスキーを押してエラー内容を確
認してください。

受信されたファクスを印刷するには、
用紙種類を、［普通紙］に、用紙サイ
ズを［A4］、［LETTER］、［LEGAL］また

は［8 1/2 × 13 1/2］に変更してくだ

さい。

USB メモ

リーから印
刷できない

印刷できるファイル
形式（拡張子）と一
致していない。

印刷できるファイル形式（拡張子）
は、JPEG、TIFF、XPS、PDF のみで

す。

本機の［ﾒﾓﾘ ﾀﾞｲﾚｸﾄ］
が［無効］になって
いる。

［設定ﾒﾆｭｰ］-［管理者設定］-［ﾒﾓﾘ 

ﾀﾞｲﾚｸﾄ］の設定を［有効］に変更して
ください。

ユーザー認証でパブ
リックユーザーが設
定されていない。

本機の管理者にご確認ください。

暗号化された USB
メモリーを使用して
いる。

暗号化された USB メモリーは使用で

きません。

症状 原因 処置のしかた
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印刷に時間
がかかりす
ぎる

印刷に時間のかかる
モード（厚紙など）
に設定されている。

厚紙などの特殊な用紙では、印刷に時
間がかかります。
普通紙を使用しているときは、プリン
タードライバーで［用紙種類］が普通
紙に設定されているか確認してくださ
い。

本機が節電中（ス
リープモード）に
なっている。

本機が節電中（スリープモード）の場
合、印刷するまでに少し時間がかかり
ます。

複雑なプリントジョ
ブを処理している。

処理時間を要します。お待ちくださ
い。

仕向け違いまたはコ
ニカミノルタ純正以
外のトナーカート
リッジがセットされ
ている。
メッセージウィンド
ウに［ﾄﾅｰが違います
x］と表示される。

コニカミノルタ純正で、正しい仕向け
のトナーカートリッジをセットしてく
ださい。

コピーモードでプリ
ントジョブを転送中
にエラーが検出され
た。

エラー処理および印刷を再開するのに
時間を要します。お待ちください。

白紙が排出
される

1 つ以上のトナー

カートリッジが壊れ
ているか、トナーが
なくなっている。

トナーカートリッジを確認してくださ
い。トナーが無いと画像が印刷されま
せん。

用紙や設定が正しく
ない。

プリンタードライバーで［用紙種類］
が、本機にセットされている用紙と
合っているか確認してください。

症状 原因 処置のしかた
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印刷されな
いページが
ある

別のユーザーにより
プリントジョブが途
中でキャンセルされ
た。

印刷操作を再度実行し、残りのページ
を印刷してください。

給紙トレイが空に
なっている。

給紙トレイに用紙があるか、正しく揃
えてセットされているか確認してくだ
さい。

フォームを設定して
印刷しようとしたと
きに、本機以外のプ
リンタードライバー
で作成されたフォー
ムファイルが選択さ
れている。

フォームを設定する場合は、適切なプ
リンタードライバーで書き出した
フォームファイルを使用してくださ
い。

2in1（4in1）
コピーを実
行すると画
像が欠ける

封筒に印刷する際、
倍率を設定してから
2in1（4in1）コピー

を設定した。

2in1（4in1）コピーが設定されると、

本機は倍率を自動的に調整します。封
筒など、印刷可能領域が狭い用紙に
2in1（4in1）コピーを行う場合は、最

初に 2in1（4in1）コピーを設定してか

ら、必要に応じて倍率を調整してくだ
さい。

頻繁に本機
がリセット
されたり電
源が切れた
りする

電源ケーブルがコン
セントに正しく接続
されていない。

電源スイッチをオフ（○の位置）に
し、電源ケーブルがコンセントに正し
く接続されているか確認してから電源
スイッチをオン（｜の位置）にしま
す。

システムエラーが起
きている。

エラー情報については、販売店または
弊社に連絡してください。

症状 原因 処置のしかた
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両面印刷時
に問題があ
る

用紙や設定が正しく
ない。

コニカミノルタ推奨の用紙を使用して
ください。対応用紙については 、「使

用できる用紙」（p.166）をごらんくだ

さい。

封筒、ラベル紙、はがき、光沢紙、片
面専用用紙、レターヘッドでは両面印
刷しないでください。

トレイに異なる種類の用紙がセットさ
れていないか確認してください。

両面コピーの設定を正しく行ってくだ
さい。
詳しくは、「両面コピーの設定」
（p.235）をごらんください。

プリンタードライバーの［レイアウ
ト］タブの［印刷種類］で［両面］を
選択してください。

プリンタードライバーの［レイアウ
ト］タブの［とじ位置］で［短辺上と
じ］ ［短辺下とじ］（メモ帳のように縦

にめくる）、［長辺左とじ］［長辺右と
じ］（ルーズリーフのノートのように
横にめくる）を選択してください。

正しい用紙を使用しているか確認して
ください。

ページ割付設定で両面印刷を行う場
合、部単位印刷の設定は必ずプリン
タードライバーの［基本設定］タブで
行ってください。アプリケーション側
では設定をしないでください。

USB メモ

リーにス
キャンデー
タを転送す
るのに時間
がかかりす
ぎる

USB メモリーによっ

ては応答時間が遅い
ものがある。

転送が完了するまでお待ちください。
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スキャン
モードある
いはファク
スモードに
切り替える
ことができ
ない

コピーモードでエ
ラーが発生している。

エラーを解除してからモードを切り替
えてください。

ページ割付
設定で 2 部

以上印刷す
る場合に、
正しく排出
されない

プリンタードライ
バーとアプリケー
ションの両方で部単
位印刷の設定がされ
ている。

ページ割付設定で 2 部以上の印刷を行

う場合、部単位印刷の設定は必ずプリ
ンタードライバーの［基本設定］タブ
で行ってください。アプリケーション
側では設定をしないでください。

小冊子印刷
時に、左綴
じ／右綴じ
の設定通り
に印刷され
ない

プリンタードライ
バーとアプリケー
ションの両方で部単
位印刷の設定がされ
ている。

小冊子（左とじ／右とじ）印刷を行う
場合、部単位印刷の設定は必ずプリン
タードライバーの［基本設定］タブで
行ってください。アプリケーション側
では設定をしないでください。

異常音がす
る

本機が水平に置かれ
ていない。

本機を平らで、固く、安定した、水平
な面（傾き ±1° 以内）に置いてくださ

い。

給紙トレイが正しく
セットされていない。

給紙トレイを取り外し、確実にセット
しなおしてください。

本機内に異物がある。本機の電源を切り、異物を取り除いて
ください。取り除くことができない場
合は、販売店または弊社に連絡してく
ださい。

ADF からコ

ピーまたは
スキャンし
たとき、用
紙や画像の
後端（5、6 
mm）に帯が

入る

ADF 搬送時に何らか

の不具合が発生した
可能性がある。

コピーで用紙に帯が入る場合は、コ
ピー濃度を 1 ステップ濃くしてくださ

い。

スキャニングで画像に帯が入る場合
は、原稿ガラスからスキャンしてくだ
さい。
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スキャンし
た画像にノ
イズが入る

スキャンモードが
［文 /写］または［文
字］に設定されてい
る状態で、解像度が
［150×150dpi］に設

定されている。

スキャンモードを［写真］に設定して
ください。

スキャンし
た画像の一
部が欠ける

Macintosh 版の

Acrobat 8 を使用して

いる。

Acrobat のスキャン設定で、OCR 機能

とフィルタ機能を無効にしてくださ
い。

Web ベース

のユーティ
リティーで
本機にアク
セスできな
い

PageScope Web 
Connection の管理者

パスワードが正しく
ない。

0 ～ 16 文字の管理者パスワードを入

力してください。管理者パスワードに
ついては管理者に確認してください。

PageScope Web Connection の管理者

パスワードについては［リファレンス
ガイド］（Documentation CD-ROM 内

の PDF マニュアル）をごらんくださ

い。

用紙にしわ
ができる

用紙が湿気を帯びて
いる、または用紙が
水でぬれている。

湿った用紙を取り出し、新しい乾いた
用紙に替えてください。

転写ローラーまたは
定着ユニットが壊れ
ている場合がありま
す。

転写ローラーまたは定着ユニットに損
傷がないか確認してください。必要で
あれば、エラー情報を販売店または弊
社に連絡してください。

対応していない用紙
（対象外のサイズ、厚
さ、種類の用紙）を
使用している。

コニカミノルタ推奨の用紙を使用して
ください。対応用紙については「使用
できる用紙」（p.166）をごらんくださ

い。

ジョブが本
機に送られ
たが、印刷
されない

メッセージウィンド
ウにエラーメッセー
ジが表示されている。

メッセージにしたがって操作してくだ
さい。

ユーザー認証を設定
している場合、ジョ
ブがキャンセルされ
ることがあります。

プリンタードライバーの［認証］ボタ
ンより必要な情報を入力し印刷してく
ださい。
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ハードディ
スクが自動
的にフォー
マットされ
る

ハードディスクの容
量がいっぱいです。

ハードディスク内に保存しているプリ
ントジョブやフォント、フォームファ
イルなどを削除してください。

コンパクト
フラッシュ
カードが自
動的に
フォーマッ
トされる

コンパクトフラッ
シュカードの容量が
いっぱいです。

［ﾒﾓﾘ不足です］が操作パネルに表示さ
れたときは、コンパクトフラッシュ
カード内に保存しているフォントや
フォームファイルなどを削除してくだ
さい。

操作パネル
で表示され
る文字や
メッセージ
が日本語で
はない

操作パネルの言語設
定が間違っている。

［設定ﾒﾆｭｰ］-［ﾏｼﾝ設定］-［言語］を

［日本語］に設定してください。詳し
くは「マシン設定メニュー」（p.97）
をごらんください。
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印刷品質の問題

症状 原因 処置のしかた

何も印刷さ
れない

1 つ以上のトナー

カートリッジが壊れ
ている。

トナーカートリッジを取り出して確認
してください。壊れている場合は交換
してください。

1 つ以上のイメージ

ングユニットが壊れ
ている。

イメージングユニットを取り出し、損
傷がないか確認してください。必要で
あれば、イメージングユニットを交換
してください。

用紙が湿気を帯びて
いる。

用紙を保管する場所の湿度を調節して
ください。
湿った用紙を取り出し、新しい乾いた
用紙に替えてください。

プリンタードライ
バーの用紙設定と実
際に本機にセットさ
れている用紙が合っ
ていない。

本機に正しい用紙をセットしてくださ
い。

複数の用紙が同時に
給紙されている。

給紙トレイから用紙を取り出し、静電
気が起きていないか確認してくださ
い。用紙をさばいてから給紙トレイに
戻してください。

まっ黒また
は一面カ
ラーで印刷
される

1 つ以上のトナー

カートリッジが壊れ
ている。

トナーカートリッジを取り出して確認
してください。壊れている場合は交換
してください。

1 つ以上のイメージ

ングユニットが壊れ
ている。

イメージングユニットを取り出し、損
傷がないか確認してください。必要で
あれば、イメージングユニットを交換
してください。
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 印刷が薄い レーザーレンズが汚
れている。

レーザーレンズを清掃してください。

コピーの濃度設定が
薄すぎる。

コピーの濃度を濃く設定してくださ
い。

用紙が湿気を帯びて
いる。

湿った用紙を取り出し、新しい乾いた
用紙に替えてください。

トナーカートリッジ
内のトナーが残り少
なくなっている。

トナーカートリッジを交換してくださ
い。

1 つ以上のトナー

カートリッジが壊れ
ている。

トナーカートリッジを取り出して確認
してください。壊れている場合は交換
してください。

用紙の種類が正しく
設定されていない。

封筒、ラベル紙、はがき、レターヘッ
ド、厚紙、光沢紙、片面専用用紙、特
殊紙に印刷する場合は、プリンタード
ライバーで［用紙種類］を指定してく
ださい。

印刷が濃い コピーの濃度設定が
濃すぎる。

コピーの濃度を薄く設定してくださ
い。

原稿が原稿ガラスか
ら浮き上がっている

原稿が原稿ガラスに密着するように
セットしてください。
詳しくは、「原稿ガラス上に原稿を
セットする」（p.200）をごらんくださ

い。

1 つ以上のトナー

カートリッジが壊れ
ている。

トナーカートリッジを取り出して確認
してください。壊れている場合は交換
してください。

1 つ以上のイメージ

ングユニットが壊れ
ている。

イメージングユニットを取り出し、損
傷がないか確認してください。必要で
あれば、イメージングユニットを交換
してください。
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画像がにじ
む
背景が汚れ
る
光沢にムラ
がある

1 つ以上のトナー

カートリッジが壊れ
ている。

トナーカートリッジを取り出して確認
してください。壊れている場合は交換
してください。

1 つ以上のイメージ

ングユニットが壊れ
ている。

イメージングユニットを取り出し、損
傷がないか確認してください。必要で
あれば、イメージングユニットを交換
してください。

原稿ガラスが汚れて
いる。

原稿ガラスを清掃してください。
詳しくは「本機外側の清掃」（p.384）
をごらんください。

原稿カバーパッドが
汚れている。

原稿カバーパッドを清掃してくださ
い。
詳しくは「本機外側の清掃」（p.384）
をごらんください

濃度が均一
でない

1 つ以上のトナー

カートリッジ内のト
ナーが残り少なく
なっている、または
壊れている。

トナーカートリッジを交換してくださ
い。

1 つ以上のイメージ

ングユニットが壊れ
ている。

イメージングユニットを取り出し、損
傷がないか確認してください。必要で
あれば、イメージングユニットを交換
してください。

本機が水平に置かれ
ていない。

本機を平らで、固く、安定した、水平
な面（傾き ±1° 以内）に置いてくださ

い。
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画像にムラ
がある、ま
たは一部分
が欠ける

用紙が湿気を帯びて
いる。

用紙を保管する場所の湿度を調節して
ください。

湿った用紙を取り出し、新しい乾いた
用紙に替えてください。

対応していない用紙
（対象外のサイズ、厚
さ、種類の用紙）を
使用している。

コニカミノルタ推奨の用紙を使用して
ください。対応用紙については、「使
用できる用紙」（p.166）をごらんくだ

さい。

1 つ以上のトナー

カートリッジが壊れ
ている。

トナーカートリッジを取り出して確認
してください。壊れている場合は交換
してください。

1 つ以上のイメージ

ングユニットが壊れ
ている。

イメージングユニットを取り出し、損
傷がないか確認してください。必要で
あれば、イメージングユニットを交換
してください。

十分にト
ナーが定着
していない、
またはこす
ると画像が
落ちてしま
う

用紙が湿気を帯びて
いる。

湿った用紙を取り出し、新しい乾いた
用紙に替えてください。

対応していない用紙
（対象外のサイズ、厚
さ、種類の用紙）を
使用している。

コニカミノルタ推奨の用紙を使用して
ください。対応用紙については、「使
用できる用紙」（p.166）をごらんくだ

さい。

用紙の種類が正しく
設定されていない。

封筒、ラベル紙、はがき、レターヘッ
ド、厚紙、光沢紙、片面専用用紙、特
殊紙に印刷する場合は、プリンタード
ライバーで［用紙種類］を指定してく
ださい。

しみやカス
の汚れがあ
る

1 つ以上のトナー

カートリッジが正し
く装着されていない、
または壊れている。

トナーカートリッジを取り出し、損傷
がないか確認してください。必要であ
れば、トナーカートリッジを交換して
ください。
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用紙の裏面
にしみ汚れ
がある（両
面印刷かど
うかに関係
なく）

給紙ローラーが汚れ
ている。

給紙ローラーを清掃してください。

給紙ローラーの交換が必要と思われる
場合、販売店または弊社に連絡してく
ださい。

通紙経路がトナーで
汚れている。

白紙を数枚印刷し、余分なトナー汚れ
を取り除いてください。

1 つ以上のトナー

カートリッジが壊れ
ている。

トナーカートリッジを取り出して確認
してください。壊れている場合は交換
してください。

1 つ以上のイメージ

ングユニットが壊れ
ている。

イメージングユニットを取り出し、損
傷がないか確認してください。必要で
あれば、イメージングユニットを交換
してください。

白または黒、
カラーの線
が同じパ
ターンで現
れる

レーザーレンズが汚
れている。

レーザーレンズを清掃してください。

1 つ以上のトナー

カートリッジが壊れ
ている。

トナーカートリッジを取り出して確認
してください。壊れている場合は交換
してください。

1 つ以上のイメージ

ングユニットが壊れ
ている。

イメージングユニットを取り出し、損
傷がないか確認してください。必要で
あれば、イメージングユニットを交換
してください。
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画像が欠け
る

レーザーレンズが汚
れている。

レーザーレンズを清掃してください。

トナーカートリッジ
からトナーがもれて
いる。

トナーカートリッジを取り出し、損傷
がないか確認してください。必要であ
れば、トナーカートリッジを交換して
ください。

1 つ以上のトナー

カートリッジが壊れ
ている。

トナーカートリッジを取り出し、損傷
がないか確認してください。必要であ
れば、トナーカートリッジを交換して
ください。

1 つ以上のイメージ

ングユニットが壊れ
ている。

トナーカートリッジを取り出して確認
してください。壊れている場合は交換
してください。

横方向に線
や帯が現れ
る

本機が水平に置かれ
ていない。

本機を平らで、固く、安定した、水平
な面（傾き ±1° 以内）に置いてくださ

い。

通紙経路がトナーで
汚れている。

白紙を数枚印刷し、余分なトナー汚れ
を取り除いてください。

1 つ以上のトナー

カートリッジが壊れ
ている。

トナーカートリッジを取り出して確認
してください。壊れている場合は交換
してください。

1 つ以上のイメージ

ングユニットが壊れ
ている。

イメージングユニットを取り出し、損
傷がないか確認してください。必要で
あれば、イメージングユニットを交換
してください。

色再現が極
端におかし
い

1 つ以上のトナー

カートリッジが壊れ
ている。

トナーカートリッジを取り出して確認
してください。壊れている場合は交換
してください。
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もし上記の処置を行っても問題が解決されない場合は、販売店または弊社に
お問い合わせください。

色再現が適
切でない
（色が混ざっ
たり、ペー
ジによって
色再現が異
なるなど）

階調補正が正しく行
われていない。

操作パネルで［設定ﾒﾆｭｰ］-［ﾏｼﾝ設

定］-［階調補正］を［ｵﾝ］に設定し、

AIDC カラーキャリブレーションを実

行してください。詳しくは、「マシン
設定メニュー」（p.97）をごらんくだ

さい。

キャリブレーション
中にカバーを開けた。

1 つ以上のトナー

カートリッジが壊れ
ている。

トナーカートリッジを取り出して確認
してください。壊れている場合は交換
してください。

用紙が湿気を帯びて
いる。

湿った用紙を取り出し、新しい乾いた
用紙に替えてください。

色再現が不
十分、また
は色の濃度
が薄い

1 つ以上のイメージ

ングユニットが壊れ
ている。

イメージングユニットを取り出し、損
傷がないか確認してください。必要で
あれば、イメージングユニットを交換
してください。
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ステータス、エラー、サービスのメッセージ
ステータス、エラー、サービスのメッセージは、操作パネルのメッセージ
ウィンドウに表示されます。本機の情報を表示し、問題のある場所を見つけ
るのに役立ちます。表示されたメッセージを確認し、正しい処置を行ってく
ださい。

ステータスメッセージ

メッセージ 意味 処置のしかた

［PC ｽｷｬﾝ ｷｬﾝｾﾙ］ ドライバーからスキャン
ジョブがキャンセルされま
した。

通常のステータス
メッセージです。
処置の必要はあり
ません。

［ｳｫｰﾑｱｯﾌﾟ中］ ウォームアップ中、AIDC 実

行中に表示されます。

［受け付けました］ 設定が確定されました。

［検索中］ データを検索中です。

［お待ちください !］ AIDC カラーキャリブレー

ションを実行中です。
本機は次のタイミングで自
動的に AIDC カラーキャリ

ブレーションを行います。

• 電源オン時
• 節電（スリープ）モード

復帰時
• 設定変更後の再起動時
• トナーカートリッジ交換

時
この処理は、本機の印刷品
質を最適に保つために行わ
れます。

［ｽｷｬﾝ中］ 原稿を読み込み中です。

［ｽﾘｰﾌﾟ ﾓｰﾄﾞ］ 節電機能がはたらいていま
す。節電中は本機の消費電
力が減少します。（表示なし）

［ﾃﾞｰﾀ受信中］ データを受信中です。

［印刷待機中］ 印刷待ち状態です。
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エラーメッセージ

ファクスのエラーメッセージについては、［ファクスユーザーズガイ
ド］（Documentation CD-ROM 内の PDF マニュアル）をごらんくだ
さい。

［印刷中］ 印刷中です。 通常のステータス
メッセージです。
処置の必要はあり
ません。

［予約はありません］ 予約されているジョブがあ
りません。

メッセージ 意味 処置のしかた

［IP ｱﾄﾞﾚｽ取得不可

xxx ｻｰﾊﾞｰ］
DNS サーバーから表

示されているサー
バーのアドレスを取
得できません。

ネットワークの設定と
関連設定を確認し、再
度送信してください。

［IU が寿命です

x を交換する］

表示されているイ
メージングユニット
の交換時期に達しま
した。

表示されているイメー
ジングユニットを交換
してください。

［IU が違います x］ 本機が対応していな
いイメージングユ
ニットが装着されて
います。

表示されているイメー
ジングユニットを正し
いものと交換してくだ
さい。

［IU が入っていません

x 確認］

表示されているイ
メージングユニット
が装着されていませ
ん。

表示されているイメー
ジングユニットを装着
してください。
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［IU 交換時期 x］ 表示されているイ
メージングユニット
の交換時期に達しま
した。

（このメッセージは
［設定ﾒﾆｭｰ］-［ﾏｼﾝ設

定］-［ﾄﾅｰｴﾝﾌﾟﾃｨ］

が［ﾓﾉｸﾛ印字可能］
に設定されている場
合のみ表示されます。

1 つ以上のカラーイ

メージングユニット
がなくなった場合で
も、ブラックイメー
ジングユニットが
残っていると、モノ
クロ印刷、モノクロ
コピー、ファクス受
信印刷が可能です。）

表示されているイメー
ジングユニットを交換
してください。

［IU 残量少 x］ 表示されているイ
メージングユニット
の残りが少なくなり
ました。

表示されているイメー
ジングユニットを交換
してください。

［USB ﾊﾌﾞはｻﾎﾟｰﾄ外です］ 本機に USB ハブが接

続されています。

本機は USB ハブに対応

していません。USB
ケーブルを本機に接続
する際、USB ハブは使

用しないでください。

［USB ﾒﾓﾘがいっぱいです］ 本機に接続した USB
メモリーに空きス
ペースがありません。

USB メモリーのデータ

を削除して空きスペー
スを確保するか、別の
USB メモリーを使用し

てください。

［xxx ｶﾊﾞｰが開いています

xxx ｶﾊﾞｰを閉めてください］

表示されているカ
バーが開いています。

表示されているカバー
を閉じてください。
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［xxx ｻｰﾊﾞｰ ｴﾗｰ］ 表示されているサー
バーにファイルを保
存することができま
せん。

表示されているサー
バーの状態を確認して
ください。

［xxx ﾄﾞｱが開いています

xxx ﾄﾞｱを閉めてください］

表示されているドア
が開いています。

表示されているドアを
閉めてください。

［宛先が長すぎます］ LDAP サーバーから

取得した、メールア
ドレスの文字数が 64
文字を超えています。

本機が扱えるアドレス
の文字数は 64 文字まで

です。文字数の少ない
別のアドレスを使用し
てください。

［原稿を ADF から

取り除いてください］

原稿ガラスからのス
キャンが必要な機能
で、原稿が ADF に

セットされています。

原稿を原稿ガラスに
セットしてください。

［検索数 +xxx を超えます］ LDAP 検索の結果が、

［設定ﾒﾆｭｰ］-［管理

者設定］-［LDAP 設

定］の［検索最大表
示件数］で設定した
上限値を超えていま
す。

上限値の設定を変更す
るか、検索方法を変更
して（キーワードの文
字数を増やすなど）、
LDAP 検索を再度実行し

てください。

［検索時間切れ］ LDAP サーバーとの

通信時間がタイムア
ウトしました。

LDAP サーバーに再接続

してください。

［ｻｰﾊﾞｰ ﾒﾓﾘ不足
SMTP ｻｰﾊﾞｰ］

SMTP サーバーのメ

モリーがいっぱいに
なっています。

ネットワーク管理者に
連絡し、ディスクの空
きスペースを確保して
ください。
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［最適用紙がありません
用紙を補給 (xxx)］

印刷対象に対して適
切な用紙がトレイに
セットされていませ
ん。

適切な用紙をトレイに
セットし、操作パネル
でセットした用紙サイ
ズを再設定してくださ
い。詳しくは、「［最適
用紙がありません 用紙
を補給 (xxx)］の処置の

しかた」（p.445）をご

らんください。

［ｻﾎﾟｰﾄ外の USB ﾃﾞﾊﾞｲｽ］ 本機が対応していな
い USB 機器が接続さ

れています。

該当する USB 機器を本

機から取り外してくだ
さい。

［ｼﾞｮﾌﾞをｷｬﾝｾﾙしました］ 原稿ガラスでスキャ
ンを実行していると
きに、最初の原稿の
読み込みが完了して
から 1 分以上、原稿

の読み込み、または
データ送信が行われ
なかった場合、ス
キャンしたジョブは
自動的にキャンセル
されます。

本機の電源をオフにし
て、数秒後にオンにし
てください。

複数ページの原稿（本
など）を原稿ガラスで
スキャンする場合は、
最初のページをスキャ
ンしてから 1 分以内に

次ページをスキャンし
てください。

［切断されました
USB ﾒﾓﾘ］

USB メモリーとの接

続が切断されました。

USB メモリーの接続を

確認し、再度送信して
ください。

［切断されました
xxx ｻｰﾊﾞｰ］

表示されているサー
バーとの接続が切断
されました。

ネットワークの設定と
関連設定を確認し、再
度接続してください。

［接続できません
xxx ｻｰﾊｰﾞ］

表示されているサー
バーに接続できませ
ん。

ネットワークの設定と
関連設定を確認し、再
度接続してください。

［通信ｴﾗｰ
PC 接続失敗］

スキャンしたデータ
を送信中に、コン
ピューターとの接続
が切断されました。

コンピューターとの接
続およびスキャナード
ライバーの状態を確認
し、再度送信してくだ
さい。
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［通信ｴﾗｰ
USB ﾒﾓﾘ］

スキャンしたデータ
を送信中に、USB メ

モリーとの接続が切
断されました。

USB メモリーの接続を

確認し、再度送信して
ください。

［通信ｴﾗｰ
xxx ｻｰﾊﾞｰ］

スキャンしたデータ
を送信中に、表示さ
れているサーバーと
の接続が切断されま
した。

ネットワークの設定と
関連設定を確認し、再
度送信してください。

［定着ﾕﾆｯﾄ交換時期］ 定着ユニットの交換
時期に達しました。

定着ユニットの交換は
保守サービス実施機関
のサービスマンが行い
ます。詳しくは、「定期
交換部品の寿命の目安」
（p.473）をごらんくだ

さい。

［転写ﾍﾞﾙﾄ交換時期］ 転写ベルトユニット
の交換時期に達しま
した。

転写ベルトユニットの
交換は保守サービス実
施機関のサービスマン
が行います。詳しくは、
「定期交換部品の寿命の
目安」（p.473）をごら

んください。

［転写ﾛｰﾗｰ交換時期］ 転写ローラーの交換
時期に達しました。

転写ローラーの交換は
保守サービス実施機関
のサービスマンが行い
ます。詳しくは、「定期
交換部品の寿命の目安」
（p.473）をごらんくだ

さい。

［登録可能件数超えました］スキャンデータの送
信先が上限の 236 件

に達しています。

いったん送信してから
再度スキャンを行うか、
不要な送信先を削除し
てから送信先を追加し
てください。
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［登録されていません !］ 短縮ダイアルとグ
ループダイアルが 1
つも登録されていま
せん。

スキャンデータの送信
先を直接入力するか、
短縮ダイアルまたはグ
ループダイアルを登録
してから送信先を再度
設定してください。

［ﾄﾅｰが違います x］ 本機が対応していな
いトナーカートリッ
ジが装着されていま
す。

表示されているトナー
カートリッジを正しい
ものと交換してくださ
い。

［ﾄﾅｰが違います
x ﾄﾅｰを交換する］

表示されているト
ナーカートリッジが
正しくありません。

表示されているトナー
カートリッジを正しい
カートリッジと交換し
てください。

［ﾄﾅｰが空です x
x ﾄﾅｰを交換する］

表示されているト
ナーカートリッジの
トナーがなくなりま
した。

表示されているトナー
カートリッジを交換し
てください。

［ﾄﾅｰが入っていません
x 確認］

表示されているト
ナーカートリッジが
装着されていません。

表示されているトナー
カートリッジを装着し
てください。

［ﾄﾅｰ残量少 x］ 表示されているト
ナーカートリッジの
残りが少なくなりま
した。

表示されているトナー
カートリッジを準備し
てください。

［ﾄﾚｲ x が開いています

ﾄﾚｲ x を閉じてください］

表示されているトレ
イが開いています。

表示されているトレイ
を閉じてください。

［ﾈｯﾄﾜｰｸ設定なし］ ネットワークの設定
が完了していません。

スキャンデータをネッ
トワーク経由で送信す
るには、あらかじめ
［設定ﾒﾆｭｰ］-［管理者設

定］-［ﾈｯﾄﾜｰｸ設定］お

よび［ﾒｰﾙ設定］でネッ
トワークに関する設定
を行ってください。

［排紙ﾄﾚｲいっぱいです
用紙を除いてください］

排紙トレイがいっぱ
いになりました。

排紙トレイから用紙を
取り除いてください。
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［廃ﾄﾅｰﾎﾞﾄﾙ ﾌﾙ
ﾎﾞﾄﾙを交換する］

廃トナーボトルが
いっぱいになりまし
た。

廃トナーボトルを交換
してください。

［廃ﾄﾅｰ ﾎﾞﾄﾙ交換］ 廃トナーボトルの交
換時期が近くなりま
した。

交換用の廃トナーボト
ルを用意してください。

［ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞが違います
xxx］

パスワードが間違っ
ているため、表示さ
れているサーバーに
アクセスできません。

パスワードを確認し、
設定しなおしてくださ
い。

［ﾌｧｲﾙ ﾌﾙ］ イメージデータファ
イルの合計数が上限
の 1024 個に達して

います。

本機の電源をオフにし
て、数秒後にオンにし
てください。

解像度を低く設定する
など、データ容量を少
なくしてから再度ス
キャンしてください。

［印刷ﾓｰﾄﾞ確認 = ］ 印刷中になんらかの
エラーが発生しまし
た。

［ ］キーを押して、エ

ラーの状態を確認して
ください。

［ﾍﾟｰｼﾞ番号不一致
( 何かｷｰを押す )］

［両面→両面］、［両面
→片面］の原稿の
ページが表と裏で一
致していません。

いずれかのキーを押し
て、ジョブをキャンセ
ルします。

［未対応の用紙です
手差し両面を閉じるか
ｻｲｽﾞを変えてください］

両面印刷に対応して
いない用紙がトレイ
にセットされていま
す。

片面印刷にするか、両
面印刷が可能な用紙を
確認してください。

［ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽが違います］ スキャンデータ送信
先アドレスを設定す
る際に、ファクス番
号が登録されている
常用、短縮ダイアル、
グループダイアルを
設定しようとしてい
ます。

スキャンデータの送信
先を直接入力するか、
メールアドレスが登録
されている常用、短縮
ダイアル、グループダ
イアルを設定してくだ
さい。
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［ﾒﾓﾘ不足です］ 受信データの合計サ
イズが、メモリーの
容量を超えています。

本機の電源をオフにし
て、数秒後にオンにし
てください。

解像度を低く設定する
など、データ容量を少
なくしてから再度ス
キャンしてください。

［用紙がありません
用紙を補給］

表示されているトレ
イの用紙が切れてい
ます。

表示されているトレイ
に用紙を補充してくだ
さい。

［用紙ｻｲｽﾞｴﾗｰ
用紙を確認 (xxx)］

表示されているサイ
ズの用紙がトレイに
セットされていませ
ん。

表示されているサイズ
の用紙をトレイにセッ
トしてください。

［用紙ｻｲｽﾞが違います
xxx を xxx に交換］

トレイにセットされ
ている用紙のサイズ
が正しくありません。

メッセージにしたがっ
て正しい用紙と交換し
てください。

トレイ 1 の場合のみ、

交換した用紙サイズが
トレイ 1 の用紙サイズ

として保存されます。

［用紙種類が違います
xxx を入れる］

表示されている用紙
がトレイにセットさ
れていません。

表示されている用紙を
トレイにセットしてく
ださい。

トレイ 1 の場合のみ、

交換した用紙種類がト
レイ 1 の用紙種類とし

て保存されます。

［両面ｺﾋﾟｰできません
両面機能を中止するか
ｻｲｽﾞを変えてください］

両面印刷を設定して
いるのに、両面印刷
に対応していない用
紙サイズが選択され
ています。

片面印刷に切り替える
か、両面印刷が可能な
用紙サイズを選択して
ください。
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サービスメッセージ

このメッセージは、カスタマーサービスによる修復が必要な故障を示すメッ
セージです。このメッセージが表示された場合は、本機を再起動してくださ
い。問題が解決しない場合は、販売店または弊社に連絡してください。

メッセージ 意味 処置のしかた

［ﾏｼﾝ ﾄﾗﾌﾞﾙ
ｻｰﾋﾞｽﾏﾝに連絡 (xxxx)］

サービスメッセージ内
に表示されている
“xxxx”のエラーが検

出されました。

本機を再起動してくだ
さい。多くの場合、こ
れによりサービスメッ
セージが消え、本機は
復旧します。
それでもメッセージが
消えない場合には、エ
ラーの情報を販売店ま
たは弊社に連絡してく
ださい。
ステータス、エラー、サービスのメッセージ444



［最適用紙がありません 用紙を補給 (xxx)］の処置のしかた

1 メッセージが表示されている状態で［コピー］キー、［スキャン］キー、
［ファクス］キーのいずれかを押します。

2 適切な用紙を給紙トレイにセットします。

3 設定メニューから［用紙設定］を選択し、用紙をセットしたトレイの用
紙サイズを変更します。

4［戻る］キーを 2 回、または［ストップ / リセット］キーを 1 回押します。
印刷が開始されます。
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11オプションの
取り付け



はじめに
ご注意

本機は、純正品／推奨品以外のオプションの使用は保証の対象外となりま
す。 

この章では、以下のオプションについて説明します。

ご注意

ハードディスクキット HD-P03 と CF アダプター MK-725 は、同時に取り付
けることはできません（どちらか一方しか取り付けることができません）。
オプションを取り付ける際は、必ず本機の電源を切り、電源ケーブルを抜い
てから作業をしてください。

オプションについて詳しくは、http://konicaminolta.jp にアクセス
してご確認ください。

オプション名 説明

メモリー（DIMM） 512 MB DIMM

給紙ユニット
PF-P09

500 枚給紙トレイ付

ハードディスクキッ
ト HD-P03

SATA ハードディスク 120 GB

CF アダプター
MK-725

コンパクトフラッシュカード用アダプター

コンパクトフラッ
シュカード

1 GB、2 GB、4 GB、8 GB
はじめに448



静電気防止の対策 
ご注意

コントローラーボードは、静電気にきわめて敏感です。コントローラーボー
ドを取り扱う作業では、静電気に十分注意してください。
最初に電源スイッチを切っておいてください。静電気防止のリストストラッ
プがある場合は、片方の端を手首に付け、もう片方の端を本機背面の金属部
分につけます。リストストラップを機器に決して触れないようにしてくださ
い。プラスチック、ゴム、木、塗装された金属面は、接地面になりません。
静電気防止のリストストラップがない場合は、コントローラーボードや部品
を取り扱う前に、接地面に触れて、身体に帯電している静電気を放電してく
ださい。また、放電後は、歩き回らないでください。再度帯電する可能性が
あります。
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メモリー（SO-DIMM）の取り付け 

メモリー（SO-DIMM）は、メモリーチップが表面に載っている小型の基板
です。

本機には一つのメモリースロットがあり、コントローラーボード上には 384 
MB（プリンター：256 MB、コピー：128 MB）のメモリーがあらかじめ内
蔵されています。メモリーは一つのスロットを使用して最大 896 MB（384 
MB + 512 MB）まで拡張できます。

メモリーは、KONICA MINOLTA 純正品のメモリーをご使用くださ
い。

メモリーの取り付け方

ご注意

コントローラーボードや関連の基板、モジュールは、静電気にきわめて敏感
です。コントローラーボードを取り扱う作業では、静電気に十分注意してく
ださい。この操作を行う前に、「静電気防止の対策」（p.449）に載っている
静電気防止の注意を確認してください。また、触るときは基板の緑色部を
持ってください。

1 本機の電源を切り、電源ケーブ
ルとインターフェースケーブル
を取り外します。
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2 背面ドアを取り外します。

3 コインなどで内側のカバーのネ
ジを外します。

4 内側のカバーを開けます。
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5 切り欠きがコネクタのタブと
合っているか確認しながら、メ
モリーを斜め（45 度くらい）に
差し込み、カチッとはまるまで
慎重に押し込みます。

メモリーの端を持って操作
してください。

メモリーが正しくはまると
カチッという音がします。

6 内側のカバーを閉め、ネジで固定します。

7 背面ドアを取り付けます。

8 インターフェースケーブルを接続します。

9 電源ケーブルを接続し、本機の電源を入れます。

10［ﾚﾎﾟｰﾄ / ｽﾃｰﾀｽ］-［ﾚﾎﾟｰﾄ］-［設定情報ﾘｽﾄ］で設定情報リストページを
印刷して、メモリーの総量を確認します。

11 装着したメモリーがプリンタードライバーで正しく認識されていること
を確認します。

正しく認識されていない場合は、「プリンタードライバーの初期設定
／オプションの設定（Windows）」（p.39）を参照し、手動でオプ
ションの認識を行ってください。
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ハードディスクキット HD-P03 の取り付け
オプションのハードディスクキット HD-P03 を取り付けることで、ソート

（部単位印刷）、ジョブの印刷／保存、フォント／フォーム／カラープロファ
イルのダウンロード、ユーザー認証、XPS ドライバー印刷、メモリプリン
ト、PageScope Direct Print（ユーティリティー）の使用が有効となります。

ユーザー使用可能エリアは 120 GB 中 40 GB になります。

ハードディスクキット HD-P03 の取り付け方

ご注意

コントローラーボードや関連の基板、モジュールは、静電気にきわめて敏感
です。コントローラーボードを取り扱う作業では、静電気に十分注意してく
ださい。この操作を行う前に、「静電気防止の対策」（p.449）に載っている
静電気防止の注意を確認してください。また、触るときは基板の緑色部を
持ってください。

1 本機の電源を切り、電源ケーブ
ルとインターフェースケーブル
を取り外します。
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2 背面ドアを取り外します。

3 コインなどで内側のカバーのネ
ジを外します。

4 内側のカバーを開けます。
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5 ケーブル（2 箇所）をハード
ディスクキットに取り付けま
す。

L 字の曲がりの方向に注
意して差し込んでくださ
い。無理に逆に差し込む
とコネクターを破壊する
恐れがあります。

ケーブルは、それぞれ両
端の形状が異なっていま
す。A と C の側をハード
ディスクに差し込んでく
ださい。

ハードディスク正面

B

A

A

D

C

C

データ用ケーブル 電源用ケーブル
ハードディスクキット HD-P03 の取り付け 455



6 ハードディスクキットを内側の
カバーの裏面に取り付けます。

7 ハードディスクキットのケーブ
ル（2 箇所）をコネクタに差し
込みます。

本体側には、B と D の側
を挿入してください。

8 内側のカバーを閉め、ネジで固定します。

9 背面ドアを取り付けます。

10 インターフェースケーブルを接続します。

11 電源ケーブルを接続し、本機の電源を入れます。

D

B

B

A

D

C

データ用ケーブル 電源用ケーブル
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12［ﾚﾎﾟｰﾄ / ｽﾃｰﾀｽ］-［ﾚﾎﾟｰﾄ］-［設定情報ﾘｽﾄ］で設定情報リストページを
印刷して、ハードディスクの容量を確認します。

13 装着したハードディスクがプリンタードライバーで正しく認識されてい
ることを確認します。

正しく認識されていない場合は、手動でインストール済みオプショ
ンに追加してください。詳しくは、「プリンタードライバーの初期設
定／オプションの設定（Windows）」（p.39）をごらんください。
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コンパクトフラッシュの取り付け
オプションのコンパクトフラッシュカードを取り付けることで、ソート（部
単位印刷）、フォント／フォーム／カラープロファイルのダウンロード、
ユーザー認証、XPS ドライバー印刷、メモリプリント、PageScope Direct 
Print（ユーティリティー）の使用が有効となります。

本機は、1 GB、2 GB、4 GB、8 GB のコンパクトフラッシュカード
を使用できます。

ジョブの印刷／保存は、コンパクトフラッシュカードを取り付けて
も利用できません。オプションのハードディスクキット HD-P03 を
取り付けると利用できます。

ハードディスクキット HD-P03 と CF アダプターMK-725は、同時に取
り付けることはできません。

CF アダプター MK-725 およびコンパクトフラッシュカード
の取り付け方

ご注意

本機に取り付けたコンパクトフラッシュカードを他の装置（パソコンやデジ
タルカメラ）で使用した場合、コンパクトフラッシュカードは自動的に初期
化され、カード内にあるデータは削除されます。

ご注意

コントローラーボードや関連の基板、モジュールは、静電気にきわめて敏感
です。コントローラーボードを取り扱う作業では、静電気に十分注意してく
ださい。この操作を行う前に、「静電気防止の対策」（p.449）に載っている
静電気防止の注意を確認してください。また、触るときは基板の緑色部を
持ってください。
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1 本機の電源を切り、電源ケーブ
ルとインターフェースケーブル
を取り外します。

2 背面ドアを取り外します。

3 コインなどで内側のカバーのネ
ジを外します。
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4 内側のカバーを開けます。

5 ケーブル（2 箇所）を CF アダプ
ターに取り付けます。

L 字の曲がりの方向に注
意して差し込んでくださ
い。無理に逆に差し込む
とコネクターを破壊する
恐れがあります。

CF アダプター正面
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ケーブルは、それぞれ両
端の形状が異なっていま
す。A と C の側をハード
ディスクに差し込んでく
ださい。

6 CFアダプターを内側のカバーの
裏面に取り付けます。

7 スロットにコンパクトフラッ
シュカードをスライドさせて、
ロックされるまで押し込みま
す。

B

A

A

D

C

C

データ用ケーブル 電源用ケーブル
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コンパクトフラッシュ
カードを取り外すとき
は、ボタンを下へ押して
ロックを解除してくださ
い。

8 CF アダプターのケーブル（2 箇
所）をコネクタに差し込みま
す。

本体側には、B と D の側
を挿入してください。

9 内側のカバーを閉め、ネジで固定します。

10 背面ドアを取り付けます。

11 インターフェースケーブルを接続します。

12 電源ケーブルを接続し、本機の電源を入れます。

13［ﾚﾎﾟｰﾄ / ｽﾃｰﾀｽ］-［ﾚﾎﾟｰﾄ］-［設定情報ﾘｽﾄ］で設定情報リストページを
印刷して、コンパクトフラッシュカードの容量を確認します。

14 装着したコンパクトフラッシュカードがプリンタードライバーで正しく
認識されていることを確認します。

D

B

B

A

D

C

データ用ケーブル 電源用ケーブル
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正しく認識されていない場合は、手動でインストール済みオプ
ションに追加してください。詳しくは、「プリンタードライバー
の初期設定／オプションの設定（Windows）」（p.39）をごらんく
ださい。
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給紙ユニット PF-P09（トレイ 3）の取り付け
給紙ユニット（トレイ 3）を取り付けることができます。給紙ユニットには
用紙を 500 枚までセットできます。

給紙ユニット PF-P09 の構成

給紙ユニット（500 枚給紙トレイ付き）

給紙ユニット PF-P09 の取り付け方

ご注意

本機には消耗品が取り付けられているため、本機を動かすときは、トナーが
こぼれないよう本機を水平にして運んでください。

1 本機の電源を切り、すべての
ケーブルを取り外します。

2 給紙ユニットを用意します。

給紙ユニットは必ず平らな場所に置いてください。
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3 給紙ユニットの右ドアを開きま
す。

必ず給紙ユニットの右ド
アを開いてから本機を
セットしてください。

4 本機を 2 人で持ち、給紙ユニッ
トと位置決めピンを本機の底の
受け穴にあわせて正しくセット
します。

警告
本機は消耗品を含めて約 32.5kg の重量があります。本機を持ち上げる場合
は、必ず 2 人で行ってください。

32.5 kg
71.7 lbs
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5 給紙ユニットの右ドアを閉じま
す。

6 インターフェースケーブルを接続します。

7 電源ケーブルを接続し、本機の
電源を入れます。

8 装着したトレイ 3 がプリンタードライバーで正しく認識されていること
を確認します。

正しく認識されていない場合は、「プリンタードライバーの初期設定
／オプションの設定（Windows）」（p.39）を参照し、手動でオプ
ション認識を行ってください。
給紙ユニット PF-P09（トレイ 3）の取り付け466
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技術仕様

本体

形式 デスクトップ型フルカラーレーザービームプリン
ター（AIO）

印刷方式 半導体レーザー + 電子写真方式

露光方式 半導体レーザー + 回転ミラー

現像方式 電子写真方式

解像度 コピー時 : 
600 dpi × 600 dpi

スキャン時 :
600 dpi × 600 dpi、 
600 dpi × 300 dpi (ADF 使用時 )

プリント時 : 
600 × 600 dpi × 3 bit

ファーストプリント
時間（普通紙）

片面
モノクロ / フルカラー：

16.0 秒（普通紙で A4 ／レターの場合）

ファーストコピー
時間（普通紙、
コピー原稿 :［文 /

写］）

片面
モノクロ：

11 秒以下（普通紙で A4 ／レターの場合）

600 dpi × 300 dpi、最速モード

フルカラー：
16 秒以下（普通紙で A4 ／レターの場合）

600 dpi × 300 dpi、最速モード

プリント速度 片面
モノクロ／フルカラー：

24 枚／分（普通紙で A4 の場合）
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コピー速度 片面
モノクロ／フルカラー：

24* 枚／分（普通紙で A4 の場合）

*ADF 使用時：

20 枚／分（モノクロ、600 × 300 dpi）
20 枚／分（フルカラー、300 × 300 dpi）
10 枚／分（フルカラー、600 × 300 dpi）

ウォームアップ時間 平均 38 秒（室温 23 ℃、湿度 65% で電源オンから

印刷可能になるまでに要する時間）

用紙サイズ トレイ 1（手差しトレイ）

幅：92 ～ 216 mm
長さ：148 ～ 356 mm

トレイ 2
幅：92 ～ 216 mm
長さ：148 ～ 297 mm

トレイ 3（オプション）

A4、B5、エグゼクティブ、レター、ガバメント

リーガル、リーガル

用紙種類 • 普通紙（60 ～ 90 g/m2）

• 再生紙（60 ～ 90 g/m2）

• レターヘッド
• 封筒
• ラベル紙
• 厚紙 1（91 ～ 150 g/m2）

• 厚紙 2（151 ～ 210 g/m2）

• はがき
• 光沢紙 1（100 ～ 128 g/m2）

• 光沢紙 2（129 ～ 158 g/m2）

• 片面専用用紙（60 ～ 90 g/m2）

• 特殊紙（60 ～ 90 g/m2）
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給紙容量 トレイ 1（手差しトレイ）

普通紙、再生紙：100 枚

封筒：10 枚

レターヘッド、ラベル紙、厚紙 1/2、はがき、

光沢紙 1/2：20 枚

トレイ 2
普通紙、再生紙：250 枚

レターヘッド、ラベル紙、厚紙 1/2、はがき、

光沢紙 1/2：20 枚

トレイ 3（オプション）

普通紙、再生紙：500 枚

排紙容量 排紙トレイ：150 枚（普通紙）／ 10 枚（特殊紙）

動作時の温度 10 ～ 30 ℃ 

動作時の湿度 15 ～ 85%

電源 100 V、50 ～ 60 Hz

消費電力 最大消費電力：1000 W 以下

節電（スリープ）モード時：34 W 以下

電源オフ時：0 W

消費電流 9.7 A 以下

ノイズレベル スタンバイ時：33 dB 以下

印刷時：52.5 dB 以下

コピー時：53.5 dB 以下

外形寸法 高さ：476 mm
幅：421.5 mm
奥行：544 mm

一部の突起および手差しトレイを除く

質量 27.7 kg（消耗品：非装着時）

32.5 kg（消耗品：装着時）
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インターフェース USB 2.0（High Speed）準拠、10 Base-T/100 
Base-TX/1000 Base-T（IEEE802.3）イーサネット、 
USB ホスト（メモリプリント／ SCAN TO USB メ

モリ）、RJ-45 コネクタ

メモリー プリンター：256 MB、コピー：128 MB
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消耗品の寿命の目安

上記の数値は、A4 ／レターサイズの用紙を使用した片面印刷時の数
値です。
実際の寿命は、印刷条件（印字率、用紙サイズなど）や、連続印刷
（平均 4 ページのプリントジョブが消耗品には最良です）か間欠的な
印刷（1 ページのプリントジョブを複数回印刷する場合）かなどの印
刷方法の違い、厚紙印刷など使用する用紙種類によって異なります
（短くなります）。また、周囲の気温や湿度も影響します。

カラープリンターでは、モノクロ印刷・カラー印刷に関わらず、本
体の電源オン／オフに伴う初期化動作やプリント品質保持のための
自動調整動作時に、すべてのトナーが微量に消費されます。
モノクロ印刷でご使用になられた場合でもカラートナーを消費し、
交換が必要になります。

消耗品 平均の寿命の目安

トナーカートリッジ 製品に付属のトナーカートリッジ：
2,000 ページ以上

交換用トナーカートリッジ（大容量）：

6,000 ページ以上

上記の数値は、ISO/IEC 19798 準拠の標準
データを連続印刷した場合の印刷可能枚数
です。

間欠的な印刷で使用する場合、トナーカー
トリッジの寿命は短くなります。

イメージングユニット 約 30,000 ページ（連続印刷）

約 20,000 ページ（2 ページ／ジョブ）
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定期交換部品の寿命の目安

消耗部品の寿命の目安

定期交換部品 平均の寿命の目安

転写ローラー TF-P04 約 100,000 ページ（2 ページ／ジョブ）

転写ベルトユニット
TF-P05

約 100,000 ページ（2 ページ／ジョブ）

定着ユニット FU-P02 約 100,000 ページ（2 ページ／ジョブ）

給紙ローラー 約 300,000 ページ

消耗部品 平均の寿命の目安

廃トナーボトル
WB-P03

約 36,000 ページ（モノクロ）（連続印刷）

約 9,000 ページ（フルカラー）（連続印刷）

上記の数値は、ISO/IEC 19798 準拠の標準
データを連続印刷した場合の印刷可能枚数
です。
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入力のしかた

入力できる文字

テンキーを使って、数字、文字、シンボルを入力します。

入力可能な文字は以下のとおりです。

ファクス番号入力時

ファクス番号を表示するには、［設定ﾒﾆｭｰ］-［管理者設定］ -［ﾕｰｻﾞｰ設定］ -
［ﾌｧｸｽ番号］を選択します。詳しくは、［ファクスユーザーズガイド］
（Documentation CD-ROM 内の PDF マニュアル）をごらんください。

テンキー ［1］ ［1］ * ［A］ *

1 1 1 -1

2 2 2 2

3 3 3 3

4 4 4 4

5 5 5 5

6 6 6 6

7 7 7 7

8 8 8 8

9 9 9 9

0 0 0 (space)0

*

# # +
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アドレス入力時

テンキー ［1］ ［A］ 

1 1 .@_-1

2 2 ABC2abc

3 3 DEF3def

4 4 GHI4ghi

5 5 JKL5jkl

6 6 MNO6mno

7 7 PQRS7pqrs

8 8 TUV8tuv

9 9 WXYZ9wxyz

0 0 (space)0

# # +&/*=!?()%[]^` ´ {}|$ , :
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その他

入力モードを変更する

［ ］キーを押すごとに、入力モードが数字、アルファベット、カタカナに
切り替わります。

［1…］：数字入力モード

［A…］：アルファベット入力モード

［ｱ…］：カタカナ入力モード

テンキー ［1］ ［A］ ［ア］

1 1 .,'?!"1-()@/:;_ ｱｲｳｴｵｧｨｩｪｫ

2 2 ABC2abc ｶｷｸｹｺ

3 3 DEF3def ｻｼｽｾｿ

4 4 GHI4ghi ﾀﾁﾂﾃﾄｯ

5 5 JKL5jkl ﾅﾆﾇﾈﾉ

6 6 MNO6mno ﾊﾋﾌﾍﾎ

7 7 PQRS7pqrs ﾏﾐﾑﾒﾓ

8 8 TUV8tuv ﾔﾕﾖｬｭｮ

9 9 WXYZ9wxyz ﾗﾘﾙﾚﾛ

0 （スペース）0 ﾜｦﾝ（スペース）

# # *+=#%&<>[]{}|^` ﾞﾟ
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入力例

入力手順は以下のとおりです。

例：

1［ ］を押します。
入力モードがカタカナに切り替
わります。

2［1］キーを 4 回押します。
「ｴ」が入力されます。

3［ ］を押します。
カーソルが右へ移動します。

4［1］キーを 2 回押します。
「ｲ」が入力されます。

5［2］キーを 2 回押します。
「ｷ」が入力されます。

6［#］キーを 1 回押します。
「ﾞ」が入力されます。

▲
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7［8］キーを 6 回押します。
「ｮ」が入力されます。

8［1］キーを 3 回押します。
「ｳ」が入力されます。

9［0］キーを 4 回押します。
スペースが入力されます。

10［2］キーを 3 回押します。
「ｸ」が入力されます。

11［#］キーを 1 回押します。
「ﾞ」が入力されます。

12［9］キーを 3 回押します。
「ﾙ」が入力されます。

13［ ］を 2 回押します。
入力モードがアルファベットに
切り替わります。

14［1］キーを 8 回押します。
「-」が入力されます。

15［ ］を押します。
入力モードがカタカナに切り替
わります。
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16［6］キーを 3 回押します。
「ﾌ」が入力されます。

17［#］キーを 2 回押します。
「ﾟ」が入力されます。

文字修正のしかたと入力時の注意

入力した文字をすべて削除するには、［戻る］キーを長押しします。

入力した文字の 1 部を削除するには、［ ］または［ ］キーを押して、
カーソル（_）を削除したい文字に移動させ、［戻る］キーを押します。

続けて同じキーを使って入力する場合は、最初の文字を入力した後、
［ ］キーを押してから次の文字を入力します。（上記の入力例を参照し
てください。）

スペースを入力する場合は、カタカナ入力モードでは［0］キーを 4 回、
アルファベット入力モードでは［0］キーを 1 回押してください。

濁点または半濁点はカタカナ入力モードで［#］キーを押します。

▲

▲

▲
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国際エネルギースタープログラムについて

当社は、国際エネルギースタープログラムの参加業者として、本製品が国際
エネルギースタープログラムの対象製品に関する基準を満たしていると判断
します。

国際エネルギースタープログラム対象製品とは？

国際エネルギースタープログラム対象製品とは、地球温暖化抑制に貢献する
事を目的に作られた製品です。一定時間印刷を行わない場合、自動的に低電
力モードに移行する機能が搭載されています。この機能により本機未使用時
の効率的および、経済的な電力の使用ができます。

エコマークについて

本機は資源採取からリサイクルまでのライフサイクル全体を通して環境に配
慮し、エコマーク認定された製品です。

エコマーク認定番号　第 05 117 010 号

bizhub C25 は、「エコマーク事務局認定・環境保全型商品」です。
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